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○〈アスタリスク〉・０







　開始する。

　実行。




　終了。













○０章







　携帯電話が小さな音を立てた。

　彼女はスカートのポケットから振動する電話機を取り出し、画面に目を滑すべり落とす。

　知らない番号だ。

　出ずにおこうかと思ったが、何とはなしに気になるものを感じて、彼女は携帯電話を耳に当てた。

『その神は猛たけ々だけしい山頂に降り立つと周囲を睥へい睨げいしてこのように言った』

　前置きもなく若い男の声がそう告つげて、彼女は面食らった口く調ちようで返した。

「え……、もしもし？」

　しかし相手の声は委細かまわず、一方的に言葉をよこす。

『もしあなたが商人なら、あなたの右手に水銀を与えよう。もしあなたが盗人なら、あなたの左手に竪たて琴ごとを与えよう』

　そのフレーズを聞いた途と端たん、〈彼女〉は目覚めた。

　────…………。

　海底から浮上する深海探査船のようにゆっくりと記き憶おくが蘇よみがえり、記憶が教えるがままに〈彼女〉は周囲を確認した。

　日中。明るい太陽。広くはない廊下。硬質な床。通り過ぎる制服姿の生徒たち。

　見み慣なれた第三ＥＭＰ高等部の校舎。

　その校舎の廊下に自分はいる。蘇そ生せいした記憶が休み時間であることを教えてくれる。次の授業が始まるまで後五分あった。

「水銀を、〈水星症候群メルクリウス・シンドローム〉」

〈彼女〉は答えた。近くを歩く他ひ人とに聞こえないような小さな声で囁ささやく。

「わたしには水銀を、わたし以外の誰だれかに竪琴を」

『オッケー。で、どうだい。何か耳寄りな情報はあるかな？」

〈彼女〉はしばらく黙だまり込んだ。眠りについていた間の記憶を走査する。〈彼女〉にとっては一週間ほどの記憶遡そ行こうになった。

「……いえ、ありません」

　平へい穏おん無事な一週間だった。寮りようと校舎を往復する、事件らしい事件のない生活。秋にさしかかったばかりの第三ＥＭＰは、〈彼女〉の目には安定して平和に見えた。

「特別な動きはないようです」

『そうかい』

　電話の通話相手は、別段残念そうでもなく言うと、

『じゃあ、これで切るよ。また連絡する。それまで目を配っておいてくれよ』

「はい」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、笑えみを含んだ明めい瞭りような声がこう言った。

『その星は常に光と共にある。そして三十秒後に沈む』

〈彼女〉の返事を待たず、電話が切られた。

〈彼女〉は携帯電話からその通話履り歴れきを抹消すると、電話機を元の位置に戻して時を待った。

　それから三十秒後、緩ゆるやかに〈彼女〉は再び眠りにつくことになる。次に〈水星症候群メルクリウス・シンドローム〉からキーワードを聞くまでの、束つかの間の眠りだ。それまで〈彼女〉はこの身体からだの精神の奥おく底そこでじっと息を殺している。その自覚もない。〈彼女〉にとって時間は敵ではないのだ。待つことには慣なれている。

〈彼女〉はそのように造られていた。







　蒼あおノ木き類るいは、この数日を快適な思いとともに過ごしていた。

　理由として挙げられるのは、彼女が秋という季節を好意を持って受け入れていること、そして新しいルームメイトが類を呼ぶ時に用いる呼称が、三日前にようやく「蒼ノ木さん」から「類」と呼び捨てになっていたからだった。

「ふふふーん♪」

　類は猫専用テレパスであり、猫のいないこの学園ではほとんど一般人と変わりない。生徒たちの中には重要で格かつ好こうのいい能力を持っている連中がゴロゴロしているというのに、第三ＥＭＰにいる限り──いや、いるせいで──彼女は使いようのない能力を無意味に持てあます一人の高等部一年生にすぎなかった。

「にゃあ、にゃ」

　というわけで類の出来ることと言えば、普遍的な高校生らしく勉学に励はげみ、普遍的な高校生よりも行動範はん囲いを制限されたスクールライフを過ごすくらいのものであり、目下のところ彼女は女子寮りようの自室で縞しま猫ねこのヌイグルミと戯たわむれていた。

　夜になっていた。

　二段ベッドの下段で寝そべる類の他ほかに室内に人ひと影かげはない。

　梅つ雨ゆの頃ころに消え去った以前のルームメイトの代わりに同室になったのは、雨あま森もり日ひ世よ子こという同学年の女子生徒である。その日世子はまだ帰ってきていない。そろそろ午後十時を回ろうとしていたが、最近の日世子は昼夜が逆転しているらしく、日中に寝倒して日暮れとともに活動するという不ふ健けん康こうなライフサイクルを送っている。しかしそんな人間は第三ＥＭＰでは珍めずらしくない。いつ寝ようがいつまでも起きていようが基本的に自由である。この学校は、彼女たちにとって一時的な居場所に過ぎなかった。いずれは出て行くことが決定づけられている。ＥＭＰ能力が消え去るまでの、ごく僅わずかな時間しか必要ではない。

「日ひ世よ子こ、遅いね」

　類るいは手に持ったヌイグルミ猫に話しかけた。

「食堂も閉まってる時間なのに、どこ行ってんのかな……？」

　そう言う類はとっくにパジャマ姿である。本日すべきことはもう眠ってしまう以外に何もない。その意味でも彼女は幸せだった。保安部の人員なら、定期的に宿直の任務が回ってくると茉ま衣い子こがこぼしていたのを思い出す。どのＥＭＰ学園でもそうだろうが、能力の重要度に伴って責せき務むも増す。使いようのない能力を発現させてしまった類の不幸はこの学園に収容されたことに端たんを発するが、学園におけるささやかな幸福はまさにその使いようのなさに起因している。

「猫がいないんじゃあ、あたしはどうしようもないよ」

　たとえ猫がいたとしても、結局は役に立たないだろうが。

　本質的に、猫は人間に要求はするが人間の要求にまるで応こたえない性質を持っている。猫の思し念ねんを読みとれる経けい験けん上、類にすればそれは自明のことだ。

「ふぁあ」

　涙が出るほどの大きなあくびが出た。類には目め尻じりをぬぐいながらひそかにマコトと名付けている縞しま猫ねこを枕まくらの横に投げ出して大の字になった。

　エアコンが稼か働どうする低い音だけがしていた。山間部の秋、それも夜となればそれなりに冷え込む。眠るのならちゃんと布団をかぶって寝ないと身体からだが冷えてしまうなあ……それに明かりも消してないし……。

　解わかってはいたが、リラックスしきった類の目ま蓋ぶたはふるふると落ちていった。

　まあ、いいや。ちょっとだけ居眠りしよう。日世子だってもうすぐ戻るだろうし、その時に起きて、おやすみを言って、きちんとベッドメイクして──。

　などと考えているうちに、類はすとんと眠りに落ちた。

「うにゅ……」

　前任のルームメイトがいなくなった六月から数ヶ月、類は精神的に立ち直って安らかな学校生活を送っており、それを証明するように夢見もいいものになっている。夢に出てくる登場人物の頻ひん度どは、志し賀が侑ゆう里りから光こう明みよう寺じ茉衣子へと移り変わり、最近は雨あま森もり日世子の数が最も多い。それから実家の周りにいて類と仲良くなっていた猫たち。夏休みに一時帰宅したときには一匹一匹に挨あい拶さつしに行った。もういない猫、まだそこにいた猫、新しく生まれていた猫、各種様さま々ざまだったが、類の頭に囁ささやかれる猫たちの半分眠っているような声は実に心地の良いものだった。

　なかなか買い手の付かない空き地の野原で、寝っ転がりながら猫と会話するのは楽しい。届けられる猫の思念はいつものんびりとしたマイペースのもので、まるで天体の運行のように緩ゆるやかで淀よどみなく、それでいてほとんど何も考えていない。

　どれほどの時間が経過しただろう。

　夢の中で類るいは、緑の草いきれと黄おう金ごん色の太陽の香かおりを嗅かいでいた。頰ほおにふんわりと当たっているのは風の手のひら。快適な気温と猫に囲まれているという幸せ。メルヘンな夢の中で彼女は溶けていくような時間を過ごしていた。

　どこかで小鳥が鳴いている。

「……んー」

　耳を打ち始めた小鳥の囀さえずりが、どんどん大きくなっていく。ぴぴぴぴ。

　頭上から響ひびいているようだ。しばらく放置していると、数秒おきに囀りはボリュームを増していった。もはや囀りではなく耳みみ障ざわりな怪鳥の禍まが々まがしい絶叫だ。

　しかも聞き覚えのある音だ。このところ毎朝のように聞いている。

　──そうだ、これは……。

「ふわぁっ」

　その音が何か気づくと同時に、類は目を覚ました。

　反射的にがばっと身を起こす。

「あ……。すっかり寝ちゃってた」

　部屋の中は暗い。いつしか電灯が消されている。戻ってきた日ひ世よ子こがスイッチを落としたのだろうと類は考えて、枕まくら元もとの時計を手に取った。鳴っているのはこれではない。二段ベッドの上、日世子の目覚ましが主人に覚かく醒せいを促うながしているのだ。まだ鳴ってる。ぴぴぴぴぴぴ。

　カーテン越しに感じ取れる外の気け配はいは早朝、太陽はまだ地ち平へい線せんの下にある。どうやら、うたた寝のつもりが熟じゆく睡すいしてしまい、そのまま朝を迎えてしまったようだ。睡眠充分、おかげで頭はすっきりとしている。

　ふと見ると自分にはちゃんと布団がかぶせられていた。きっと日世子がやってくれたのだろう。そうと悟って類の頰は自然と緩ゆるんだ。

　目覚ましのアラームは止まらない。

「そういえば」

　と、類は思い出した。今日は日世子が食堂の炊すい事じ当番に当たっている。一昨日おとといの夜に確かそんなことを言っていた。だから、こんな朝早くに目覚ましをセットしていたんだなあ。

　類はベッドから起きだし、カーペットに素す足あしをおろした。エアコンも停止している。そのせいで少し肌寒い。

「日世子ー。起きなよー」

　鳴りやまない電子音を聞きながら、類は二段ベッドのハシゴに手をかけた。

　昨晩ゆうべ、日世子はいつ戻ってきたんだろう。夜遅かったのかな。変だなあ、いつもの日世子はすごく寝起きがよくて、こんなに長くアラームを鳴らし続けたことなんかないのに……。

　ハシゴに足を乗せた類るいは、奇妙な予感に捕ほ捉そくされて動きを止めた。思わず息が詰まりそうになる。

　あの時もそうだった。同室の同級生を起こそうとした彼女は、誰だれもいないベッドを見つけて愕がく然ぜんとしたものだった。侑ゆう里りは消えた。そして、消えたのはそれよりも随ずい分ぶん前のことだったのである……。

　冷たい空気のせいか、類の小柄な身体からだがわずかに震ふるえた。

「まさかね……」

　自分に言い聞かせつつ、類はハシゴを登り始めた。何段も上ることなく、ひょっこりと頭を二段ベッドの上に出す。

　雨あま森もり日ひ世よ子この整った横顔が見えた。

　ほっと息を吐きながら、類は手を伸ばして喧けん噪そうの元となっている目覚まし時計のアラームを止めてやる。

「日世子、時間だよ」

　返答はない。類の新たな同居人は、ひっそりと目を閉じた寝顔をさらしたまま、身動き一つしなかった。

「日世子ー」

　類は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんで、日世子の顔に片手を差し伸べた。頰ほおを撫なでるように触れてみる。温かい手触り。調ちよう子しに乗って耳を覆おおう黒髪をかき上げてやったりもしたが、眠り続ける日世子はまったくの無反応である。

「日世子？」

　なんだか不安になってきた。類はルームメイトの耳たぶを引っ張り、頰をつつき、掛け布団をめくってみたりもしたが、やはり日世子から反応が返ってこない。

「起きてよ、食堂、遅れちゃうよ？」

　日世子は飾り気のないパジャマを着て、寝相よく横たわっていた。

「起きないと、えーと、鼻つまんじゃうよ」

　肩をつかんで揺ゆさぶってみる。

「くすぐるよ」

　日世子は起きない。

　類の胸に起こった灰色の雲が、徐々に暗雲となっていく。

「もう、寝たふりしないで起きてよ。日世子ー」

　表情をくしゃりと泣き顔にして類は懇こん願がんするように耳元で言ってみたが、虚むなしく無む駄だに終わった。

「どうしたのよう。触っちゃうよ？」

　類は意を決し、小刻みに震ふるえる手を日世子の胸元に伸ばした。
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　そして──。













○第一章







　その時間、光こう明みよう寺じ茉ま衣い子こも夢の中にいた。

　脳が覚かく醒せいに向かう朝方は最も夢を見やすい時刻であり、それは茉衣子も例外ではなかった。だがその夢の内容を描写することは避さけるべきだろう。茉衣子自身がそれを望まないだろうし、もともと誰だれの夢であろうと自分以外の人間が見る夢など聞いても面おも白しろいものではない。

　ただ、彼女の寝顔から類推するに、細い眉まゆと長い睫まつ毛げをぴくぴくさせているところから、何やらあまり穏おん当とうでない夢を見ているのではないかと思われる。

　そのまま放っておけば、茉衣子はしばらくそのぴくぴくを続けていただろうし、太陽が昇るかどうかという時間帯に目覚めることもなかっただろうが、あいにくと彼女は夢を最後まで見ることが出来なかった。

　茉衣子の部屋の扉とびらを、何者かが殴おう打だし始めたからである。

「……あん？」

　目ま蓋ぶたを半開きにして、茉衣子はのっそりと上体を起こした。まとっているのは装飾過剰な寝ね間ま着きの一種である。レースで縁ふち取どられていたり、ヒラヒラしたものが付ふ随ずいしているのは純然たる彼女の趣しゆ味みであり、なんら機能的なものではない。彼女に言わせれば、個人個人の趣味はすべての優ゆう先せん順位で上位に君くん臨りんするシロモノであって、そこに理屈などいらないということになるのだが、まことにもって真実と言えよう。

「誰でしょう？」

　黒髪を揺ゆらして茉衣子は瞬またたきを繰くり返しながら、視し線せんをさまよわせた。

　どんどん、と叩たたかれている扉の音が、まだ暗い部屋に木こ霊だましている。起きているのは不眠症の鶏にわとりくらいのものではないかという時間だった。空がそろそろ白み始めるかどうかといった頃ころ合あいだ。よほどのことがない限り、こんな朝早くから誰かが部屋にやってくるはずはない。そして二度寝の誘ゆう惑わくは何よりも耐え難がたい。

　再び横になりかけた茉衣子の耳に、扉が乱打される音が引き続き響ひびいていた。肩をぞくりと震ふるわせてもう一度の眠りを求め、布団に潜もぐり込みかけた茉衣子の目覚めを促うながす程度には大きな音であった。

「ああ……。うるさいですわ。何事ですの？」

　寝乱れた長い髪のまま、茉衣子はベッドにかけておいたストールを肩に引っかけた。彼女の寝床は二段ベッドの上である。清せい澄ちようで冷たい空気をかき分けるように、彼女はハシゴを下って床に下りた。

　ひょいと覗のぞき込むと、下のベッドでは高たか崎さき若わか菜なが赤ん坊のような顔ですやすや寝息を立てていた。

「すうすう」

　という擬ぎ音おんがぴったりくるその顔を眺め、いつものように微笑ほほえましい気分を充分に味わってから、茉ま衣い子こは彼女の睡眠を遮さえぎった騒そう音おんの元へと歩み寄った。

「こんな時間に、誰だれが何の用だと言うのです。まったく、わざわざわたくしを叩たたき起こしてまで伝えねばならない用件なのでしょうね。しょうもない用事なら、わたくし、ちょっと怒りましてよ」

　ぶつぶつ言いつつも、茉衣子は扉とびらのロックを解除してドアを開いた。

「わひゃあ！」

　悲鳴じみた声とともに、毛玉のように転がり込んできた人ひと影かげとまともに衝しよう突とつした。茉衣子に抱きつくようにぶつかってきたその女子生徒は、ついでのように茉衣子を押し倒し、わあわあと言葉にならないことを喚わめいていたが、茉衣子も似たようなものだった。

「ななななっ！　何ですっ？　誰ですっ！　この狼ろう藉ぜき者もの！　何がどうなっているのですか！　放しなさい離はなれなさい、このっ──！」

「茉衣子さぁん……！」

　茉衣子の寝ね間ま着きを握りしめ、泣き声を上げているその顔は旧知のものだった。癖くせ毛げな髪、小柄な身体からだ、自信なさそうな挙動。

「類るい……さん？」

　茉衣子は自分にしがみついた同級生を見上げた。

「何ですか。ここはＡ棟ですわよ。あなたは確かＤ棟の住人でありましょう。どうしてこんな所にやってくるのです？」

「うえええ」

　類は泣いていた。茉衣子の胸にこすりつけられる小作りな顔から、涙が夜着に染しみている。おまけに全体重を茉衣子に預けていた。体重差はさほどない。類を抱き留とめて下になっている茉衣子は、そろそろ息苦しくなってきた。

「泣くようなことがあったのですか？　それもこんな朝早くに。わけをおっしゃりなさい。いえ、その前にわたくしの上から退のくがいいでしょう。聞くものも聞けませんわ」

　しかし類は茉衣子に抱きついたまま、

「日ひ世よ子こが、日世子がぁ……」

「日世子？」

　誰ですかそれは、と言いかけて茉衣子は言葉を飲んだ。確か類と新たに同室になった女子がナントカ日世子とか言ったのを覚えていた。類が嬉うれしそうに教えてくれたのが一週間ほど前だったように思う。

「その日ひ世よ子こさんがどうかしたのですか？　よもやとは思いますが、またその彼女が部屋から消えてしまったとか言うのではないでしょうね。わたくし、二度とあの時のような思いをするのはゴメンなのです。そういうことは班長に依頼してください。わたくしは人ひと捜さがしに苦にがい思い出しかありません」

「ちが……違いますっ。日世子は、日世子が……ああああ」

　もともと狼ろう狽ばいしがちな類るいだったが、今回は度を越して我を失っている。さっきから意味のなさげなことを口走るばかりで何一つ理解できるようなセリフを発していない。

　茉衣子は無理な体勢から強ごう引いんに身体からだを浮かせ、のしかかっていた類の身体を横に投げ出した。やっと身が自由になる。類は床に転がって突っ伏したまま。

「類さん、どうしたというのです。慌あわてふためくのはまことにあなたらしい振ふる舞まいですが、これではわたくしが何がなにやらですわ。ちゃんと落ち着いて説明してください」

　よろよろと類は頭をもたげ、涙で濡ぬれた大きな瞳ひとみを向けてきた。

「……ああ、茉衣子さん……。あたし、その……あの」

　よしよし、と茉衣子は類の癖くせ毛げ頭を撫なでてやる。

「落ち着くのです。それが一番なのですわ。混乱した頭では混乱した言葉しか発せません。班長がそうではないですか。あのように混乱しっぱなしの人間は、ずっと人を惑まどわすようなことしか言えなくなっているのです。まあ、アレはレアケースであると認めましょう。ですが何と言っても人間、冷静さを失うことは堕だ落らくの第一歩なのです。さあ、類さん、わたくしに解わかるよう、ここに来た理由をご説明ください。できれば百文字以内でお願いしますわ」

　茉衣子の問いかけに対する類の答えは明白だった。

　彼女はこう叫んだ。




「日世子が死んでるんです！」




　類の魂から出るような甲かん高だかい声を聞きいた後、茉衣子は十秒ほど言葉を失い、さらに十秒ほどかかって返答を探した。

「えー、類さん。あなたは何を言っているのか自分で理解しているんですの？」

「だって……、そうなんです！　あたし、どうしていいのか解らなくなって茉衣子さんのとこに来たんですよぅ……」

「死んでるって、あなた」

　茉衣子は、見捨てられることを怖れるあまり泣くしかなくなっている子供のような類を啞あ然ぜんと見返して、

「言っていいことと悪いことがありますわ。言うにことかいて、死んでる──は、ないでしょう。いくらなんでも限度というものがございます。そんな、まさか」

「だって、本当なんです！」

　類るいは裏声のような、悲鳴のような声で、

「最初は寝てるだけだと思ったんです！　でも、でも……。息をしてないんです！　胸をさわ……あのその、耳をつけても心しん臓ぞうの音がしなくて、……脈もないんですよう。昨日まで元気だったのにっ。せっかく仲良くなれたのに、どうして……！」

　類はへたり込んでパタパタと涙をこぼしていた。

　どう見ても演技ではない。というより類に演技などできようはずもない。茉ま衣い子こは睡すい魔まの残党を脳のう裏りから完全に放ほう逐ちくし、居い住ずまいを正した。

「それは本当ですか？」

「ほっ──、本当です……」

「つまり、朝起きたら同室の……日世子さんですか、彼女が死んでいたと、そういうことをあなたは言いたいのですね？」

「……そうです。日ひ世よ子こ……」

　うなだれる類の姿には、冗じよう談だんですますことの出来ない真実の焦しよう燥そうと絶望感が見て取れた。

「解わかりました」

　茉衣子は立ち上がって、

「とにかく、わたくしの目でもって確かめてみます。ひょっとしたらあなたの勘違いということもありえますし、誰だれかのたちの悪い悪戯いたずらでないとも言えません。日世子さんは死んでいないかもしれないではないですか。なにより必要なのは第三者による確認ですわ」

　それから気になって訊きいてみる。

「それよりあなた、そのような出来事なら、わたくしではなく、自分の寮りようの寮長にでも言いに行けばよかったのではなくて？　なぜ離はなれた寮のここへと来たのです？」

「あ」

　類はただでさえ丸い目をさらに見開いて、

「そ……それもそうですね。でも、その……気づかなくて……。茉衣子さんなら、何とかしてくれるって思ったのです！　あの、すすすみません」

「謝あやまることはありませんわ」

　茉衣子はストールを改めて身体からだに巻き付けながら、

「頼りにされることに否定する心をわたくしは持っておりません。あなたのようなか弱き女性のためになることを、わたくしは喜んで実行するでありましょう」

　ちらりと窺うかがうと、若わか菜なはそんなドタバタなどなかったかのようにベッドで寝息を立て続けていた。

　小さく溜ため息いきをつき、茉衣子は類に手を差し伸べた。

「参りましょう。あなたの部屋まで行ってみれば、わたくしにも何か解るはずです。これでも保安部対たい魔ま班はんでは、わたくし、優ゆう秀しゆうな人材ですので」

「え……ええ……。もちろん！　あたしは解わかってます！」

　取り繕つくろうような類るいの慌あわてふためいた返事には若じやつ干かんの気に入らなさを感じたが、ともあれ茉ま衣い子こは哀れな同級生とともに部屋を出ることにした。

　まだ秋だというのに吐く息はほのかに白く固形化する。茉衣子が身につけている寝具は、薄うす手ででヒラヒラの貫かん頭とう衣い状のものだ。アンゴラ地のストールを掛けた状態だけでは、早朝の冷え込みを和やわらげる役目を果たせそうもなかった。

　これだけ騒さわいでも目を覚まさないのだから案ずることもなかったろうが、それでも茉衣子は若わか菜なを起こさないように、静かに部屋を出た。

　寮りよう内には静寂が蔓まん延えんしていた。こんな朝早くから起き出す寮生は限られている。食堂で忙いそがしく調理にかかっているか、それ以外の理由で早起きを強しいられているかのどちらかだ。そのどちらの当番にもたずさっていない茉衣子には、暖かなベッドの温ぬくもりがとても懐なつかしい。

　今すぐ寝床に戻りたくもあったが、類のオロオロした顔と仕し草ぐさを見ていればそうもいかない。

　この娘には誰だれかがついていないと。

　茉衣子は欠伸あくびを飲み込んで、せかせかと歩く類の後を追っかけた。カラスも起きていないような時間である。

　そういえば、と茉衣子は次第にすっきりしつつある頭の片隅で思った。

　いつでしたか、類さんが慌てた顔でわたくしの前に登場したときも、彼女の同室の少女がどうしたかという取っ掛かりでしたわね……。あの時のように、また妙な事件に巻き込まれなければいいのですけど。







　残念ながら、その願いは誰にも届くことがない。

　届いたとしても、聞き入れられない種類のものである。







　女子寮Ａ棟を出ると、冷たい大気が否いや応おうもなく茉衣子の肌を粟あわ立だてる。だが類はいっさいの寒さを感じる余裕もないようで、ただせわしなく小走りを続けており、茉衣子も薄うす暗ぐらい山の稜りよう線せんを見ながらＤ棟へと赴おもむく。

「こっちです、こっち──！」

「解わかっております。あなたの部屋は以前にも来たことがありますし、そう慌てなくともわたくしは歩む先を間違ったりしませんわ」

　高等部女子寮Ｄ棟４１３号室。

　茉衣子の主しゆ観かんによると、コピー人間増殖事件の発ほつ端たんとなったのは、まさにこの部屋に他ほかならない。実際にはそういうわけでもなかったのだが、類るいが〈妖よう撃げき部ぶ〉のドアをノックしたあの時から、茉ま衣い子この不幸は始まったという思いこみは容易に消せるものではなかった。

「いやですわ」

　一人の男子学生の面おも影かげが眼底の奥に蘇よみがえり、彼女は首を振って追い払った。思い出せば悲しくなる記き憶おくなんか、そうたびたび思い起こす必要はない。そうは言ってもこの部屋にまつわる思い出には彼の姿がつきまとう。それだけは否定できないことだった。

（否定などしません。でも、忘れたいときもあるのです。そして、思い出したいときも……）

　茉衣子が思っているうちに、類の住すみ処かに到着した。

　類はびくびくした手つきで扉とびらを開き、

「どうぞ……」

　茉衣子を招き入れる。

　他者の臭においがする。

　以前とあまり変わっていない。茉衣子は昇りかけた太陽が唯ゆい一いつの光源である部屋へ第一歩を刻み、類の指差す二段ベッドを視界に入れた。

　下段には誰だれもいない。そこが類の寝床であるのは解わかっていた。上段で寝ている女子生徒こそが、類の言う死者とやらなのだろう。

（何かの間違いです）

　茉衣子は、オドオドする類を横目で見ながらハシゴに手をかけた。

（この学園で、そう簡かん単たんに死人が出たりするもんですか。そんな大事なことになるなら、必ず何らかの兆ちよう候こうがあるはずですわ。きっと班長とか、真ま琴ことさんとかが事前に騒さわぎ始めるはずです。なんにもなかったのですから、これは取るに足たらない出来事なのです。死んでるですって？　そんなバカなことがありますか）

　ハシゴを数段上ったところで身体からだを乗り出す。類のルームメイトの姿がよく見えた。髪が長く、面おも長ながのなかなか綺き麗れいな顔立ちをしている。寝顔から受ける印象は、いかにも類が懐なつきそうな大人おとなびたものだった。

　天てん井じように頭をぶつけないよう注意しながら茉衣子は眠り姫の姿を見下ろし、わずかに目を細めた。

　日ひ世よ子こは寝ね相ぞうよく仰あお向むけで目を閉じている。掛け布団がまくられているのは類の仕し業わざだろう。パジャマのシャツが乱れているのも、たぶん類の手によるものだ。

　振り返って見ると、類は口元に両手の指を当てて今にも泣きそうな顔になっていた。

「あの……、どうですか？　茉衣子さぁん……」

「今から確認します」

　茉衣子は再び日世子へと向かい、長なが袖そでのシャツからはみ出ている手首を手に取ってみた。

（温かい）

　少なくとも氷のように冷たいということはない。茉ま衣い子この体温よりわずかに冷えているくらいだ。死体ならもっと低体温だろう。

（これのどこが死んでいるのです。ちゃんと……）

　日ひ世よ子この手首の裏に指を当て、脈を探さぐった。

「…………」

　──ない。

　いくら親指を押し込んでみても何も感じられない。あるはずのものがなかった。心しん臓ぞうが全身に血液を送る、その脈動が、ない。

（まさか）

　じわじわと混乱が押し寄せてきた。茉衣子は一つ息を大きく吸って、手のひらを日世子の顔にかざした。眠る日世子の唇くちびるは固く閉ざされている。だが、鼻び孔こうは閉じることができないはずだ。それで呼吸の有う無むが解わかる。

　──ない。

　茉衣子の手には何一つ空気の流れを感じることがない。この少女は息をしていない……？

　次に行なったのは、乱れたシャツの胸元から手を滑すべり込ませることだった。決して淫みだらな行為に及ぶためではない。単純に心臓の鼓動を確認するためである。左胸の上に自分の手のひらを押しつけて、茉衣子はしばらく待った。

　──やはり、ない。

　ただ柔らかくて温かいだけの物体。

　脈もなく、呼吸もなく、鼓動もない。

（なんてこと）

　震ふるえる手を胸から退どかせながら、茉衣子は愕がく然ぜんとした。

　この少女は息をしていない。心臓も動いていない。

　類るいが言ったとおり──。

　雨あま森もり日世子は死んでいる。それ以外に思いようがなかった。これは屍しかばねだ。たったいま死んだばかりの、真新しい死体。

（そんなはずは……）

　突然の事じ態たいにパニックに陥おちいることもできなかった。あまりに愕然としていたせいで、かえって冷静に行動したくらいだ。茉衣子はゆっくりとハシゴを下りると、不安げな顔をしている類に向かい、自分でもぞっとするくらいの無感情な声で言った。

「確かにこのかたは息をしていません」

「ああ……」

　くたくたと類は膝ひざを折った。

（どうもこの娘この同室になる人間には、いつも何かしらの問題が発生するのですわね）

　そんなことを頭のどこかで思う余裕があったのは驚おどろきだが、これが急を要する事態であることも同時に理解していた。

（ついに……）

　笑ってすませられないことが起こったのだ。

　死。

　第三ＥＭＰ学園における、不自然な死者。何一つ前触れなく、茉ま衣い子この眼前に登場した物言わぬ死体。

　茉衣子の知る限り、この学園内で突然死が訪れた歴史など皆かい無むであるはずだ。それも何の前ぜん兆ちようもなく……。

　瞬しゆん時じに茉衣子の頭のモードが切り替わった。寝起きの高等部一年生から、生徒自治会保安部対たい魔ま班はん班員へとすみやかに移行する。

「類るいさん」

　声が震ふるえていないことに安あん堵どする思いだった。

「Ｄ棟の寮りよう長ちように現状を報告しなさい。叩たたき起こしてもかまいません。わたくしが許します」

「あ、は……はい。でも、日ひ世よ子こは、そのう、本当に……？」

　その疑問は無視する。

「あとは寮長さんの指示に従いなさい。医い療りよう班を呼ぶか──」

（または救急車……、ひょっとして警けい察さつを？　でも外部の人間を入れるとなると……どうなるのでしょう。わたくしでは、もうどうにも判断できません）

「わたくしは真ま琴ことさんに知らせに行きます。詳しい事柄はあのかたが説明してくれることでしょう。話はそれからです。さあ、急いで！」

　茉衣子の号令に恐れを抱いたか、

「はは、はいっ！」

　類は草食動物のような瞳ひとみを大きくしてから、もつれる足取りで部屋を駆かけ出した。悠ゆう長ちように見送っている場合ではない。茉衣子もほぼ同時に４１３号室を飛び出した。目指すは元いた寮、女子寮Ａ棟の最上階だ。

　そこには茉衣子が最も頼りとするトリプルＡ級テレパスにして、第三ＥＭＰに君くん臨りんする無比なる統とう率そつ者がいる。

　縞しま瀬せ真琴。

（彼女なら）

　冷たい大気の中を泳ぐようにして走りながら、茉衣子は思った。

（真琴さんなら、何とかするはずです。この朝早くからわたくしが巻き込まれた、生徒の突然死などという非日常な中でもさらに非日常な現象に対して……！）

　太陽が山やま際ぎわから顔を出し、昇り始めていた。







「真ま琴ことさん！　起きてください！　緊きん急きゆう事じ態たいです！」

　がんがんと叩たたく拳こぶしの痛みも感じない。ノックというにはあまりにも無ぶ遠えん慮りよな所しよ作さだったが、茉ま衣い子こは気にするほどの精せい神しん的余裕を持っていなかった。Ｄ棟からここまで一気に走り抜けたせいで呼吸が荒い。息を整えるヒマもなく、

「開けてください！　真琴さん！」

　まるで少し前の類るいのようだった。類が茉衣子を頼ったように、今度は茉衣子が真琴に頼る番だ。

　ロックが解除される音がして、扉とびらが開いた。通路の床に、室内の光が細く落ちた。

　茉衣子は素す早ばやく身体からだを滑すべり込ませ、

「真琴さん、大変です！　Ｄ棟で──!?　……って、あれ？」

　飛び込んだ茉衣子は、驚おどろくふうでもなく見つめている女子生徒の姿に目を瞠みはった。

（真琴さんは部屋に一人で住んでいるのではなかったのですか？　テレパスが同室だと嫌いやがるからって、笑って言ってたのを聞いた憶おぼえが……）

　ドアを開けてくれたのは真琴ではなかった。第三ＥＭＰの制服を着た、若わか菜なほどの背せ丈たけの一年生だ。

　改めて茉衣子は目の前の生徒に視し線せんを固定した。見覚えはある。むしろ、よく覚えていた。

　ゆるやかになびくふんわりした長髪、いつも穏おだやかな光を浮かべている焦こげ茶ちや色いろの瞳ひとみ、自分の物と交換したくなるような形のいい耳。制服が似合うことと言ったら学園のパンフレットにモデルとして載のせたくなるほどの完かん璧ぺきぶりで、それは今け朝さも変わっていなかった。

　何よりも、一度見かけたら忘れにくい物を彼女はいつも身につけていた。茉衣子の視線もついついそこで止まってしまう。

　大きく×マークが描かれた白いガーゼマスク。

　その少女は、それを肌身離はなすことなく装着しているのだった。

「ええと……。あなたは確か……」

　いくつかの疑問が同時に湧わき出て、茉衣子は口ごもった。とっさに少女の名前が出てこない。同じ高等部一年生で、しかもその娘こも保安部に所属しているというのに……。対たい魔ま班はんの人員ではないが、ブリーフィングルームで何度も顔を合わせたことがある。

　茉衣子が度忘れした名前を記き憶おくから探さぐり出そうとしていると、その少女は無言で片手を伸ばした。反射的にその手を握った途と端たん、

《祈いのりです。新あら屋や敷しき祈》

　爽さわやかな思し念ねんが頭に流れ込んできた。

「そうでしたわね。失礼をしました。慌あわてていたもので、名前を思い出すのに手間取りまして」

　バッテン付きマスクに口全体を覆おおわれていたが、茉ま衣い子こには祈いのりが微笑ほほえんだことが解わかった。

《気にしていません。わたしがここにいることは予想外でしたでしょうから》

　祈の声は和なごみの波長をまとって伝えられる。茉衣子は彼女の手を握り続けている。離はなしたくないからではなく、そうしないと祈とは会話できないからだ。

「それで思い出しました。そう、真ま琴ことさんはどこです？　急いでお知らせしないといけないのです。とても困ったことになりそうなのですわ」

《真琴さんは、誰だれかに呼ばれて出て行きました》

　祈は落ち着いた精神波を繫つないだ手から流れ込ませた。それに対して茉衣子は声でもって応答する。

「出て行ったですって？　いつです？　それに、あなたはいつの間に真琴さんのルームメイトになったのですか？」

《真琴さんが出て行ったのは一時間ほど前です。わたしはこの向かいの部屋の住人です。ここにいるのは真琴さんから留守役を仰おおせつかったからです》

　祈は一つ一つの質問に丁てい寧ねいに答えた。

《メッセージを預かっています。おそらくまた誰かが呼びにくるだろうから、その時はここで自分の帰りを待つようにとのことです。どこに行かれたのかは、わたしには解わかりません》
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「わたくしの前に真ま琴ことさんの許もとを訪れたのは誰だれですか？　類るいさんではないですわよね」

《それも、わたしには……。ずいぶん急いでいるようでしたけれど》

　困った。

　茉ま衣い子こは小鳥の翼つばさのように壊こわれやすそうな祈いのりの手を握ったまま考えた。

（こんな肝かん心じんなときにいないとは、真琴さんはどこにいるのです。もしや会長室ですか？　でも帰ってくるまで待てですって？　そんな悠ゆう長ちような真ま似ねができますか！）

「祈さん」

　茉衣子は祈のマスクから上の顔を見つめて、

「感応力で真琴さんと連絡がつきませんか？　最大レベルのエマージェンシーを放ってください。真琴さんでないと対処できないことが起こったのです」

　祈の目が悲しげに細められた。

《わたしは限定タイプの接触型テレパスです。こうして身体からだに触れていないと誰かに意志を伝えることができません。ごめんなさい》

　悲哀と自己嫌けん悪おの入り交じった思し念ねんを感じ、茉衣子は慌あわてて首を振った。

「いえ、いいえ！　うっかりしておりました。謝あやまるのはこちらのほうですわ。わたくしには精神感応系の能力がほぼ皆かい無むですので、つい──」

　テレパスにも色々ある。真琴のような超強力万能型から、類のような猫属専用、サイバー、植物専門という眉まゆ唾つばなタイプまで多た岐きにわたる。

（この祈さんはもっと複ふく雑ざつでしたわね。彼女がいつもマスクをしているのは、そのせいでした。わたくしは自分を恥はじますわ。やはり動どう揺ようしているのでしょう）

「ちょっと、失礼します」

　手が汗ばんでいるのに気づいた茉衣子はいったん手をほどいた。祈の思念が断ち切れる。ハンカチを探して衣服に手を当て、自分が夜着姿であることを思い出した。このほうがよほど恥ずかしい。髪に櫛くしも入れていないし、そう言えば顔も洗っていない。こんな格かつ好こうでうろうろしていたことに、改めて羞しゆう恥ち心が渦うず巻まき始める。

（せめて洗面所をお借りしようかしら。冷水に顔を漬つければ、ちょっとは頭も身体もすっきりするのでは──）

　茉衣子が口を開きかけたとき、ドアがノックされた。

　二対の目が音の発生した方向を向いた。

　半ドア状態で放置されていた扉とびらの陰かげに、男子生徒の足先が覗のぞいている。

「おい、いるか？　真琴」

（この声は）

　明け方の女子寮りように男子が忍び込んできたという、著しく風ふう紀きを乱す行為をとがめるより先に茉衣子は意外な思いを抱いて、次に納なつ得とくした。

（やっぱりですわ。なんのかんの言いながら、あの二人はデキデキだったのです。若わか菜なさんは知っているのでしょうか？）

　祈いのりが問いかける目つきで茉ま衣い子こを見ている。その視し線せんにうなずき返し、返事せずにドアを引いてやった。

「あ？　何でお前がここにいるんだ。真ま琴ことはどこだ？」

　高たか崎さき佳よし由ゆ季きが、いつものようにどこか疲れた顔で立っていた。







「高崎さまこそ、こんなところまで何用ですか。しかもこんな時間にです。逢あい引びきならば、もっと手て頃ごろな時間帯があるでしょうに」

　茉衣子の無邪気な皮肉に、男子寮りようＣ棟の寮長は特に気分を害したわけでも、言い訳をするようでもなく言った。

「僕はあいつに用がある。どうやらまた奇妙なことが起こりつつあるようだからな。まずはあいつがどこまでこの件に絡からんでいるのか、訊ききに来ただけだ」

　佳由季はじろりと茉衣子を見つめ、それから祈の姿に気づいて目をすがめた。

　祈はぺこりと会え釈しやくをする。茉衣子は先回りして、

「彼女は新あら屋や敷しき祈さんです。わたくしと同じ、保安部のかたですの。ただし所属は違って対たい魔ま班はんではなく違うとこですが……。それより、とある理由によって彼女は声を発することができませんので、どうか、その」

「そうかい」

　佳由季はあっけなくうなずいた。バッテンマーク入り白マスクという奇異な格かつ好こうに何を言うこともなかったのは茉衣子にとってもありがたかった。もっとも、気を使っているというよりは他ひ人とに対して基本的に無む頓とん着ちやくだからかもしれない。

　佳由季はしばらく通路に立ったままでいたが、

「それで、真琴はどこで何をしているのか僕はまだ聞いていないぞ。お前は知っているのか？」

「いいえ、知りません。こちらの祈さんがおっしゃるには──」

　さっき祈から伝えられた真琴の伝言を教えてやる。それを聞いた佳由季は、ますます不ふ審しんそうな表情となって、

「待ってろだと？　まるで誰だれかが来るのを悟っていたようなメッセージだな……」

　何か考え深げでもある。とりあえず、茉衣子は佳由季の入室を鷹おう揚ように許可することにした。何しろ扉とびらを開けっ放しでは寒くなるばかりだ。茉衣子が着ている見た目重視で機能性の低い衣類は、ストールの助けを借りても体温維い持じにはほど遠い。

（それに高崎さまは色々な意味で無害ですわ。信頼に値します）

　部屋の中央ではコタツがちょうどいい感じに暖まっていた。持ち主の居所は不明だが、遠えん慮りよなく足を入れさせてもらうことにして、茉ま衣い子こは他ほかの二人にも座るように促うながした。

「お前がどうして真ま琴ことの部屋にいるのか、そっちのほうも聞かせて欲しいな」

　茉衣子の正面に座った佳よし由ゆ季きが、探るような目で部屋を見回しながら言い、そこでようやく茉衣子は再び狂きよう騒そうのような不安を思い出した。

（そうでしたわ。わたくしは死者の発見を告つげにここまで来たのです。これは一刻も早くどうにか対処すべき問題ではないでしょうか。わたくしとしたことが、なぜこんなのんびりとコタツにあたっていることなどに？）

　座ったばかりだが、再び腰を浮かせかけたところに、

「僕の寮りようで問題が起きている」

　佳由季の声が投げかけられた。

「昨晩ゆうべから今け朝さにかけて、寮生の何人かが死んだ。どうも、そういうことらしいんだ」

　そんな重大事項をどうして普通の口く調ちようで言えるのか、茉衣子には信じ難がたい。

「なんですって？」

　茉衣子は、祈いのりが目を見開いている姿を横目に見ながら、

「それはただの問題ではありません。大問題です。類るいさんのお友達だけじゃなかったのですか？　男子寮でも死者が出ているのですか？」

　佳由季は物もの憂うげな目を茉衣子にくれて、

「てことは、女子寮でも同じ現象が起きているのか。ああ、なるほど、お前がここにいるのは僕と同じか。真琴にわけを訊ききに来たんだな」

「その通りです。ちょっと前に類さんに起こされて、彼女の部屋まで行ったら同室の日ひ世よ子こさんというかたが息を引き取っておられました。これは大事だとばかりに真琴さんに知らせに来たのですが……」

　祈と目があった。無言で祈は目を細める。

「高たか崎さきさま、何をのんびりしているのです。学園内で生徒が死んでしまうなんて、それもこんな突然に何人もが亡くなるだなんて、これはもう……そうですわ、言葉に表せないくらいの途と方ほうもない、大事件ではないですか！」

「普通に考えたらそうだよな」

　佳由季も同意した。

「でもな……」

「何が『でも』ですか、大急ぎで何とかしないと、学園の平和が彼方かなたに飛び去ってしまいます。パニックになるかもしれませんわ！」

「普通に考えたら、と言っただろう」

　佳由季は溜ため息いき混じりで、

「これまでに第三ＥＭＰで生じた様さま々ざまな事件モドキと同じで、今回も普通でなさそうだから僕も困こん惑わくしているんだ。と言うか、今までに普通のことなんかあったのか？　この学園に僕以外に普通の要素があるなんて、それこそあり得ないだろ」

「でも人が死んでいるんですよ！」

　コタツの縁ふちから身を乗り出して、茉ま衣い子こは佳よし由ゆ季きを睨にらみつけた。

「病死か、ひょっとしたら他殺……ああ！　なんてことでしょう。恐るべき事じ態たいではないですか！　あなたは何な故ぜ、そんなどうでもよさそうな顔をしているのです!?」

　祈いのりもだ。もっと驚おどろいてよさそうなのに、なぜそんな落ち着いたような態度でいるのだろう。

　火を噴ふきそうな勢いの茉衣子に、佳由季は肩をすくめて言った。

「最初に寮りよう生せいが動かなくなっているのを見つけたのは、宮みや野のだった」

　翻ひるがえる白衣と無意味な高笑いが頭をかすめて、茉衣子は無む意い識しきに首を振った。

（あのトリ頭班長、どこにでも顔と上半身を突っ込んでは事態をかき回すのですわね）

　佳由季は淡々と言葉を続ける。

「それは深夜のことだったらしい。あいつは僕の寮のすべての部屋にムリヤリ押し入って、全員を叩たたき起こしたやがった。が、何人かはどうしても起きなかった。その数名はすでに息いき絶たえていたからだ。ちなみにあいつは最後に僕を眠りから覚ました。一時間くらい前かな」

「ちょっとお待ちを」

　額ひたいに指を当てて茉衣子は眉み間けんのシワを取ろうと試みた。他ひ人との住居に大笑いしながらドアを蹴けり飛ばして上がり込む対たい魔ま班はん班長の姿がフラッシュバックしたせいである。

「どうして班長は、いきなりそんな暴挙を働きだしたのです？　よもや、とうとう本物のアホウになってしまったのですか？」

「あいつは出会った当時から何も変わっていない。あのままだよ。説明するのもバカバカしいが……。しょうがないな。宮野は部屋にある他人の食い物を勝手に食ってしまうという習性がある。さんざんタダ食いされたからな、頭にきたんで僕は部屋には食料を置かないことにしたんだ。せっかく買い込んだものがあのバカの胃袋に収まってしまうのはこりごりだ。そうしたら、あいつは他ほかの寮生の部屋に無断で忍び込んでまで夜食を確保するようになっちまった」

「こそ泥ですわね」

「まったくそうだな。あいつ、どんな手を使ったのか知らないが、すべての部屋のロックを解除するマスターキーを持ってやがった。僕も今け朝さ知ったよ。さっそく取り上げたけどな」

　茉衣子にも話が見えてきた。

「ようするに班長は」

　呆あきれを通り越す思いである。

「そうやって他人の部屋に侵入し、空き巣のまねごとをしているときに、その部屋の住人が死亡しているのに気づいたんですわね？」

「まねごとじゃなくて空き巣そのものだがな。宮みや野のが言うには、その部屋にいた二人は、二人ともベッドで呼吸及び心拍停止の状じよう態たいにあった。興きよう味みをひかれた宮野はそのまま廊下に飛び出して、順じゆん繰ぐりに委細かまわず目に付いた部屋に入り込み、生死を確認してまわったんだそうだ」

「さっぱり解わかりませんわ。班長はどうしてそんな行為に及んだのです？　最初のその二人を発見したらすみやかに高たか崎さきさまに伝えるべきでしょう」

「僕もそう思った。だから訊きいたさ。何な故ぜか、とな」

　佳よし由ゆ季きは陰いん鬱うつな表情となって、ふっと息を吐いた。

「班長は何と答えたのです？」

「彼らは生きてはいない」

「当然でしょう。死んでいるのですから」

「しかし、死んでもいない」

「は？」

　茉ま衣い子こは正面にある佳由季の顔を、彼女の愛らしい同居人である若わか菜なの兄を見つめた。何を言っているのだろう。矛む盾じゆんするセンテンスを立て続けに言われても、どちらかの言葉を疑うくらいしかできない。

　そんな思いを感じたのだろう、佳由季は片手を振りつつ、

「宮野がそう言ったんだ。僕だってアホかと思ったさ。でもな」

　また溜ため息いきである。

「確かに見た限りでは死体だった。心しん臓ぞうが動いていないし、息もない。つねっても叩たたいてもピクリともしない。できたてホヤホヤの死体だよ。さすがにシャレにならんと思ったな。だが、宮野の言葉を信じるならば、彼らのうちの数人は、死後数時間を経過しているのに、まだ温かいままだったんだ」

「は？」

　茉衣子も、また間抜けな声で応こたえた。

「何ですか、それ？　温かな死体？」

　そういえば日ひ世よ子こも冷たくはなかった。でもあの状態で生きているとは、とてもじゃないが言いかねる。だいたい、呼吸と鼓動なしでどうやって生きるというのか？

「僕にもよく解らない。けど宮野はまったく気にしていないようだったぞ。それどころか、何やら楽しそうにしていたな。まあ、いつものことだが」

　佳由季は祈いのりに目をやり、すぐに茉衣子へ戻した。

「心配するようなことは何一つない、と宮野は断言しやがった。それをそのまま信じるほど僕は騙だまされやすくはない。たぶん、真ま琴ことなら何か感づいているだろうと思って、こうしてやってきたんだよ。立ち入り禁止の女子寮りようまでな。どこにいるのか、携帯には出やがらないし」

　その時、徹てつ底ていして無言を貫いている祈いのりが、ひょいと手を差し出してコタツに携帯電話を置いた。背はい面めんに白マジックで『真ま琴ことちゃんの』と書いてある。電源は切られたままだ。

「祈さんに預けて行ったのですか？　なんと無意味な……」

　言いかけて慌あわてて口を押さえる。

「すみません、わたくし、また……」

　指先がそっと茉ま衣い子この手首に触れた。

《かまいません。真琴さんは決して電源を入れるな、誰だれかが遠えん隔かく操そう作さで電源をオンにしたとしても出てはいけない、と言いました。わたしのような人間のほうが都つ合ごうがよかったのです》

　清すが々すがしい思し念ねんが頭に染しみ入るようだった。

「そうでしたか」

《どうか、お気になさらず》

　片方しか喋しやべらない二人のやり取りをどう思ったのかは知らないが、どう思ったのだとしても佳よし由ゆ季きは表情を変えることなく、真琴の携帯に視し線せんを注そそがせていた。それから静かに口を開いて、

「まあ、真琴もこの事じ態たいを知っているんだろう。こんな時間にフラフラ出歩いてるってことは、そうなんだろ。女子寮りようの各棟を調しらべに歩いてるんじゃないかな。あいつなら死んでるか生きてるかくらい即座に見抜くだろうし」

　不意に茉衣子は悪お寒かんに襲おそわれた。フラフラ歩いているのは真琴だけではない。佳由季の言によれば宮みや野のもだ。こんな状況下において、宮野が男子禁制たる女子寮への立ち入りを遠えん慮りよするとも思えない。今にもドアを蹴け飛とばして、あの見み慣なれた白衣姿の長身が目の前に現れるかもしれない。

　茉衣子はいざそれが起こったときに、決して狼狽うろたえないよう、ドアの内側に注意を向けた。

　対たい魔ま班はん班長、宮野秀しゆう策さくは神しん出しゆつ鬼き没ぼつであり、そしてどういうわけか、茉衣子の付近においては神出なだけであってちっとも鬼没ではないのである。

（まさかあんな神様がいるとも思えませんのに、不条理なことですわ）

　心中で呟つぶやきながら、茉衣子は扉とびらに神経を集中させた。













○第二章







　携帯電話の呼び声に耳を傾け、小さなスピーカーから届くキーコードを聞いた瞬しゆん間かん、いつものように〈彼女〉は目覚めた。

「水銀を、〈水星症候群メルクリウス・シンドローム〉」

　返答も毎回同じ、正しくデコードしたことを示すセリフだった。その言葉を言いながら、〈彼女〉は自然に記き憶おくを掘り起こしていた。即座に引っかかる出来事を覚え、〈彼女〉は主しゆ観かん的に胸を躍おどらせた。

　この感覚は久しぶりだ。数ヶ月ぶりに、報告すべきことがこの身体からだの周囲で発生している。

『どうだい？　何か変わりはあったかな？』

「はい、おそらく」

〈彼女〉は注意深く、現在の自分の位置を確認した。寮りようの一角だ。廊下。そこを歩いていた。彼女は部屋に戻ろうとしていた……。

「何らかの異常事じ態たいが発生しています。手短に述べます」

〈彼女〉は語り始めた。前回の〈水星症候群〉からの電話から、現在に至るまでの記憶。その中でも、とりわけ重要な出来事がつい最近に起こっている。その記憶にある限りのすべてを、〈彼女〉は通話相手に教えた。

『ほう。それはそれは。大変なことだね』

　毎度のことだ。〈彼女〉の話し相手は、どんな緊きん急きゆう事態でもそれを面おも白しろがる習しゆう癖へきを持っているらしい。考え込むような間があり、

『詳細はまだ解わからないか』

「はい。今はまだ」

『でも、キミはそれなりに事情を知る立場に近いところにいるんだね』

〈彼女〉は少しだけ考えた。

「おそらく。この身体をわたしが自由にできるなら、もっと詳しい情報を得ることができると思います」

『それはまだ得策とは言えないな』

　返ってきた言葉は〈彼女〉に軽い失望を与えた。

『また連絡する。それまで潜もぐっていて欲しいね』

　まだ消えたくはない──そう告つげるつもりが口に出てこない。これもまた仕様だった。〈彼女〉には何かを求める権限はない。権利もない。あくまで彼女は造られた存在でしかなかった。

『その星は常に光と共にある。そして三十秒後に沈む』

　それだけを残し、電話は切れた。刷すり込まれた抗あらがえない意志の力によって、〈彼女〉は携帯の履り歴れきを削さく除じよした。

　太陽光の差し込まない廊下は、まだ、うら寂さびしい。寮りよう生せいたちが目覚め始めるまで、今しばらくの時間がある。

　だが〈彼女〉に残された時間は三十秒もないのだ。







　真ま琴ことはなかなか戻ってこない。

　自分は何をやってるんだろう、と佳よし由ゆ季きは嘆息した。

　自じ嘲ちよう気味の自問自答が習しゆう慣かん化しつつある。ことあるごとに彼は自分に問いかけていた。果たしてそれでよかったのか、今それでいいのか、彼は自分自身を相そう談だん相手として答えの出ない迷宮をさまよい続けている。それは彼の妹の一人、春はる奈なが消失して以来の日につ課かとも言えた。高たか崎さき佳由季の意い識しきには、常に幽ゆう霊れいのような存在として何年もつきまとった半透明のセーラー服姿があり、忘れ去るには強烈すぎるイメージとして残存していた。

　そして今、彼は真琴の部屋で茉ま衣い子こと変な保安部員とで、真琴の帰りを待っている。これはいったいどういう喜き劇げきなのか。ここに僕を配置したのは、どこの誰だれの算さん段だんだ？

　目を上げてみると、新あら屋や敷しき祈いのりという茉衣子の同類は、茉衣子と手を触れ合わせて目を見つめ合っている。話しているのは茉衣子だけだったが想像はつく。祈は喋しやべることのできないテレパスなのだろう。口につけているマスクの×マークはそれを示すものに違いない。どんな理由なのかは解わからないが、祈は話し言葉を規制されているらしい。

　佳由季は第三ＥＭＰの中でも古株だ。ＥＭＰ能力者にも色々な種類があることくらいは解ってる。役に立たない奴やつらがいる反面、立ちすぎるほど有益な力もある。そして、使ってはならない力があることも。

　茉衣子の声以外は何も聞こえない。窓の外はすでに明るくなりつつあった。毎朝起こしてくれたポルターガイスト現象がなくなってかなり経たつ。それでも目覚めるたび、佳由季はその目覚めが春奈によるものではないかと、つい消えた妹の姿を探してしまう。夢の続きが現実となっていないかと。

　春奈の肉体の死から精神が消滅するまでの間が長すぎたのだ。これでは宮みや野のの夜食癖へきに難なん癖くせつけれられない。佳由季の症状も似たようなものだ。

　真琴なら「このシスコン」と一いつ刀とう両りよう断だんに言ってのけるだろう。そんなことを言うのも性悪テレパスの彼女だけだ。真琴以外の人間は、佳由季の心をおもんぱかってか春奈に関する揶や揄ゆを口にしない。

　真実だと思われているからかもしれない。

　佳よし由ゆ季きが考える自分の妹たちへの思いはそれぞれ別物だった。今も生きて傍そばにいる若わか菜なは、彼にとって守るべき対象であり、血を分けた肉親である。いずれ彼の庇ひ護ごを必要としなくなり、自らの道を歩き始めるだろうが、それは当分先のことだ。

　春はる奈なを守ってやることはできなかった。

　精神的に同じ存在だった双子がそうでなくなった六年前の事故から、春奈は兄に守られる妹ではなく、兄を守る存在へと変化した。彼女がそうまでして──死を拒否しＰＳＹサイネットをねじ曲げてまで──現げん世せに、この僕にこだわったのは何な故ぜなんだろう。それとも理由なんかなかったのか。

　佳由季が春奈に持つ感情、それは生者が死者に持つ後ろめたさである。死せる者から届いた声を生き残った者は無視できない。死者故ゆえに、死んだ者にはもう何も残されていないという理由をもって、生者は彼らを尊重しようとするのだ。身近な者の死、それも親しかった知り合いの死は、多少の差はあれども悲しみをもたらし、悲しみは涙を呼ぶ。だから人は涙するとき、記き憶おくにある近い死を呼び覚ますのである。人が感動と悲しみを同列に見がちなのは、その心理的錯さく誤ごによるものだ。そう、人間の感情ほど騙だまされやすいものはない──と佳由季は思いこむことにしている。

「高たか崎さきさま」

　茉ま衣い子この声で我に返った。佳由季は無む為いな思索から立ち戻り、強い意志を表面に示す茉衣子の黒い瞳ひとみを見つめる。

「何だ」

「なんだ、じゃありませんわ。ここで待機していても埒らちがあかないと言ったのです。聞こえていませんでしたか？」

　ぼんやり考え事をしているうちに聞き逃のがしていたようだ。まあ、よくあることだ。

「お前はどうしたいんだ？」

　質問に質問で返すのはアンフェアだが、相手がそれに気づかないときには役に立つ。

「わたくしは一刻も早く真ま琴ことさんと話をしたいと思います。で、あなたはどうするつもりなのです？」

　質問に答えられた上に、さらに質問された。なかなか高度な切り返しだ。茉衣子の返答は大まかな点で具体的で、細かい部分は抽ちゆう象しよう的であるところも上う手まく逃げ道を用意している。

　なんとか言い逃れる手順はないかと、佳由季が腕組みをしていると、何の前触れもなくまたもや扉とびらが開かれた。

「あら、重要人物さんたち、皆さんお揃そろいで何してんの？　言っとくけどここ、あたしの部屋なのよね。祈いのりちゃん以外の人は勝手にくつろがないで欲しいわねえ」

　真琴だった。長いポニーテールを揺ゆらせつつ、制服姿でそこにいた。相変わらずポジティブ方向に表情豊かな顔で、魅み惑わくの笑えみを振りまいている。そのまま滑なめらかな仕し草ぐさで、佳由季にバチバチと見事な連続ウインクを放ちながら、そそくさとコタツに潜もぐり込んだ。

「あー寒寒。やっぱ自分のねぐらが一番よね。いやんなっちゃうわ。誰だれも彼もがあたしを頼りにしちゃってさ。少しは自前の頭で考えろってーのよ。ねえ、ユキちゃん、そう思わない？」

「別に」

　佳よし由ゆ季きもそっけなく応こたえる。

「自分に関係ないことまで考えようとは思わないな。他ほかの誰かが考えたらいいことを横取りするつもりは僕にはない。宮みや野のあたりに委託すればいい。余計なことまで考えてくれるだろうさ」

「いや、ホント」

　真ま琴ことは肉食動物的な笑みを広げる。

「宮野なら事じ態たいをさらなる深みにたたき込むようなことばっか考えついてくれるわよね。助かるわぁ。ほっときゃどんどん悪化してくんだもの。そのうち小さな事件の悪化なんてどうでもよくなるくらい、この世そのものをメッチャクチャにしてくれるかもねえ。ま、あたしはどっちでもいいんだけど」

「真琴さん！」

　茉ま衣い子こが真剣な顔つきで、

「説明して欲しいのです。いったいこれはどういうことなのです？　死んでいる人たちが出ているのは間違いないことなのでしょう？」

「どう言ったもんかしらねえ」

　真琴はニヤニヤ笑いを納める気はないようだ。

「確かにね、あたしには死んでるように思えるけど、個人の感想なんか全体的な現象にとっては無意味なものよ。個人的な観かん測そく結果と客きやつ観かん的な真実の間にはこっから土星くらいの隔へだたりがあるわ」

「真琴」と佳由季は言った。「僕の寮りようでは七人が死んでいるような感じだった。この手で確かめたから数には間違いない。僕にも彼らは死んでいるように思えたぞ」

「じゃあそれで合ってるんじゃない？　あんたは死体を見たのよ」

　真琴は本気でそう言っているのではない、と佳由季は直感する。こいつは何かをつかんでいる。

「どこに行っていた？　何をしていたんだ」

「そんなにあたしの行動が気になっちゃう？　ユキちゃん、惚ほれた女の行く先々が気になってしかたのないタチだったの？　まあ嬉うれしい。照れちゃうなあ」

　後ろでまとめた長い髪をコタツの上に置くように、真琴は頰ほお杖づえをついた。流し目にこもっているのは佳由季の感情をすべて知り尽くした愉ゆ悦えつの色である。

　佳由季は口を閉ざし、沈ちん黙もくに身をゆだねた。茉衣子に質問者の役割を交代してもらおうという腹づもりだったのだが、パジャマ姿の綺き麗れいな娘もまた黙だまって真ま琴ことを眺めているのみだ。

　何か変だな。茉ま衣い子この表情を見て佳よし由ゆ季きは小さな疑問を感じる。

　てっきり矢や継つぎ早ばやな質問攻こう撃げきを真琴にぶつけるかと思ったのに、なぜか茉衣子は急におとなしくなっている。それどころか、どこか安心しているように見える。さっきまで死人が出たと言って喚わめいていたのに。

　祈いのりはそもそも喋しやべれないようだし、マスクで隠かくされた表情もよく解わからない。しかたなく佳由季は再び口を開いた。真琴の鋭えい利りな刃物のような光を持つ瞳ひとみを睨にらむ。

「お前も誰だれかに呼ばれて死体を確認しに行ってたんだろう。それでどうだったんだ。本当に死んでたのか、究極の死んだふりなのか、仮死状じよう態たいなのか、どれだ。宮みや野のは死んでいないが生きてもいないと言いやがったぞ。お前の検分ではどういった答えがでた？」

「ふふん。あたしがそれに答えたとして、ユキちゃんはまるっと信用してくれんの？　いつからそんな物わかりのいい彼氏になってくれたのかしら、驚おどろいちゃうわ」

　幻げん惑わくするような真琴の笑えみを眺めているうちに、茉衣子が身体からだの力を抜いた理由が解った。

　真琴はこの事じ態たいを深刻に受け止めていない。死体となって転がっている男子寮りようＣ棟の七人と、茉衣子が見た類るいのルームメイトは、だから、死んではいないのだ。もし本当に死んでいるのだとしたら、さしもの真琴もここまで軽けい薄はくな物言いをすることはないだろう。付け加えるなら宮野もだ。

　とっくに思考を読まれているかもしれないが、佳由季は思いを口に出した。

「あいつらは死んでないんだな。死んでいるように見える──だが死んでいない。お前はそう考えているんだろう」

「ハズレ」

　真琴はアゴをコタツの表面に付けるようにして片目を閉じた。

「さっきも言ったじゃない。あたしには死んでいるように思える、ってね。あたしの意見ではそうなるのよ。呼ばれた先は女子寮Ｂ棟の三年生の部屋だったけど、そこで眠っていた女子は、そうね、あたしの判断基準では死んでた」

　顔を上げ、佳由季と茉衣子にさっと視し線せんをくぐらせて、

「体温を失わない死体ねえ。死んでないけど生きてない──か。宮野も相変わらずなことを言うわね。あいつの判断基準ではそうなのかもね」

「お前の判断の元となった基準て何だ」

　佳由季の問いに対し、真琴は簡かん潔けつに答えた。

「精神波の有う無む」

　そしてゆっくりと佳由季、茉衣子、祈の三者を見回した。

「ここにこうしているだけで、あたしにはあんたたちの精神が感じられる。どんな人間にだって意い識しき体たいである限り、精神から放射される波動があるわけ。だからあたしは目を閉じていたって、ここにあんたたちがいることを感知できるし、生きてるって解わかる」

　真ま琴ことは唇くちびるの端をきゅっとつり上げて、

「でも、あたしの見た死体モドキには何の精神波もなかったわ。意い識しきを読もうとしても何にもない。ただのがらんどうよ。このコタツと同じくらい、意識の一ひと欠片かけら、無意識領域すらない、単なる物体だったわ。ということは、あれは死んでいるのよ。死体よ、死体」

「じゃあ、やはり死んでるんじゃないか」

「そうとも言うわね」

「それ以外に言いようがあるか？」

「宮みや野のになら、あるんじゃないかしら」

　真琴は笑えみを崩くずさない。宥なだめるような口く調ちようで、

「死後数時間経過しても、平熱のままあったかい死体なんて不自然でしょ。いくらあたしが『そいつは死んでるぞっ』って叫んだところで、その結果だけは覆くつがえらないわ。生きてないけど死んでもない、あるいは死んでいるけど生きているってことかしら」

「原因は何だ。誰だれかのＥＭＰ能力か？　想念体の仕し業わざか？」

「さあ、まだ解んないわねえ。とりあえず現段階では原因不明よん。ま、そう慌あわてなさんな」

　猫科動物の身のこなしで真琴はするりと立ち上がった。

「食堂が開くまで、まだちょっとあるわ。お茶でも飲んでいかない？」

　手て狭ぜまなキッチンスペースに向かう最さ中なか、真琴は不意に振り返った。ただし、視し線せんの先にあるのは佳よし由ゆ季きでも茉ま衣い子こでもない、無地のカーテンが掛けられた窓を見ている。

　厳おごそかに昇ってきた太陽の光が、外の明るさをかすかに伝えている。

　そして真琴は謎なぞのようなセリフを呟つぶやいた。

「夜になるまで、退屈な一日になりそうだわ。でもまあ、する事はけっこうあるか……」







　せっかくのもてなしだったが、茉衣子は部屋を出て行くことにした。

　類るいがどうなっているのか心配でもあったし、さらに心配に思うことも胸の中に発生したからである。

　茉衣子が真琴の自室を出るのに、佳由季も続いた。女子寮りようの廊下を上級生男子と歩くという甚はなはだしく破は廉れん恥ちと思える行為にしても時と相手にもよる。自分の格かつ好こうを嘗なめるように凝ぎよう視ししてきたなら話は別だが、佳由季は茉衣子の就しゆう寝しん用衣服について何も言わず、ほとんど見てもいないようだった。

（まだ吹ふっ切れていないのでしょうか）

　茉衣子は歩きながらひそかに思う。

（春はる奈なさんが消滅して以来、高たか崎さきさまはずっとこんな調ちよう子しです。ショックだったのは解りますけれど、幽ゆう霊れい憑つきだった頃ころの高たか崎さきさまは春はる奈なさんを迷めい惑わくに思っていたのでは？　彼女のせいでこの学園に長々といることを嫌いやがっていたのではなかったのでしょうか）

　女子寮りようＡ棟の階段を下っていく。歩ほ調ちようを揃そろえて、佳よし由ゆ季きも後に続いていた。

（高崎さまは変わってしまいました。きっと自分では気づいていないのですわ。一いち縷るの望みを捨ててはいないのです。春奈さんともう一度再会できる日が来るという可能性を、じっと待ちわびているのでしょう）

　ＰＳＹサイネットワークがどうなってしまったのか、不完全なままに崩ほう壊かいしたのか、茉ま衣い子こは知らない。真ま琴ことや日ひ比び木き会長にも解わからないというのも本当らしい。この世界には全ＥＭＰ能力者を結びつける巨大な精神ネットは現存しない。一人の少女を追跡して走り回った夏のあの日に、別の真琴がそう言っていた。

（変わったと言えば、若わか菜なさんもそうですわ。あれ以来、若菜さんは高崎さまにくっつきたがる癖くせが増したように思います。以前はそんなでもなかったですのに。それまでは春奈さんが邪じや魔ましていたから？）

　一階に下りる前に、茉衣子は自分の部屋に戻ることにした。若菜が心配だ。まさかそれはないだろうという思いと、ひょっとしたらという恐れがない交まぜになっている。類るいの部屋で発生したことが、そっくり茉衣子の部屋でも起こっていないとは言い切れない。類に呼ばれて部屋を出て行くとき、若菜は安らかに眠っているように見えた。

（本当に？　もしかしたら、彼女も日ひ世よ子こさんのようになっていたのかもしれません。そして類さんがそうであったように、わたくしも……）

　類の涙は茉衣子の心を痛ませる。あの六月のコピー人間増殖事件を思い出してしまうからだった。その記き憶おくは茉衣子には辛つらい。消えた男子生徒が宮みや野のを経由して送った一いち輪りんの造花は、まだ机の引き出しに仕し舞まわれたままだ。飾る勇気がない。

（あの時わたくしがしっかりと解っていたなら、せめて別れの言葉くらいは考えていたのに）

　寮生たちが起き出す時間が近づいている。でもまだ、朝の喧けん噪そうにはしばらくの猶ゆう予よがありそうだ。

　部屋の前でピタリと止まり、それから茉衣子は背はい後ごにいる佳由季の顔を見上げた。

「どこまで付いてくるおつもりですか。妹のプライベートルームがそんなに気になるとでも？」

「部屋なんかに興きよう味みはないよ」

　茉衣子の揶や揄ゆに佳由季は肩をすくめる。

「若菜が気がかりだ。あいつまで死体モドキになってやしないかと、兄貴らしく心配しているんだ。人間や想念体相手なら若菜は鉄てつ壁ぺきの防御を持ってるが、原因不明の死体化現象じゃあどうか解らない」

　お前もそれが気がかりなんだろう、と佳由季は目で問いかけている。茉衣子も視し線せんだけで返した。

（ルームメイトの心配をするのは友として当然の心理的働きです。何も疑問視することではありません）

「開けますわよ」

　言わなくてもいいのにわざわざ断り、茉ま衣い子こは部屋の扉とびらを開けた。電気は点ついたままだ。人の動く気け配はいはない。

「若わか菜なさん」

　ベッドで布団にくるまる小さなふくらみは身じろぎをしない。急速に冷気が茉衣子の足元から漂ただよい始めた。錯さつ覚かくに違いない。

「若菜さん」

　もう一度呼びかけながら、茉衣子はベッドへ近づいた。ゆっくり手をかける。温かい。ゆさゆさ揺ゆする。これで起きなかったら、ムリヤリにでも──。

「ふむうん……？」

　もぞりと掛け布団が動いて、若菜のあちこち飛びハネたショートカットがひょこりと現れた。いつもは大きな目を今は半眼にして、

「んんーう。茉衣子ちゃん、どしたの？」

　眠そうな顔のまま枕まくら横の目覚まし時計を手に取り、
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「まだ時間あるよぅ。んー、あと三十分……」

　ころんと時計を落とし、またモゾモゾと布団に潜もぐり込んだ。

　茉ま衣い子こはほうと息を吐き、後ろを振り返った。佳よし由ゆ季きはあまり表情を変えていないが、安心した証しよう拠こに、少しだけ唇くちびるを緩ゆるめていた。

（そうですわ。そう何度もわたくしの身に不幸が降りかかることなど、確率的にありません。今度ばかりは部外者として真ま琴ことさんの手さばきを眺めるだけにしておきたいものです）







　繰くり返そう。

　残念ながら、その願いは誰だれにも届くことがない。

　届いたとしても、聞き入れられない種類のものである。







　佳由季は妹が普通に生きていたのを確認すると、すぐに部屋から出て行った。自分の寮りように戻るつもりなのだろう、と茉衣子は考え、自分も次なる場所へ行くために着替えを始めた。

　普ふ段だん着ぎである黒装しよう束ぞくに身を固め、自じ慢まんの黒髪にもきちんとした手入れを施ほどこしてから、眠り続ける若わか菜なに一いち瞥べつだけを残して素す早ばやく部屋を滑すべり出る。

　若菜の無事を確認した今、類るいが気になる。

　茉衣子を頼り、涙にくれていた自信喪そう失しつ気味の同級生。庇ひ護ごを求める目で見上げてくる幼げな顔に茉衣子は弱い。

（彼女のような人間にこそ、もっと強力なＥＭＰ能力がいるのですわ。そうすれば類さんももっと自信を持っていたでしょうに。ああ、でも性格的に保安部の仕事は務つとまりませんかしら。まったく、この世は優やさしい人間ほど傷つきやすいようにできています。もし神様が世界を造ったのだとしたら、それは人間にとっての神ではなさそうですわね）

　闇やみ色いろの衣装をまとうと自然に茉衣子の姿勢はよくなり、威勢もまた同どう調ちようする。すっかり自信と落ち着きを取り戻し、人ひと気けのない寮から類の部屋へと歩く足取りもすいすい進む。

（この事件もきっとすぐ収まります。だって真琴さんが余裕綽しやく々しやくでしたもの。たいしたことなどないのですわ。日ひ世よ子こさんだって、明日には普通に起きあがって元通りに……）

　Ｄ棟の中は静かなものだった。ただし人の気け配はいは確実にする。そろそろ生徒たちが目を覚まし、身動きを始める時間にさしかかっていた。

　４１３号室の前に立ち、茉衣子はしめやかにノックした。果たして類は戻っているかどうか、寮長に異変を告つげにいったきり、どこかでオロオロしているかもしれないと思ったが、

「はぁい……」

　不安げな顔の類が、わずかに開いた扉とびらの隙すき間まから覗のぞく。

「あ、茉ま衣い子こさぁん……！」

　素す早ばやく伸びた手が茉衣子の肘ひじをつかみ、類るいは両手を思い切り引っ張って黒衣娘の入室を促うながした。

「よかったです、戻ってきてくれて～。あたし、もうどうしようかと……うう」

　泣いてはいないようだったが、類の表情は不安と焦しよう燥そうにまみれている。まだ寝ね間ま着きのままだ。着替えを思いつく余裕もなかったらしい。

　思わず頭を撫なでてやりたくなったが自制し、茉衣子は４１３号室に足を進めた。

　そして、

「うげっ！」

　呻うめき声を上げた。

「なぜっ!?　なぜなのです！」

　そう叫ぶ茉衣子に、高らかな大だい音おん声じようが次のように答えた。

「なぜ？　キミもまた『なぜ』なんてことを気にかけるのかね？　そんなもんは下水道のマンホールにでも投げ込みたまえ！　いいか茉衣子くん。理由なんか何だっていいのだ。なくてもちっとも困らないのだよ！　少なくとも私は困らん！　なぜなら現象というものは理由の有う無むに関係なく、理屈でもって発生するのだからな。重要なのは『どのように』だ。他ほかの５Ｗなど、嚙かみ終わったガムくらいの価値しかない。そう教えなかったかね？」

「……そんな屁へ理屈を教わった覚えなど、三代遡さかのぼってもございませんわ」

「では今私が言ったことを終生覚えておくことだ！　精神的に健すこやかな人生を送る上で、キミの座ざ右ゆうの言葉とせよ！　必ず役に立つときが来る！」

「来ません」

　瞬しゆん間かん的に切り返し、茉衣子はきりりとした目を鋭えい角かくにした。

「なぜ、班長がここに、類さんの部屋にいるのですか！」

　罠わなにかかった正義の味方を見下ろした悪役のような笑い声が高い背せ丈たけの上から振ってきた。

「はっはっはっ！　それはだな、茉衣子くん！」

　ばさりと白衣の袖そでを鳴らして、指が類に突きつけられた。

「こちらの娘っ子がいかにも助けを求めるようにワタワタしておったからだ！　ヘルプを求める弱者の悲痛な叫びを私は決して見過ごさん！　それが偉大なる英知を体現した私の役割だ。そうとも、こんな面おも白しろそうなことが起きているというのに、手をこまねいてただじっとする奴やつがいたら、そんな奴は走行中の電車の窓からでも放り出すべきだ！　そう思わんか？」

（誰だれに同意を求めているのでしょう。わたくしが答えなければならないことですか、それは）

　額ひたいに手の甲を当てながら、茉衣子は目の前で手を振り回す長身の白衣を睨にらみつけた。

（こうやって、どこにでもやってくるのですわ。まるでわたくしの不意をつくためにこの学園にいるような存在です。何が役割です。英知はそれほど愚かなものではありません。もっと高尚で崇すう高こうなものであるべきです。そう、こんな男に宿るような汚けがれた概がい念ねんではないのです）

「さあ、茉ま衣い子こくん！　ともに考え、ともにたどり着こうではないか！　最終目的地へな！」

　そう言って宮みや野の秀しゆう策さくは笑い、そしていつまでも笑っていた。

　彼が飽あきるまでそれは続くのである。

「すっすみません、茉衣子さんー」

　側頭部を指で押さえる茉衣子の渋じゆう面めんに、類るいのか細い声が届いた。

「りょりょ、寮りようの外に出たとき、この人に見つかってしまって……そのぅ、ついウッカリ、日ひ世よ子このことを話しちゃって、ててて、てゆうかその、」

「いいえ、あなたの責任は班長が肩代わりすべきものです。あなたには何の負おい目もないのですわ。むしろ同情すべきことなのです……」

　誰だれも茉衣子には同情してくれていないようだったが。

「それより、類さん。どうして外になど。ここの寮長は何と言っておりました？」

「そっ……それがっ……」

　類はわなわなと震ふるえつつ、ぎゅっと目を閉じた。

「いくら戸を叩たたいても、誰も出てこないのです。ああ、あたし怖くなって、そ、それで茉衣子さんの後を追おうと……」

「そこで班長に出くわしたのですか」

「はい、はい……そう、そうです」

「あなたもまた、よく班長に捕まる人ですわね。見えない糸で繫つながっているのではないですか？　けっこうお似合いであるかもしれません」

「そそ、そんなあ」

　怖こわ々ごわと類は悪あく魔まめいた笑えみを浮かべている宮野を見上げ、慌あわてて目を逸そらして、

「……あたしは、そのう、こういう人はあまり、それに宮野さんは、ま──」

　言いかけてぶるぶると首を振り、

「なんでもっ！　何でもありませんっ。ううう」

「その辺でよいかね」

　宮野が腹に響ひびく声で割って入った。

「私はキミを待っておったのだぞ、茉衣子くん。一人で始めてしまうのはどうかと思われたのでな。なにぶん、ここは女子どもの巣であることだし、私単体では動きにくい」

「何を始めるおつもりですか。どうせわけの解わからない独ひとりよがりな禅ぜん問もん答どうでしょう。さきほど高たか崎さきさまからもお聞きしましたわ。なにやら矛む盾じゆんするようなことを同時におっしゃったようですけれど、わたくしは聞く耳をあまり持ちたくありません」

「では、始めよう」

　聞く耳は相手にもないようだった。

　宮みや野のはごく自然な動作で向きを変えると、二段ベッドのハシゴを昇り始めた。

「なにを……」

　茉ま衣い子こと類るいが見ている中、宮野は雨あま森もり日ひ世よ子この身体からだから掛け布団をはねのけ、パジャマに包まれた日世子の体たい軀くを軽々と抱え上げると、またハシゴを下り、くたりとして目を閉じる女子生徒の姿を床に横たえた。

「班長！」

　茉衣子は抗こう議ぎの声を上げ、

「何をいたしますか！　まさか日世子さんが起きないのをいいことに、何やらよからぬことを始めようと言うのではないでしょうね！」

　すぐそばで硬直する類の身体を支えながら、茉衣子は宮野に投げつけるものはないかと部屋を見回した。

「安心したまえ。経けい験けんの浅いキミが考えつくような想像力に欠けた『よからぬこと』をするつもりはない。私がしようとしているのは、単純な実じつ験けん的証明だ」

　宮野は類に声をかけた。

「類くん。ナイフないし、それに準ずるものはないかね。文房具用品でよい。とくに切れ味は期待しない。刃物なら何でもよい」

「は……？」

　目を瞬またたく類。とうぜん茉衣子は不ふ審しんと嫌けん悪おを剝むき出しにして、

「刃物を持ち出して何をしますか。日世子さんを切り刻むのではないでしょうね」

「切り刻んだりはしない。いいから早くよこしたまえ。レターナイフの一つ二つ、転がっておるだろう」

　宮野の強い視し線せんに絡からめ取られ、類はガクガクと膝ひざを笑わせながら自分の机にとりついた。ペン立てに指してあったカッターナイフを取って、

「あのう、本当に日世子を切るんじゃないんですよね……」

　宮野は破は顔がん一いつ笑しよう、類にうなずきかけた。

「私は彼女を切り刻んだりはしないと言った」

　日世子の片手を取り、熟じゆく練れん医師のような手つきで長なが袖そでをまくる。白い手首と肘ひじ下があらわになった。チキチキと音を立てて刃をせり出させる。

　宮野は世間話の続きのような声で、

「だが、切らないと言ったわけではない」

　茉衣子が止めに入る間もなかった。

　宮野はナイフの刃を日世子の手首に突き刺すと、まるで魚をさばくように、勢いよく肘の下まで切って割さいた。

「ひええっ!?」

　類るいの叫びが耳をつんざき、茉ま衣い子こは石と化した。

　ひどすぎる。班長がマッドサイエント風味なのは知っていたが、ここまで冒ぼう瀆とく的な人間だったとは信じられない。信じたくない。なにより見抜けなかった自分が許せない。

　怒りのあまり、茉衣子は対人用蛍ほたる火びを指先に灯ともして宮みや野のに向けた。

（吹っ飛ばしてやります。この──）

「まあ、待つのだ。茉衣子くん、急せいては事をし損じるばかりだぞ」

　茉衣子の内部で湧わき上がるＥＭＰの力に気づいているはずだが、宮野はひょうひょうと手のひらを向けて言った。

「私を撃うつのはこれを見てからでも遅くはない」

　宮野は日ひ世よ子この腕から視し線せんを逸そらさない。寄りかかる類のせわしい吐と息いきを聞きながら、茉衣子は宮野が視し線せんで教えるそれを見た。

「！──！」

　二十センチほどの刃傷、ぱっくりと口を開ける切られた肌。

　にもかかわらず、

　血が一滴も流れていない。

　それどころか、

「──これは……？」

　徐々に傷口が閉じていく。

　高速再生のフィルムを見ているようだった。端はしから中央にかけてゆっくり閉じていく切り傷は、息を潜ひそめて見つめる茉衣子と類の前で、やがて跡あと形かたもなく消え失うせた。

「見たかね」

　宮野は晴れやかな笑え顔がおである。

「これが彼らの秘密だ。男子寮りようの死者たちも同じなのだよ。どんな傷を付けてもわずかな時間で元通りになってしまう。はて、これはいったい何なのであろうな。この少女を含めて、温ぬくもりを失わない死体とは何なのであろうか。茉衣子くんには解わかるか？」

　茉衣子にすがりついていた類が、全身の力を抜かせてずり落ちた。腰でも抜かしたのか、茉衣子の服を必死につかんだまま床に両膝ひざをついた。

「……ひょええ……。日世子……」

　わなないているが、茉衣子も似たような反応しかできなかった。

（何なの？　死んでいない、でも生きているとは、とても……。生きてないけど死んでない……？　これは、どのような出来事なのです。何が起ころうとしているのですか？）

　類とともに崩くずれ落ちたい誘ゆう惑わくにかられつつも、茉衣子は何とか踏みとどまった。もし宮野がいなければ、その誘惑に抵抗することはできなかったろうと思いながら。

「第一講こう義ぎはこれで終わりだ」

　カッターナイフを投げ出した宮みや野のは、日ひ世よ子こを抱き上げると二段ベッドの下側に寝かせた。

「このほうが観かん察さつしやすいであろう」

　言って、宮野はそのベッドに背をもたせかけるように胡座あぐらをかいて座り込む。

「茉ま衣い子こくんも座りたまえ。落ち着いて話もできん。今日は長い一日となるぞ」

　ほうけていたため、ぺたりと茉衣子は腰を落とした。

「さて、茉衣子くん。縞しま瀬せ真ま琴ことと寮りよう長ちよう殿からどこまで聞いた？　我々は現在、同じ情報を共有していると考えていいのかな」

　呆ぼう然ぜんから立ち直れないままに、茉衣子は真琴が話していた内容を無機質な声で語った。宮野はじっと耳を傾けており、長くもない茉衣子の語りが終わると、

「そうか。彼女にしてみれば、精神波を出さない人間は死者と同義なわけだ。まったくもってそれは正しい。私の考えとも一致する。死者は考えたりしないからな」

「でも……」

　茉衣子は無む意い識しきに寄り添そってくる類るいの肩を抱きしめる。

「体温の件はどうなのです？　それに一いつ瞬しゆんで直ってしまう傷……。そんなの、死んでいるならあり得ないではないですか」

「無論だ。だから私の結論はこうだ。この少女を含め私が発見した不可解な死人たちは、死んでないし生きてもいない。死でもなく生でもない状じよう態たいにある。同時に、死んでいるとも生きているとも言える。それどころか驚きよう異い的な恒こう常じよう性を有している。そのようなモノに変異しているのだよ」

「……おかしいですわ。班長の言葉は非常におかしさ満まん載さいです。死の反対は生でしょう。そのどちらでもないとはどういうことか、解わかるようにおっしゃってください」

「『どちらでもない』のではなく、『どちらかではないのではない』という状態だ。私の解釈ではそうなるのだ」

「それは何の言い逃のがれですか？」

「私は何からも逃げてはいない。むしろ向かって行っているほうだ。どこまでもな」

　宮野は立ち上がり、

「さて、行こうか」

　立ったり座ったり、いそがしい男だ。

「どこにですか」

　にやりと悪い笑えみを浮かべ、宮野は行き先を告つげた。

「ここ、女子寮Ｄ棟の寮長の部屋へだ。ノックの返答がないとのことだったな。高い確率で、その部屋の住人も」日ひ世よ子こを指差し、「このような事態になっておるだろう。それを確かめに行くのだ。私一人でうろちょろするわけにもいくまい」

「ですが、類さんを放ってはおけません」

　幽ゆう体たい離り脱だつ後の抜け殻がらのようになっていた類るいは、びくっとして茉ま衣い子この腕にしがみついた。

「ああ、茉衣子さん……」

「その娘も連れて行けばいいだけだ。どうせ今夜、類くんはこの部屋で眠ることが叶かなわぬであろうからな」

「それはどういう──」

「行くぞ、茉衣子くん。情報は鮮せん度どが大切だ。情報の商品価値は時間とともに下落する。そしてそれが正確な情報であるか否かは自分自身で判断せねばならない。これも覚えておくといいぞ。将来どこかで思い出すであろうからな」

　勝手にドアを開けて出て行った宮みや野のを追うかどうか迷ってから、茉衣子は机の椅い子すにかけられていた半はん纏てんを取り上げて類の肩にかけ、

「参りましょう、類さん。心配いりません。わたくしがついておりますわ。それに班長は、ああ見えても一応班長なのです。万一、変なモノが出てきたら、班長に全部任せてわたくしたちは安全に逃れることができますので」

「茉衣子さぁん」

　自分の腕をぎゅうと抱きしめて震ふるえる類に、茉衣子はムリヤリな笑え顔がおを見せてやった。

「大丈夫ですわ。日ひ世よ子こさんもすぐに元に戻ります。この学園には、優ゆう秀しゆうなＥＭＰ医術師だっているのです。保安部医い療りよう班はんの方々が直してくれます。わたくしを信じなさい」

「……はい」

　類の見上げる視し線せんを受け止める。その瞳ひとみにうなずきかけ、茉衣子は二人連れとなって４１３号室を出た。







「茉衣子くん、今のうちに質問があるなら受け付けるぞ。何なりと言ってみたまえ。キミの偉大な師、宮野秀しゆう策さくが素す早ばやく答えてしんぜよう」

　通路を歩いている最さ中なか、宮野はそんな言葉を茉衣子に投げかけた。Ｄ棟の住人は揃そろってのんびり屋なのか、まだまだ人ひと影かげはない。

　茉衣子は類の重みを片腕に感じながら、横を歩く白衣姿に、

「質問……。ええ、ありますとも」

「ほう、聞こうではないか」

　明めい瞭りような発音で言うことにした。

「お腹なかが減ったので食べる物を買ってきてくださらない？」

「茉衣子くん。それのどこが質問なのだ。語尾にハテナマークをつければいいというものではないぞ」

「わたくしが聞きたいのは、イエスかノーかということです。どちらですの？」

「ノーに決まっておる。ＴＰＯをわきまえたまえ」

「まあ、班長がそんなまともなことをおっしゃるとは。意外すぎて驚おどろく気にもなりませんわ」

「購こう買ばいはちと遠い。どうしても腹が減ってたまらんというのなら、これから押し入る部屋の備び蓄ちく物資を拝借すればいいだけのことだ。それに私はいつもまともなことしか言わない。自分でも時々思うぞ。多少は冗じよう談だんも織おり交まぜたほうが円滑な会話を楽しめるのではないかとな」

「それこそ、ご冗談を」

　軽口を叩たたける気力が復活してきた。意味のない応答をしているのは、類るいの気持ちを明るくさせようとしたからだ。しかし、おかげで茉ま衣い子こ自身の気分も少しは晴れてきた。宮みや野のもちゃんと解わかっているのだろう、ことさらに楽しむようなトーンで話している。そうであるからだと思いたい。生徒たちが奇妙な死者となっているような深刻な現状を本気で歓迎するよりはマシだ。

（……もしかしたら班長はこれでいいのかもしれません）

　気け取どられないように横目で長身の白衣道どう化けをそっと窺うかがう。想念体除去をするごとく気軽な表情、いつも微妙に歪ゆがんでいる口元もそのままに、毎度お馴な染じみの対たい魔ま班はん班長の姿はホコリ一粒子ぶんの不安も躊躇ためらいも感じさせない。

（どんなシリアスな出来事が起こっても最後に喜き劇げきにしてしまう。班長はそういう人なのですわ。まあ、それでわたくしが助かっているかというと、それはまた別の話ですけれど）

　あら、と茉衣子は口の中で声を転がした。

（わたくしは班長を頼りにしているのですか？　こんなことを思うなんて、なんてわたくしらしくない……。でも状況がこうなだけに、今は何だって頼りにすべき？　ええ、それがいいですわ。班長だって、藁わらの代わりくらいにはなるのです）

　宮野が横にいて安心感を覚えている自分に言い訳を施ほどこしていると、三人は目当ての部屋に到着した。

　宮野が懐ふところから取り出したのは、電子ロック用のカードキーであった。見過ごすことができず、茉衣子は口を挟はさんだ。

「それは何です？　まさか女子寮りようのマスターキーを持っているなどと言うつもりですか？」

「目ざといな。さすがは私の一番弟子だ。いかにも、これは万能の鍵かぎだ。すべての部屋はこれ一つですべての内容物をさらけ出す。私ほどの人物だ、この程度の権限は認められてしかるべきだろう」

　高たか崎さき佳よし由ゆ季きは宮野からマスターを取り上げたと言っていた。まだ持っていたのか。

　一番も二番も、宮野に弟子などいたことなどない、と茉衣子が反はん駁ばくするより早く、キーをスロットに通して宮野はあっさり扉とびらを開いた。何の遠えん慮りよもなく、さっさと部屋に入り込む。

　薄うす暗ぐらいのは電灯が点ともっていないのと、窓にかかるカーテンのせいである。

　類を腕に貼はり付けた茉衣子は、初めて嗅かぐ他ひ人との臭においを鼻び腔こうで感じながら足を踏み入れた。

「茉衣子くん、彼女たちの状じよう態たい確認はキミに一任する。ここで私がこの二人の身体からだをまさぐりでもしたら、キミは不当な怒りをもって私を打ちすえるだろうからな」

　宮みや野のは不敵で不適切な笑えみを顔面に広げて、

「さあ、存分に触れたり弄いじったりしたまえ。賭かけてもよい。一対百のオッズで、この二人は目覚めたりしない。今日この時にはな」







　類るいの手を言い聞かせてなんとかほどき、茉ま衣い子こは自由になった身体からだを二段ベッドへ向かわせる。女子寮りようＤ棟の寮長とそのルームメイトが眠っている……。

　どちらも茉衣子と面めん識しきのほとんどない上級生だ。まず下段に目をやる。その娘は制服姿のまま、布団も掛けずに仰あお向むけとなっている。きっちりと目と唇くちびるを閉じ、薄うす闇やみの中で白い顔がぼんやり浮かび上がっていた。

　少しの動きもない。じっと観かん察さつしていても上下する胸や小さな呼吸音は感じ取れない。茉衣子は意い識しきを集中させ、意を決して手を伸ばした。首筋に指を当てる。

（体温は健けん在ざいですわ。わたくしより高いくらいです。でも、やはり脈拍がありません。日ひ世よ子こさんと同じように）

　茉衣子はハシゴを昇って、上段の寝台も確認した。そこにいたのがＤ棟の寮長だったが、部屋着らしいトレーナーの下にある彼女の肉体は、同室の娘と同じ状態を保っていた。

（温かい死体……）

　意識を凝こらしてみたが、茉衣子の微弱な感応力では精神波の有う無むは判断できなかった。何も感じない。

（真ま琴ことさんの言うように、この方々には精神活動がないのでしょう。ということは死んでいる……。でも、どうして冷たくなったりしないのです？　まるで生きているとしか見えないのは何な故ぜです。心しん臓ぞうが止まってまで温かいのは何故？）

　ハシゴを下り終えて、茉衣子は壁かべに背を付けている宮野と、口元に手を当てて泣きそうな顔をする類を見た。宮野のイヤな感じがする笑みに、ひょっとしたらハシゴを昇っているときにスカートの中身を覗のぞかれていたのかと疑ったが、パンツが見える見えないなど茉衣子にはどうでもいいことだった。

「班長のおっしゃる通りでしたわ」

　認めないわけにもいかない。

「このお二人も日世子さんとまったく同じですわ。動かない息しない感じてないの三拍子です。それなのに外見に死体的な兆ちよう候こうが見られません。わたくし、人が死んでいる様よう子すをしげしげ見たことはありませんが、それでも死んでいる人というのは、もっとこう、生気を失っているものではないのですか？　……変な症状です」

　宮野は悠ゆう然ぜんと腕を組みながら、

「キミの法医学的見地は別にして、確かに死体らしくない。死し斑はん、硬直、乾かん燥そう、体温低下などが皆かい無むである死体現象はあり得ない。稀まれにはあるのかもしれないが、ここまで多人数が同一の状じよう態たい下に置かれるのはよくあることではないだろう。ところで茉ま衣い子こくん、キミは何と言ったか？」

「何って、それこそ何ですか？」

「キミが最後に言った言葉だ。彼女たちの状態を見て、キミはどういう感想を持ったのかね？」

「変な、」

　茉衣子は目を見開いた。

（症状……。まさか、これは）

「病気ですか？　伝でん染せん病びようなのですか？　人から人へと感染する、未知の病原体が学園に蔓まん延えんしているとでも……！」

「ある意味で、それは正しいように思える」

　宮みや野のは意味もなく指を鳴らした。

「生きているのか死んでいるのか解わからん振ふる舞まいをするのが流行であることは間違いない。実に茉衣子くん、この女子寮りようＤ棟で、キミや私のようにちゃんと生きているとハッキリしている人間は何人いると思うのかね」

「どういう意味です」

「静かすぎるとは思わなかったかな？　今もそうだ。見たまえ、そろそろ食堂へ向かう浅ましい生者が目覚めて這はい出いでる時間だ。なのに、この建物はどうにも場違いな静せい謐ひつを最も重要視しているように私には思えるぞ」

　すいと指を類るいの脅おびえ顔へと向けた宮野は、

「この気の毒な類くんのような存在が、この寮での少数派ではないと言えるか？　なんとＤ棟寮長までもがリビングデッドモドキになっておるのだぞ。いったい何人が無事に朝を迎えることができたのかな？　現在私が考えているのは、その一点だ」

「……キーを」

　茉衣子は表情を強こわばらせて言った。

「班長の持つ、そのキーをよこしなさい。早く！」

　気味が悪いほど宮野は素直に応じ、奪い取ったカードキーを手にした茉衣子は勢いよく部屋を飛び出した……。







　後で茉衣子は真ま琴ことにこう報告することになる。

「高等部女子寮Ｄ棟の住人、百三名のうち、八十七人が『擬ぎ死し』の状じよう態たいにありました。無事だったのは類るいさんを含む十六人だけ……。お聞きした他ほかの寮りようとは比較にならない数ですわ。たぶん、Ｄ棟がこの症状の震しん源げん地ちなのですわ……」













○第三章・Ａ







〈彼女〉は久しぶりにゆっくりと考え込んでいた。

　いつもと違い、〈水星症候群メルクリウス・シンドローム〉が五分の猶ゆう予よを与えてくれたからである。部屋にいるのは自分だけだ。記き憶おくによると、同室の生徒はついさっき出て行ったところだった。「こんな朝一番に誰だれから電話？　男？」というからかいの言葉を残して。

　カーテンが開け放たれた窓に近寄る。視界の下に広がるのは、濃のう厚こうな秋の気け配はいが山風とともに駆かけ回る学園の敷しき地ちである。

　吐き出されるように寮から出て行く女子生徒たちの姿が見えた。〈彼女〉のように時間を気にしなくてもよい人間たちだ。しかし別に羨うらやましくはない。

　騒さわがしい一日になりそうだ。あの恐るべき縞しま瀬せ真ま琴ことの精神波も、本日ばかりはさほど気を付けなくともよいだろう。今いま頃ごろは会長室で対策を練ねっているはずだ。〈彼女〉に五分もの長い時間が与えられたのは〈水星症候群〉がそう判断したためである。

　生ける屍しかばね。

　それは〈彼女〉にも興きよう味みを惹ひかれる事じ態たいだった。

『面おも白しろいね』と電話の向こうの声も言っていた。『ぜひ原因を知りたいな。キミは事件にからめそうかい？　キミの宿るその身体からだの持ち主が、という意味だけど』

　おそらく可能だ。真ま琴ことは〈彼女〉の存在に気づいていない。この身体にどんな役割が配分されるのかはまだ未知数だが、情報を得やすい立場ではあるだろう。

　今まで、そうだったように。

　時間切れが訪れるまで、〈彼女〉は窓の外を眺め続けていた。







　高たか崎さき佳よし由ゆ季きは憮ぶ然ぜんとした表情で、固い椅い子すに腰を下ろしていた。

　こんな連中の中に混じってしまったら、憮然ともしたくなる。

　会かい議ぎ室しつの一つに彼はいた。辺あたりを見回す。男女入り交じった高等部の学生たちが三十人近くいて席に着いていた。どいつもこいつも癖くせのありそうなオーラを放っているように思い、佳由季は嘆息する。

　ここにいるのはほとんどが生徒自治会保安部の連中だ。いくつかの班に分けられ、第三ＥＭＰの治安の守しゆ護ご者しやにして平和維い持じ組そ織しき。そこに属する生徒は、例外なく奇怪な力、それも強力で危険な技を持っている。

　しばらく平和だと思ったら、いきなり奇妙な死体の出現か。春と秋はただでさえ憂ゆう鬱うつになるってのに、何かあるにしても僕の近所に限って起きなくてもいいじゃないか。

　会議室の最前列に光こう明みよう寺じ茉ま衣い子この黒い姿があった。その近くには今け朝さ、真琴の部屋で紹介された新あら屋や敷しき祈いのりのほっそりした姿もある。茉衣子の後ろ髪を眺めながら、ふと欠落感を覚えたのは彼女の連れ合いが近くにいないからだ。

　宮みや野のの姿がない。たいてい茉衣子とセットで動いているはずの、しかも一応の班長にもかかわらず、こんな全員集合するような会議に顔を見せないとは、どこで何をしてるものやら。僕なんかがここにいるってのに、発見者がいないってのはどういう了りよう見けんだ。会議を踊らせないように、真琴が弾はじいたのか？

　佳由季は背もたれから身体を浮かせて軽く背伸びをした。こきりと背骨が鳴る。

　佳由季以外にも保安部ではない人員が混じっていた。彼の両横にいるのも保安部員ではなく、他ほかの男子寮りよう寮長たちである。見れば、女子寮Ｄ棟を除いた全寮長が集合していた。させられたと言うべきだろう。

　そして集合の号令を放った女子寮長の一人であり、生徒自治会の会長代理の地位にも収まっている女は、いま、教きよう壇だんの前に立ってニヤニヤ笑いを浮かべている。

「なかなかご機き嫌げんな出席率ね。感心感心。あたしも早起きしたかいがあったものだわねえ。ホント、みんなーっ！　朝一からごくろーさまっ！」

　縞しま瀬せ真ま琴ことの声は聞いているだけでは印象が倍加するような透すき通った響ひびきを持つ。だが、いつも口く調ちように揶や揄ゆの色が混じっているのでその分が半減だ。もったいない。

　全人類の考えを読み通しているような笑え顔がおを振りまき、真琴はホワイトボードを背はい景けいに、

「さて、お集まりの皆さん。ご存じの通り、まったまたバッカみたいな事件が発生しました。なんとビックリ、死人が出ちゃった。何考えてんのかしらね、このあたしが会長代理なんつー鬱うつ陶とうしいポジションにいるときに死ぬなんて、迷めい惑わくこの上ないわ」

　誰だれもビックリしていないのに満足げにうなずく真琴だった。

　当たり前だ。ここにいる全員はとっくに事件を知らされている。真琴が精神波で呼びかけてきたのだから。

　ついでに寮りよう長ちよう各位には仕事が与えられた。各寮の全部屋を訪れて『ホットな死体』（と真琴は表現した）になっている奴やつがいたらその数を数え、氏名と部屋番号を明記して提出せよ。

　佳よし由ゆ季きはさほど苦労せず使命を終えることができた。宮みや野のがあらかじめ調べていたからだ。あいつもたまには役に立つ。偶然とは言え、ありがたいことだ。

「生徒自治会としてもほっとけないわけよね。正しい情報公開は人心を掌しよう握あくするための第一手段だしさ。つーこって、」

　真琴は横に控ひかえる男子生徒を指名した。

「冷れい泉せんくん、後はよろしく」

　眼鏡めがねをかけた男子生徒がファイルケースを片手に立ち上がった。

「自治会執しつ行こう部の冷泉光こう洋ようです」

　無表情に自己紹介し、プラスチックレンズ越しに冷ややかな視し線せんを場内に一ひと巡めぐりさせてから、

「まずは医い療りよう班はんから提出された仮称・擬ぎ死し体たいに関する所見を発表させていただきます」

　佳由季は片かた眉まゆをひょいと動かした。冷泉なる執行部役員の姿には見覚えがある。退たい避ひ勧かん告こくがあったとき……。あの五月の夜だ。僕が春はる奈なと茉ま衣い子こと一いつ緒しよに学校まで戻ってきたとき、真琴からの指示を寮長たちに伝えていた一年の執行部員だ。あの時も真琴の腰こし巾ぎん着ちやくみたいなことをやっていたが、よくもまあ日ひ比び木きがいなくなった今でも真琴の下で働けているものだ。

　ふと真琴と目が合った。艶つややかに笑う。これも読まれているのか、読むまでもなく解わかるのか、まあ同じことではある。

　冷泉は淡々とした声で感情を交えず話していた。

「擬死体はいずれも共通した症例を持っています。一つは呼吸、心拍の完全停止です。その活動停止レベルは細胞の一つにまで及びます」

　ツーポイントの眼鏡をちょいと指で修正し、

「さらに彼らには残留思し念ねん、幽ゆう体たい、精神波、思念波、情報子など、意い識しきの元となる生命波動がどんな意味でもありません。肉体のみの存在です。つまり、生きてはいないということになります」

　ファイルをハラリとめくる。

「しかし擬ぎ死し体たいは体温を失わないことと、肉体的損傷に対する異常なまでの回復力があることが解わかっています。単純に死んでいるわけでもないようです」

　冷れい泉せんはその名の通り冷ややかな視し線せんを上げた。

「次に今け朝さになって発覚した擬死状態の生徒数ですが、男子寮Ａ棟りようで八名、Ｂ棟二名、Ｃ棟七名、Ｄ棟十二名の計二十九名です。女子寮Ａ棟で六名、Ｂ棟で十三名、Ｃ棟で八名、Ｄ棟で──八十七名の計百十四名です。高等部全体では百四十三人が擬死体となっています。なお、中等部及び大学部での被害はありません」

　真ま琴ことは目を閉じて聞いていた。

「何らかの病原体が関与している可能性は否定できます。未知、既き知ちともに細菌、ウイルス等はいっさい発見されていません。医療班がそれらを見落とす確率を最大限考こう慮りよしたとしても、少なくとも空気感かん染せんするような病理的根拠はありません」

　フレームに指を触れ、冷泉はファイルを閉じた。

「以上です」

　そのまま冷泉が元の位置に戻るのを見てだろう、

「お待ちを！」

　張り上げられた声のほうを向くまでもなく佳よし由ゆ季きには誰だれかが解った。若わか菜なと同室であるからでもないだろうが、佳よし由ゆ季きとその妹の学園生活にしょっちゅう交差してくる魔ま女じよめいた黒衣い装しよう。垂直に手を挙げている後ろ姿は、やはり茉ま衣い子このものだった。
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「以上です、とはどういうことですか？　それでは何も解わからないのと同じです。こうなった原因は何なのです。彼女たちはいつ元通りになるのですか。わたくしが訊ききたいのは直す方法ですわ。教えてください！」

　やや冷静さを欠いているな、と佳由季は彼女の口ぶりから推すい察さつした。親しい友達が──擬ぎ死しだっけ？　そうなっちまったのかもな。若わか菜なと類るいは無事のようだから、他ほかに誰だれがそうなったのかは解らないが。

　冷れい泉せんは顔色をまるで変えず、ちらりと真ま琴ことを窺うかがった。真琴は晴れやかな笑えみのままうなずく。

「現時点でお答えできることはありません」

　陰気な執しつ行こう部員の声はどこまでも冷静である。

「原因は不明です。さきほど僕が発表したこと以外は何も解っていませんので」

　茉衣子は即座に矛ほこ先さきを変えた。

「真琴さん。あなたはどうなんです？　部下に説明を委託したりせず、あなたの口でおっしゃってください。どうなっているのです!?」

「どーにも、こーにも」

　真琴は猫がしっぽを舐なめるように、ポニーテールの毛先を指先に絡からませながら、

「あたしにだって、なーんにも解んないのよねえ。茉衣子ちゃんさ、前にも言ったような気がするけどさ、あたしはマルチ事件解決マッシーンじゃないのよ。機械仕掛けの古代神でも超メタ探偵でもないわよん」

「でも！」

「でもしかは聞きたくないわね。解んないものは解んないの。あたしはねえ、知らないことを知ってるなんて言って、それが後々バレて笑い者になったりするのはイヤなの。だからキッパリ言うわ。原因は不明で、解決方法も不明。これでいい？」

「そんなっ……。無責任な！」

　茉衣子の肩が震ふるえている。

　加勢してやろうか。一いつ瞬しゆん、佳由季は思った。だがまさしくそれも一瞬で、浮かせかけた腰を落とす。真琴は打うち出での小こ槌づちじゃない。何から何まであいつに押しつけるのは気の毒だ。真琴は真琴で僕の知らない苦労を知らないうちに背せ負おい込んでいるらしいから。

　焦熱を極めた今年の夏、その盆休みに出くわした妙な事じ態たいを思い出した。あの日以来、真琴はどこか少しだけ胸の内に変化を飼いこんだようだった。佳由季には解る。たぶん自分にしか解っていないだろうことも、彼には解っていた。

　あいつは何を見た。違う世界へ行って、いったい何を見たんだ……。







　冗じよう談だんではない、と茉ま衣い子こは憤ふん慨がいする。

（真ま琴ことさんはこんなにも余裕をこいているではないですか。何か知っていなければおかしいですわ。すぐに解決することを知っているか、対策を知っているのでなければ、こんな態度でいるわけはございません。わたくしがいっぱい出てきたあの時のように、また何か隠かくしているのですわ。ええ、きっと）

　真琴は肩を怒らせる茉衣子に微笑ほほえみをよこし、それですべてを前払いしたような顔となって勢せい揃ぞろいした一同に向き直った。

「これで基本的なことは解わかったと思うけど、まあ、そういうこと。今んとこ、何がどうなってんのかは自治会としては把は握あくできてないわけ。気を付けかたが解らないので注意事項もなし。なしなし。ま、適当にうろついといて。誰だれかに聞かれたら正直に答えるが吉よ。隠すことでもないし。落ち着いてんのが最高のお薬」

　セリフが染しみ渡る間まを保もたせるように視し線せんを回して、

「で、えーと。あと何かあったかしら？　ああ、そうそう。擬ぎ死ししてる連中はそのまま放っておいたらいいわ。二人部屋に住んでた生徒は一いつ緒しよに擬死ってるパターンがほとんどだから、新しく部屋割りする手間もあんまりないっしょ」

（もっとも被害者数の多かったＤ棟で、類るいさんは数少ない例外の一人だったのですわね。運がいいというのか、皆に取り残されることに秀ひいでているのか）

「女子Ｄ棟の生き残り十六人は、Ａ棟──あたしんとこで引き受けることにするわ。これで本当に以上、さあさあっと」

　真琴は両手を打ち鳴らして、

「お話はこれで終わり。じゃ、解散したんさい。目め障ざわりよ」

　しっしっと手を振る真琴に従うように、保安部の人員たちは互いに雑ざつ談だんを交かわしつつ席を立ち始めた。誰だれも疑問に思っていないらしい。

（ひょっとして、保安部でまともな神経を有しているのはわたくしだけなのですか？　どうして誰一人として真琴さんに詰め寄ろうとしないのです。これだけで納なつ得とくしてしまうなんて、わたくしはそう唯い々い諾だく々だくと流されたりしませんわ）

　茉衣子は会かい議ぎ室から出て行く仲間たちを恨うらめしげに眺め、自分が誰の姿を探しているかに気づいて頭を叩たたいた。

　宮みや野のがここにいたら、真琴に率直でいて強烈な皮肉を浴びせていたかもしれない。

　そんなことを一いつ時ときでも考えた自分に鬱うつになる。本当に、何を考えているのだろうか、この自分は。まるで自分ではないような弱気の虫だ。

「……あ」

　腕にたおやかなものが触れ、

《どうかしましたか？》

　清せい澄ちような思し念ねんが注そそぎ込まれた。

《とても不安そうに見えます。何をそれほど心配しているのですか？》

　新あら屋や敷しき祈いのりが茉ま衣い子この顔を覗のぞき込んでいた。目立つように×の描かかれたマスクは彼女のトレードマークでもある。柔らかな髪は自然のウェーブを作って肩に垂たれ下がり、彼女の白い顔を余計に浮き彫ぼりにしていた。

　祈は微笑したようだ。二ふた重えの瞳ひとみが緩ゆるやかに細まる。

《真ま琴ことさんが言ったように、わたしたちが不安がってはいけないのです。他ほかの生徒たちに安心感を与えるよう、わたしたちは普通にしていればよいのです》

「でも、しかし、ですわ」

　茉衣子は腕に添そえられた祈の指に神経を集中させながら、

「原因不明なんて、ただごとではありません。わたくしが所属するところの班長が言うには、被害者たちは死んでも生きてもないという、けったいな状態に置かれています。これはただごとではない──と、わたくしには思えてなりません。わたくしに予知能力はありませんが、それでも学内に不ふ穏おんな空気が充満しつつあることくらいは解わかりますわ」

《時はすべてを解決します》

　祈の思念は素直でとても心地よい。

《真琴さんはとても有能な人です。ああ言ってはいましたが、真琴さんに解決できないことなんかありません。わたしはそう思っています》

　もちろん茉衣子もそう思っているのだ。

　彼女が絶対的な信頼を寄せる存在、口ではどんなことを言おうとも、茉衣子の精神の最深部に焼き付いて決して揮き発はつすることのない信頼感。そのプレートには二つの名が刻まれている。

　縞しま瀬せ真琴と宮みや野の秀しゆう策さく。

　この二人だけは、世界が反転したとしても自分の立つ位置を見失いはしないだろう。

（解ってはいます。でも……）

　茉衣子は呆ぼう然ぜんと立ちつくしながら思う。

（その二人が傍ぼう観かん者しや役に徹てつするようなことになれば、または二人でも手の打ちようがない相手が立ちはだかったなら、わたくしはどちらを選せん択たくすればよいのです？　ともに何もしないか、単身孤こ軍ぐん奮ふん闘とうするか……）

　そんな二択に直面したくはない。

　心の拠より所として、茉衣子は他ほかの二つの人物像を想起した。

（高たか崎さきさまと若わか菜なさんなら）

　あの仲のよく理想的とも言える兄妹きようだい関係を維い持じしている二人なら、茉衣子の行く先を決定する指針となってくれるかもしれなかった。若菜は現実把は握あく能力に欠けており、高崎佳よし由ゆ季きは状況に流されることにおいては最も早はや達人の域に達している。

　茉ま衣い子こはこの春まで高たか崎さき佳よし由ゆ季きの背はい後ごに憑ついていた、若わか菜なと同じ顔をした幽ゆう体たいを思い起こした。

（もし、あの春はる奈なさんが今でも健けん在ざいならば、わたくしが場面の主要人物になるにしても、もっと外側から見ることのできる立場となっていたでしょうに）

　失われた者がそう都つ合ごうよく復活したりはしない。運命の女神は気まぐれで盲目で、そして時折意地悪い。

《信じましょう》

　祈いのりが楽天的な精神波を流し込んできた。

《すぐに解決します。真ま琴ことさんは信じるに足たるお人です。あなたも同じ意見でしょう》

「信じているからこそ、疑いも持つのです」

　茉衣子は祈に一礼して、そっと指を離はなした。

「信仰と信頼は別の物です。わたくしは真琴さんを信頼していますが、入信してはいません」

　宮みや野のに対しても当然そうなのだが、周囲が白衣と黒衣のコンビをあたかも一組の道どう祖そ神じんであるかのように見ているのも心中複ふく雑ざつだ。

　マスクの下で微笑ほほえんでいるだろう祈から目を逸そらし、茉衣子は会かい議ぎ室しつを軽やかに出て行く真琴の背中をじとりと見つめた。

（あら）

　高崎佳由季の姿が茉衣子の視界をよぎった。さりげない感じを装よそおってはいたが、誰だれを追っての移動かは第三者には明白だ。

（高崎さまも真琴さんに言いたいことがあるのでしょう。または個人的なお話でしょうか。きっと行く先は会長室ですわね。ふしだらな、まあ）

　ふん、と鼻をならして彼女は吐と息いきをつく。

（それにしても緊きん急きゆう会議をブッチぎるなんて、班長は何をしているのです。どこかに隠かくれてわたくしをワッと言わせる準備をしているのではないでしょうね。また類るいさんに迷めい惑わくをかけていなければいいのですが）
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　あえて断るまでもなく、高崎佳由季は茉衣子が思うところの『よからぬこと』を働くために生徒自治会会長室を訪れたのではなかった。

「何を隠している？」

　簡かん易い植物園状態の会長室は、秋の到来を告つげる季節になっても常緑の色で塗ぬり込められていた。その応接セットのソファに尻しりを沈み込ませながら、佳由季は真琴が運んできたコーヒーカップの中身を覗のぞき込み、それが相変わらずの泥水色をしていることを確認してから、

「教えろよ」

「何を？」

　真ま琴ことは佳よし由ゆ季きのすぐ横に腰を下ろした。

「茉ま衣い子こに言えないことで、僕に言えることがあるんじゃないか？　さっきのお前は、あんまりお前らしくなかったな」

「あーら、解わかっちゃったぁ？　さすがはあたしのユキちゃんね。誉ほめてつかわすわよ」

　佳由季の足に手を乗せ、指をつつっと這はわせながら、

「茉衣子ちゃんも困ったものね。いつまでもあんなんじゃあ先が心配よ。宮みや野のはちゃんと教育してあげてるかしらね。まるで気の弱い猫が強がって毛を逆さか立だてているみたいじゃない？　どんな立場に置かれても悠ゆう然ぜんとしてないと、他ひ人とを導みちびく立場には行けないわよ」

　真琴の指が膝ひざ頭がしらをこつこつ叩たたいている。

「その点、ユキちゃんはお上じよう手ずだこと。自分の感情を自在にコントロールできるんでしょ。あたしがこうして、」

　制服の胸元を佳由季の腕に押しつけて、

「もうどうにでもしてぇ、って態たい度どで表してるのにさ、あんたも満まん更ざらじゃないくせにさ、なーんにも顔に出したり、押し倒したりしないんだものね。この、ウソツキさん」

　じゃれつくような真琴の行為にいちいち反応していたら長くなることを佳由季は知っていた。なので、熱い身体からだを押し倒す代わりに言った。

「生徒を学校外に待たい避ひさせたほうがよくないか？」

　コーヒーカップを見つめ続けながら、

「校舎が爆ばく発はつしたり、飛行物体が落ちてくる危険はないんだろうけど、死体みたいなのが大量に発生してるんだ。今日は元気に歩き回ってる生徒たちが、ああなってしまうことだってあり得るだろう。移る病気じゃないかもしれないけど、もっと増えたりしないとは言えないはずだ」

「勧かん告こくは出さないわ」

　いやに素す早ばやい返答だった。

「むしろ出て行かれては困るわね。いいえ、出るだけならいい。けど、戻ってくるときが問題なのよ」

「どういうことだ」

「こっちの都つ合ごう。あんたには関係のない話よ。聞いても面おも白しろくないわ」

　言い返そうとした佳由季の口を封じるように、熱っぽく弾だん力りよく性に富んだ身体がしなだれかかってくる。それに対抗する背はい後ごの霊れい体たい少女は消えて久しく、佳由季は無言で真琴を押し返そうとして、

　何だ？

　雰囲気がおかしい。肩に押しつけられる真ま琴ことの顔には、いつものような傍ぼう若じやく無ぶ人じんな覇は気きがなかった。横目で見下ろすと、真琴は眠りを求める不眠症患者のような顔となって、上下の睫まつ毛げをぴったりくっつけていた。

「しばらく抱き枕まくら代わりになっててくれる？」

　静かな声が囁ささやいた。

「今日はちょっと疲れたわ。これからもっと疲れそう。ねえ、いいっしょ？　たまにはこんなのもさ」

　全身の力を抜いて真琴はもたれてくる。

　これが芝しば居いではなく、本気で疲れているからなのだとすると、それはなぜかと考えて、佳よし由ゆ季きは唐とう突とつに閃ひらめいた。そうか──。

　会かい議ぎ室での余裕な様よう子すと、今の真琴を対比させてみる。

「本当だったのか」

　佳由季は呟つぶやいた。

「原因不明──。第三ＥＭＰで今何が起こっているのか、お前にも解わからないんだな」

「そうよ」

　真琴は答え、

「でもね、あたしがオタオタするわけにはいかないでしょ。みんなの前でビビった姿を見せることはできないの。茉ま衣い子こちゃんなんか、それだけで漏もらしちゃうかもしれないしさ。信頼してくれるのは嬉うれしいけど、こう言うときにはあたしもすがりつく相手が欲しいのよ。一人寝は寂さびしいわ」

　佳由季は真琴の艶つややかな髪を眺める。

「日ひ比び木き会長はどうしてんだ」

「もう滅めつ多たに出てこない。出たくても出れないみたいね。お春はるちゃんが消えたあの日から、ＰＳＹサイネットの残ざん滓しはどんどん少なくなってるみたいよ。そのうち消えちゃうかも」

　それきり真琴は言葉を消し、佳由季も何も言わないままの時間が過ぎた。

　やがて、吐と息いきのような声が佳由季の肩口に、

「まったく見当もつかないの……。今度ばかりはあたしもお手上げだわ。何をしていいのか解んない。この状況を黙だまって見ているしか、
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　あえて断るまでもなく、高たか崎さき佳よし由ゆ季きは茉ま衣い子こが思うところの『よからぬこと』を働くために生徒自治会会長室を訪れたのではなかった。

「何を隠かくしている？」

　簡かん易い植物園状じよう態たいの会長室は、秋の到来を告つげる季節になっても常緑の色で塗ぬり込められていた。その応接セットのソファに尻しりを沈み込ませながら、佳由季は真ま琴ことが運んできたコーヒーカップの中身を覗のぞき込み、それが相変わらずの泥水色をしていることを確認してから、

「教えろよ」

「何を？」

　真琴は佳由季のすぐ横に腰を下ろした。

「茉ま衣い子こに言えないことで、僕に言えることがあるんじゃないか？　さっきのお前は、あんまりお前らしくなかったな」

「あーら、解わかっちゃったぁ？　さすがはあたしのユキちゃんね。誉ほめてつかわすわよ」

　佳よし由ゆ季きの足に手を乗せ、指をつつっと這はわせながら、

「心当たりがないわけじゃないわよん」

　不敵な笑えみを広げる。いや、最初から広げていたか。

「これは『呪のろい』よ」

　一筆書きの絵文字を描えがくように、真ま琴ことの指は彼の太ふと股ももの上でくねった。

「想念体は余剰ＥＭＰ能力が形を取ったものじゃない？　それが何かの理由で、形を取らない状況を生み出したんじゃないかしら。そうした不可視の力が生徒たちを擬ぎ死しに追いやっているわけ」

　佳由季は真琴の手首をつかんで横に退のけ、

「想念体なら目に見えなくても探たん知ち可能だろう。さっさと探さがし出して消滅させればいいじゃないか」

「それができたらね、とっととやってるんだけど」

　真琴はことさらに肩を寄せ、主あるじの足にまとわりつく猫のように擦こすりつける。

「まあ不ふ思し議ぎなことに、コピーさん大集合のときみたいなＥＭＰ場を感じないの。あたしが言うんだから確かよん。どうやら擬死状況を生み出した力だけどさ、あたしたちが普通に感じられるＥＭＰ能力とは違うものに変異しているようなのよ。あるはずなのに見っからないわけ。だから困ってんじゃん」

「呪い、というのは？」

「でろでろでろーん、ってやつよ」

　心地ここちよさそうに佳由季の首に頭をつけて、

「呪いのアイテムとか、そういうやつよ。知ってるっしょ？　手に取ると人を切りたくなるカタナとかさ、死ぬまで踊り続けるダンスシューズとか、そんな感じのベタなあれ。この事件を引き起こしたのは、その手のブツじゃないかなぁって真琴ちゃん、思っているのよね」

「呪いのアイテム？」

　初耳だ。

「滅めつ多たに出ないのよ。本来なら想念体として具象化するべきものが、すでに存在している物体に宿るわけ。それに気づかずウッカリさんが触っちゃうと──」

　真琴は片手を花弁のように広げて、

「シュワワーっとね。呪われてしまうわけ」

　佳由季は握っていた手首を離はなした。真琴の指が手のひらを柔らかく撫なで回し始めたからである。

「その呪のろいのとやらで、百人以上が昏こん睡すいしちまったと言うのか。どんな呪いだ。とりあえずお前の言うような呪いのアイテムがあったとしても、呪われるのは触った本人だけじゃないのか？　広こう範はん囲いすぎるだろ」

「まあね。現況はとっても不確かだわ。だからね、専門家を呼ぶことにしたの」

　いよいよ真ま琴ことの手は佳よし由ゆ季きのブレザーの中に忍び寄ってきた。見上げる真琴の目め尻じりがうっすら上気している。

「ああん、何だかものすごく切なくなってきちゃった。ねえ、ユキちゃん、このまま……」

　頭痛を感じながら佳由季は胸をまさぐりだした白い手を両手で止めて、

「専門家って何だ。呪いの専門家なんて奴やつがどこにいるんだって？」

「第二ＥＭＰ」

　片手を止められても真琴はくじけないようだ。スカートから伸びた長い生なま足あしを佳由季の足に絡からみつかせ、もう一方の腕も伸ばしてくる。

「さっき第二の自治会に連絡したわ。明日の午前中には応おう援えんに駆かけつけてくれるそうよ。有能かどうかは知らないけど、使える奴だったらいいわねえ」

　密着する真琴の身体からだからは、まるで嗅しゆう覚かくに訴えかけてくる媚び薬やくでも発散されているようだった。くらりとくる。真琴の挑発はエスカレートする一方だ。首筋に寄せられた唇くちびるが放つ湿った吐と息いきを肌に感じ、佳由季の頭もかすみ始めた。

「うふん。その気になってきた……？　あたしなら全然いいわよう。ユキちゃんもきっと満足するわ。ふふ。どう……？」

　くねくね。真琴の腕がうねっている。

「何をたくらんでいる？」と佳由季は訊きいた。「何か変だな。お前がこうして僕に絡からんでくるってことは、決まって妙な企くわだてをしているに違いないんだ」

「なーんも」

　真琴の前歯が首に当たっている。舌先が微かすかに触れた。

「何も考えてないからこそよ。考えたくないの。今あたしの頭の中を充満しているのは、るるる、たまらなくなってる身体の火ほ照てりをどうしようかなあってことくらいよ。これを沈めれんのはね、うふふふん、あんただけよ、ユキちゃん」

　心地ここちよい香かおりが真琴の髪から香る。

「妹のホクロを数えるのは飽あきたっしょ？　なんなら、あたしの普ふ段だんなら見えないところにあるホクロの数から形から、隅から隅まで調しらべたっていいのよん」

　そういう問題じゃない、と佳由季は頭の片隅で思考を巡めぐらせる。以前もこんなことがあった。春はる奈なの消える前、そして消えることになった事件の始まりに、やっぱり真琴は彼を誘ゆう惑わくしてきた。それどころか精神まで操そう作さしようとした。

　あの日あの時、春奈の防御をものともせずに真琴はやすやすと彼の身体を操あやつった。

　今のこいつは精神に入り込んでいない。べたべた触っているだけだ。だから……。

　拒こばもうと思えば拒める。あのとき真ま琴ことを制してくれた日ひ比び木きもいない。

　春はる奈なも。

「ユキちゃん、ひょっとして、妹以外にマジ惚ぼれする女の子ができちゃったりしたわけ？　誰だれよ誰誰っ？　言ったんさい。ヒドいわぁ、すっかり受け入れ態勢を整えたあたしのこの身体からだをどうしてくれるのよ」

　訂正する箇所ばかりのセリフを聞きながら、佳よし由ゆ季きは何も言わずにいた。どうせこの女には隠かくし事はできない。そして彼には彼女に隠さなければならないようなこともない。

「いつまでお春ちゃんに操みさおを捧ささげ続ける気なの？　もういいんじゃない？」

　ソファの横で咲いている秋桜の鉢はち植うえを眺め、佳由季はじっと考え込む。

　もういいのだろうか。本当に、そうなのか？

「どうだっていいじゃん。やっちゃおうよ、もう。ねえ、ユキちゃん……」

　真琴はかすれ気味の声を出す。佳由季は黙だまり続ける。無む駄だとは解わかっていながら。

　春奈は消えた。それは確定されたことなのか？

　僕は自由を得た。だが、解放された気分にはまだなっていない。いつになったら僕はこの自由を心から歓迎できるんだ？

　佳由季は観かん葉よう植物の葉から目を移した。

　潤うるみきった大きな瞳ひとみと目が合い、真琴が噓うそかと思うほど優やさしく微笑ほほえんだ。







　茉ま衣い子こがイラだつ気分を抑えきれないまま女子寮りようＡ棟の自室に戻ると、

「あ、茉衣子ちゃん。会かい議ぎ、どうだった？」

　高たか崎さき若わか菜なが、悪意という概がい念ねんがこの世にあることをまだ知らない子供のような笑え顔がおで迎えてくれた。その横で、

「お……お邪じや魔ましてます……」

　しょんぼりと呟つぶやくように言って頭を下げたのは蒼あおノ木き類るいである。若菜と二人、制服姿で卓袱ちやぶ台だいを囲んでいた。

「別に邪魔ではありません。来いと言ったのはわたくしですので」

　茉衣子は後ろ手にドアを閉めた。戸と棚だなから自分用のカップを取り出して、若菜の隣となりに腰を落ち着ける。台に乗っていたアップルティーのペットボトルの中身を注そそぎながら、

「すべからくお話にならない会議でしたわ。出ても出なくとも同じでした。まあ、会議ってのはそういうものかもしれませんが」

　それから、慎しん重ちような視し線せんを部屋に巡めぐらせる。

「あの男が風ふ呂ろ場ばやベッドの下に隠れていたりしていないでしょうね。あのような虚こ仮け威おどしにビックリするのはもう飽あきましたので、あらかじめ断っておきます」

「いないいない」

　若わか菜なは顔の前ではたはたと手を振った。

「で、あの男って誰だれのこと？」

「いつの間にか部屋に登場することにかけてはゴキブリ並の素す早ばやさとヒットポイントを誇るであろう、あの男のことです」

「宮みや野のさんなら、その……」と類るいが怖そうに、「どっかに行っちゃったきりです。あれから、み、見てないなぁ……です」

　時計を見る。まだ一限も終わっていない時間だ。

「あら、あなたたち、授業はどうしたのです？」

　言いながらバカな質問をしていると自分でも思った。何人もの生徒が生きているような死んでいるような事じ態たいに陥おちいっているのに、真ま面じ目めに授業を受けている場合でもなかろう。

「あさー」

　若菜がのんびりとしたいらえを返す。

「ご飯食べてたときに放送があったよ」

　リンゴ茶を一口飲んで、

「今日の授業はぜんぶ自主勉強時間に変わったんだって。やりたい奴やつだけやってろっ、て放送部の人が叫んでたよ」

　類もこくりとうなずいた。

「あたしも聞きました、それ……。それで、そのう、あのう、日ひ世よ子こはどうな──のでしょうか」

　チェックスカートの裾すそを両手で握りしめ、類はビクビクと茉ま衣い子こへと上うわ目め遣づかい。

　茉衣子は毅き然ぜんと言い返した。

「今はまだ何とも言えませんが、これだけは確かです。何も心配いりません。すべてわたくしたちに任せておけばよいのですわ。保安部はそのためにこの学園にあるのです。どんな脅きよう威いや困こん難なんでも、三つのＥＭＰ学園の中で最強を誇るわたくしたちが何とでもしてみせましょう。そうです。どうか信じてくださいませですわ」

　わざと強気の笑えみを作って、力強く類を見てやった。

「それともわたくしを疑うのでしょうか。類さん、どうなのです？」

　茉衣子を眩まぶしそうに見ていた類のうなずきかたは、なかなかに必死な動きだった。

「はい、はい！　疑うなんて、決して……その、なな、ないです」

「よろしい」

　微笑ほほえみかけて茉衣子はカップの中身を飲み干ほした。すっくと立ち上がる。

「ところで類さん、あなた朝ご飯はちゃんと食べたのでしょうね」

「いいえ、その食べる気があんまり……」

「それはよくありません。今すぐでも食堂に赴おもむき、何でもいいから搔かき込むのです。食べればなんとかなります。食べないと何ともならないのです。何もないところからエネルギーが湧わき出すことはないのですから」

　茉ま衣い子この言葉を受けて、若わか菜なが類るいの手を引いた。

「じゃあさ、あたしと行こうよ。あたしもちょっとお腹なかが空すいてきたよ」

　あなたは食べたばかりなのでは……というセリフを茉衣子は飲み込む。若菜がへたくそなウインクをパチパチ続けて合図を送っていた。一人ではどこに行くのも心こころ許もとない様よう子すをしている類を慮おもんぱかっているのだろう。

　茉衣子もウインクで了承を告つげた。

「茉衣子ちゃんは？　一いつ緒しよに行かない？」

「わたくしは仮眠を取ります。思えば今け朝さはあまりに早く起きすぎました。ああ、類さんを責めているわけではありません。あなたは正しいことをしました。気に病やむことは全然ないのですよ。そんなに申し訳なさそうにする必要もないのです」

　友達ではないですか。

　言葉にするのは照れくさくて、茉衣子は黙だまって着ていた衣服を脱ぎ始めた。

「さぁ行こう行こう」
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「え……あ、はい……」

　とことこ歩く若わか菜なに手を引かれ、類るいの顔にもほんの少し明るさが戻った。微笑ほほえましい光景ですわ、と思いながら、ワンピースのファスナーを下ろしてストンと足元に落とし、ストッキングに手をかける。




　　　　　　　＊




　そして若菜はノブに手をかけ、ドアを開いた。

　その途と端たん──。

「ひいぃいえーっ！」

　類が怪音を発しながら後ろ向きに倒れた。そのままコロコロと見事に回転し、中ちゆう腰ごしになってストッキングを脱ごうとしていた茉ま衣い子この足先まで転がってくる。

「わお」

　若菜がのんびりと驚おどろいたような声を出し、ドアが開いた先の空間、それも彼女のすぐ前にいる人ひと影かげに言った。

「びっくり」

　背の高い白衣衣い装しようがこう答えた。

「おう、びっくりしてくれたか若菜くん！　それは幸こう甚じん、まさしく私は君たちを驚かせようとしてここでずっと立っておったのだ！　とは言え少々待ちくたびれたぞ。あと数分で私は自制心の限界に達し、この扉とびらを押し破って突入作戦を敢行していたところだ。この部屋の扉は私の寛かん容ような広い心に感かん謝しやすべきである」

　若菜を押しのけるようにして姿を現したのは、いかがも何もない、宮みや野の秀しゆう策さくだった。

「おお！　茉衣子くん。またもやストリップの真ま似ね事ごとかね？　いくらキミが突発的に半はん裸ら姿すがたを人に見せたくなるという発作を抱えているのだとしても、何もこう、私の目前でばかりそんな格かつ好こうをせずともよいだろう。何を狙ねらっているのだね、キミは！」

「この…………ドアホウ！」

　だんだん罵ば倒とうの語ご彙いが尽きてきた茉衣子である。片手で身体からだを隠かくしながら、とっさに空のティーカップを投げつけた。

　こいん、といい音がして宮野の額ひたいを直ちよく撃げきしたカップが宙を舞まい、

「うひゃあ」

　慌あわてて伸ばした若菜の手によって無事キャッチされる。

「いいコントロールだ」

　宮野は心身ともノーダメージのようだった。

「しかし物を投げる時はよく考えてからでないといかん。もしこれが茶ちや碗わんではなくサボテンの鉢はちであれば、私といえども無傷ではすまん。ついでに言えば物を投げつけるよりも言葉を投げつけたほうが遥はるかに効果的だ。コストパフォーマンスにおいても──」

「じろじろ見るなあっ！」

　茉ま衣い子こは若わか菜なの寝床にあった毛布を持ち出すと勢いよく広げ、相変わらずの笑え顔がおで自分の身体からだに観かん察さつの視し線せんを注そそいで何ら恥はじるところのなさそうな宮みや野のに頭からかぶせた。

「あわわわわ……」

　尻しり餅もちをついたまま呆ぼう然ぜんとしている類るいはまったく役に立たない。

「若菜さん、ロープを！　縛しばる物を持ってきてください！」

「えー？」

　両手でカップを捧ささげ持っていた若菜は小首を傾かしげてちょっと考える素そ振ぶり。

「ロープなんかないなあ。あ、そだ。洗せん濯たく物ものをつるすやつなら屋上にあるよ。取ってこようか？」

「それには及ばない」と宮野。毛布をかぶっているおかげでハロウィンパーティーのオバケのようになっている。毛布の端から飛び出す両手を広げて、

「おかげで何も見えん。もとより見るつもりもない。茉衣子くんの素すっ裸ぱだかごときに刺し激げきされるほど私のリビドーレベルは低くはないぞ。まあシチュエーションにもよるだろうが」

　侮ぶ辱じよくされたような気がするのは不ふ愉ゆ快かいだが、それを不愉快と思うのはもっと気に入らない。

　茉衣子は脅おびえたように座り込む類と、オバケ化した宮野に何な故ぜかウケて笑っている若菜に命じた。

「私が服を着終えるまで、班長をしっかり監かん視ししておいてください。ほら、毛布の端を押さえて、こっちを覗のぞけないようにするのです！　頼みましたわよ」

　茉衣子は三人に背を向けて、脱いだばかりの黒ワンピースを再びまとうことになった。

（最悪……。最悪ですわ。忘れかけた頃ころに突然不意をつくなんて……っ）

　最も無防備な姿を晒さらしてしまった。そう思うと自然に頭に血が上る。茉衣子の血の気けは、衣い装しようを身体に馴な染じませて振り返る頃でも上ったままだった。

　毛布で作った巨大てるてる坊主のように、宮野はまだそこにいた。ニヤケ顔をしているに違いない。

「班長にお訊ききしますわ。女子寮りように上がり込む無ぶ粋すいで無礼な行為はさておき、なんでまた部屋のすぐ前に立っていたりしたのです？」

　返答は毛布の下から届いた。

「ノックしてもどうせ開けやせんだろうと思い、開くまで立って待っておったのだよ。どうだ、図ず星ぼしではないかね？」

　いくぶん胸を反そらしているようである。バカバカしい、と茉衣子は思う。

（無意味もここに極きわまれりですわ。必然性が皆かい無むです。冗じよう談だんにしても全然面おも白しろくありません。ただの時間の無む駄だではないですか）

「もういいかな、茉ま衣い子こくん。うむ、この毛布は若わか菜なくんのだな？　何とも言えぬ、妹特有の甘ったるい匂においがするぞ」

　名指しされた若菜は楽しげにケラケラと笑っているが、茉衣子は意味不明なおぞましさを感じて、もぞもぞしている宮みや野のから毛布を引っぺがした。

「薄うす気味悪いことを言わないでください。若菜さんも！　そこは嬉うれしがるところではありませんわ。何が妹特有の、ですか」

「でもあたし妹だしー」

　若菜のほんわかした応対に偏頭痛を覚えつつ、茉衣子は毛布を手早く畳たたんでベッドに戻した。

　類るいはへたり込んだままの状じよう態たいを維い持じしている。可哀かわい想そうに……いきなり登場した宮野の姿によほど驚おどろいたのだろう。忘ぼう我がの面おも持もちとは今の類を指して言うべき表現だった。

「何しにここまで来たのですか」

　そう言いながら茉衣子は意外性を感じている。普ふ段だんの宮野なら、強引に扉とびらを蹴け破やぶるかして待ちの体勢に入ったりはしない。過去の経けい験けんがそう教えてくれている。または偽ぎ造ぞうしたキーで不法侵入するか……と、そこまで考えて、茉衣子は今け朝さ方に宮野からマスターキーを取り上げたことを思い出した。

　しかし邪悪な白衣の徒は、まるで彼女の心中を見み透すかしたように、

「キーなら持っているとも」

　手品のように手首を返し、一枚のカードを見せつけた。

「私が予備を用意していないとでも思ったか？　否いなである。私は常に抜かりなく準備万ばん端たん、予備の予備の予備くらいまでは保険をかけているのだよ」

　宮野はポーズを決めて、

「押し入ってもよかったのだが、そればかりでは芸がないであろう。私は自分自身が面おも白しろくもないと思うことなぞ、未来永えい劫ごうに亘わたってするつもりはないのだ」

「いったい何枚ガメているのです。よこしなさい！」

　案外素直に宮野を応じた。茉衣子のひったくりにも抵抗しない。万能キーはまだ彼の手の内にいくつか残っているものと思われる。

「わたくしに何の御用でしょうか。今までどこにいたのです。保安部の会合にも顔を見せないくせに女子寮りようまでやってくるなんて、よほど重大な要件があるのでしょうね？」

　つんとそっぽを向きながら皮肉を効きかせたつもりだが、通用しているかどうかは自信がない。現に宮野はふてぶてしい仕し草ぐさで両手を広げながら、

「私は用もなしに登場したりはしない。縞しま瀬せ真ま琴ことの招集に応じなかったのは用がなかったからだ。解わかりきった情報を改めて聞かされても何の役にも立たんからな。そのような無駄なことをするくらいなら、一人で思索にふけっていたほうがマシである。ゆえに私はそうしていた」

　ニヤリ。くだらないギャグを発した人間を哀れむようなイヤな笑えみを浮かべる。

「特別講こう義ぎ第二弾だんだ。私はそれを伝えるためにここに来た。若わか菜なくんに類るいくん、キミたち二人はおしなべてラッキーだ！　聴ちよう講こう生せいは茉ま衣い子こくんだけでもよかったが、人数が増えたところで私は気にしない。この私の寛かん大だいなる情報公開性に感かん謝しやするがよいぞ！」

　そんな宮みや野のの尊大な口ぶりが気に入らない。茉衣子は目め尻じりをきりきりと吊つり上げつつ、

「班長の考え事が何だったのかは知りませんが、わたくしは邪念に充みち満みちた思索の果ての結論など聞きたいとは思いません。このまま何も言わずに立ち去っていただけないものかしら。誰だれか他ほかの人に思う存分、班長の思想を開示してください。そうですわ、高たか崎さきさまなら生き真ま面じ目めにお話とやらに耳を傾けてくれることでしょう」

「それは無理だな。寮長殿は現在取り込み中のようだ。義理立てするわけではないが邪じや魔まをするのは気が咎とがめる。私は馬に蹴けられて死にたくはない」

　茉衣子には理解不能なことを言って宮野は視し線せんを落とす。尻しり餅もちをつく類とカップを持ったまま立ちつくす若菜を眺め、

「何か書くものはないかね。サインペンないしマジックのごときものを私は所しよ望もうする。その手の文房具の一つや二つ、机の引き出しに転がっていることだろう」

「あるけど……。兄さんが取り込みちゅうって、何に取り込んでるの？」と若菜。

「夜は若く、キミもまた若い。若菜くんには早すぎる。のちのち寮長殿から直じかに聞くとよい。私は尾び籠ろうな物語には興きよう味みないのだ。茉衣子くんも安心したまえ、キミの下着姿をネタにするほど私の想像力は欠陥しておらん」

　瞬しゆん間かん的に頭に血を上らせた茉衣子を顧かえりみず、宮野は若菜をせっついた。

「ペンだ、ペン。それをよこしたまえ。せっかくの思いつきが頭から転げ落ちてしまうではないか。一刻も早く、私は自分の考えを茉衣子くんに伝える責せき務むを負うのだ」

　言われて若菜は自分の勉強机に向かうと、引き出しの二段目からサインペンを取り出して宮野に差し出した。

「えと、紙もいる？　何を書くのー？」

　答えて宮野、

「何を書くかは決まっているが、紙などは必要とせん」

　そのまま壁かべ際ぎわに歩み寄ると、白い壁紙に向かい、講義を開始する前の教師のように茉衣子、若菜、類の三人を眺めやった。

「では、授業を始めようとしよう。特に茉衣子くん、キミはようく聞いておれ。私がこれから言う言葉を忘れてもらっては困るからな」

　そして宮野は油性ペンのキャップを無造作に投げ捨てると、おもむろに壁に向かって手を伸ばした。

　その場の誰一人として、彼の行動を止めるヒマがなかった。

　三人の女子生徒が見守る中、宮みや野のはヒビ一つない茉ま衣い子こと若わか菜なの部屋の壁かべに、大きな仕し草ぐさでサインペンを走らせたのである。

「なっ──!?」

　茉衣子にしても驚おどろきの声を上げるのが精一杯の、突然の宮野の暴挙だった。

　宮野はまず長い横よこ線せんを一直線に引き、次いでちょうど十字となるように縦たて棒ぼうを一本交差させた。方程式を図解するかのように。

　若菜は言葉をなくしてその行為を見送り、類るいは最初から言葉を失っている。抗こう議ぎすることができるのは茉衣子のみだった。

「何をなさいますっ！　壁に落書きなんて、きょうびの小学生だって慎つつしみますわ！　それにここはわたくしの部屋です！」

「些さ末まつなことだ。私は気にしない。どこの部屋だろうと私は一いち厘りんの躊ちゆう躇ちよもなくこうすることであろう」

　宮野の手は動き続ける。数学教師が板書するようにデカデカとした縦たて横よこの線を引き終えると、その横軸と縦軸に目盛りを刻みつける。ますますｙ＝ｘナントカかんとかのようになってきた。

「さて、ここにｙ軸とｘ軸がある」

　こんこんと宮野が叩たたくのは横軸についた目盛りだ。

「これが何か、茉衣子くんには解わかるはずだ」

　新しい文句を叫ぶべく大きく息を吸い込んでいた茉衣子は、突然の指名にうんざりと、

「解りません。言っておきますが、わたくしには班長のやることなすことサッパリですわ。解ったためしなどございません」

「そんなはずはない。教えたはずだぞ」

　口く調ちようが教師じみてきた。

「あのクソ暑い夏の思い出はすでに記き憶おくの彼方かなたかね。哀れな人形使いやフワフワした道術娘、大食らいのトッチャンボウヤたちと追いかけっこをした、あちこち引きずり回されたあの思い出を、キミはもう忘れてしまったのかね」

「いいえ」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう、茉衣子は答えた。フリーハンドで描かかれた巨大な目盛り付き十文字を見ながら、

「多た鹿じかさんとはちょくちょく連絡を取り合っておりますし、あの時の騒そう動どうを忘れ去るには色々あって当分無理っぽいことです」

「ならば記憶しているだろう。あれ以来、私がずっと考えていたことがある」

　宮野は壁の縦線と横線の交点、ちょうど（０，０）地点をペン先で指し示し、

「とりあえずここが私たちの世界だとしようか」

　睨にらむ茉衣子の視線をまともに受け止めつつ、

「前回我々が出くわした気の毒な仲なか嶋しま数かず花か、彼女のおかげで解わかったことがあった。それはこの世界の他ほかにも世界は存在し、パラレルな平行世界群を形成しているということだ。そして、平行世界の数はあくまで有限であり、無限に分岐するのではない。世界は固定されている」

　ペン先がｘ軸のプラス方向へ水平移動する。

「最後にこの世界に出現した仲嶋数花の人格は、ここから２５６ほど離はなれた世界から来たわけだ。平行世界がいくつあるのかは調べようがないが、少なくとも三百以上はある。そしてだ、いいかね茉ま衣い子こくん。その平行世界の数々は最初からその数で始まったのだ。多少の増減はあったかもしれんが、さほど変化していないと私は推定している」

「はあ、そうですか」

　茉衣子はまったく興きよう味みがない。それより張り替える必要のある壁かべ紙がみが心配だ。ふと横を見ると、若わか菜なと類るいの二人は仲良く正座して宮みや野のの話に耳を傾けていた。ただし彼女たちの瞳ひとみに浮いているのは合計四つのハテナマークである。

「それがどうかしましたか？」

　茉衣子の気のない返答に、宮野は笑えみを拡大させる。

「では早速結論に入ろう」

　再び宮野は壁に線せんを書く。一本だった縦たて棒ぼうを次々と増やしていった。

「このように、平行世界はまさしく平行線であり、世界同士が交差することは決してない。だがこの際それはたいした問題でもない。平行世界がいくつあろうが、今の私には何の関心もないことだ」

　ペン先がｙ軸方向に流れた。

「問題とすべきはこちらのほうだ。なぜか解るか？　茉衣子くん。何なら若菜くんでもいい。類くんはどうかね、思い当たる節ふしがないかな」

　考えなくともよいと思ったが、若菜と類るいは真ま面じ目めな顔で考え込む気け配はいである。宮野の考えることに思い当たりようなどあるわけない。

　案あんの定じよう、宮野は二人の解答を待たなかった。

「この世界の横には世界があった」

　ｙ軸の目盛りに従い、今度は横線を増やしていく。先ほど宮野が足たした縦線に交差して、まるで碁ご盤ばんの目のように模様が描かれる。

「何でしょう。五目並べでも始めようと言うのですか？」

　尖とがらせ気味の口で言う茉衣子に、宮野は晴れやかに微笑ほほえみかけた。

「言うまでもなく五目並べを始めようと言うのではない」

　白衣の対たい魔ま班はん班長は、笑いながらも荘そう厳ごんな口ぶりで言った。

「世界が横に広がっているのならば──」

　宮野はさらに横線を増やしながら、

「ならば、縦たて方向にも別の世界がないとは決して言えない。いいや、むしろそれは存在する。していなくてはおかしいくらいだ。私はそう考えているのだよ」

「はあ」としか茉ま衣い子こはコメントできない。

「それが何か？」

「あの事件のさなか、私の言ったことを覚えているか？」

　今度は何を思い出せと言うのだろう。問われた茉衣子は、わざとらしく首を傾かしげる。

「何でしたかしら」

「我々は操あやつられている側にいる」と宮みや野のはあっさり述べた。「しぶしぶとだが、それは認めねばならないようだ。では、誰だれによって操られているのか？」

　宮野は中心である（０，０）から、上方向に伸びるｙ軸が書き足したｘ軸と交わる点を指した。その指を上昇させながら、

「我々を操るのは、この世界から上位にある世界の誰かであると予想する。そしてその世界の誰かも、さらなる上位の世界によって操そう作さされている」

「はあ」と茉衣子。

「このプロセスを繰くり返していけばどうなると思うのかね？」

　宮野はもう誰の意見も聞くつもりはないようだった。

「結論を言おう。よいか、平行世界は有限である。そして世界は上下にも存在する。とするならば、その縦方向の世界もまた有限であるとして何がおかしいことがあろう。つまりだ茉衣子くん、上位方向に向かう世界には限りがある。永遠に上り続けることはない。どこかで突き当たりに出くわすのだ」

　サインペンにキャップをして、宮野は白衣のポケットに落とし込んだ。

「世界をどこまでも上昇して行った、その最終地点にある世界──。そこから上の世界などなく、すべての世界を見下ろし、支配し、誘ゆう導どうしているだろう世界だ。そうとも！」

　宮野は両手を広げて、身体からだごと茉衣子に振り向いた。

「そこにはすべての真相がある。神々の住む世界と言ってもいいだろう。私は確信するのだ。いつか私が世界の最上階に立ち、この世に存在するあらゆる矛む盾じゆんを解読する立場になることを！　それこそが私の













○〈アスタリスク〉・２







　介入する。

　実行。




　終了。













○第三章・Ｃ










　　　　　　　＊




　そして若わか菜なはノブに手をかけ、ドアを開いた。

　その途と端たん──。

「待ちたまえ！」

　壁かべ際ぎわの衣い装しよう戸と棚だなが勢いよく開き、白い長衣をバタつかせながら宮みや野のが飛び出してきた。

「な──」

　茉ま衣い子こは口をあんぐりと開けて絶句し、

「ひひいっ!?」

　類るいは自分の爪つま先さきを踏んづけてつんのめり、

「れれっ？」

　通路に片足を出していた若わか菜なが振り返って類るいを抱き留とめた。

　ストッキングに両手をかけた状じよう態たいで、茉ま衣い子こはあまりの突然な宮みや野のの闖ちん入にゆうに呆ぼう然ぜんと、

「……班長……」

　徐々にこみ上げてくる怒りの炎が半はん裸らの姿から蒸じよう気きのように噴ふき上がる。

「……今までも散々な無礼の数々、わたくしなりに大目に見てきたつもりですが……。これはヒドすぎますわ……。女子の部屋に忍び込み、わたくしたちの有り様さまを盗み見、聞き耳を……。万ばん死しに値します……！」

　身体からだを隠かくすことも忘れ、茉衣子はゆっくりと背筋を伸ばした。キョロキョロ部屋を見回す宮野に燃え上がる火か線せんのような視殺の目を向ける。

「もう絶対わたくしは班長を許しません。生きてこの部屋を出られるとは思わないことです。ここが班長の墓場となるのですわ。墓ぼ碑ひ銘めいはこうです、『白衣の畜生デバ亀がめ男、女子寮りようにて無惨に死す』……」

「ふむ」

　宮野はこめかみのあたりをかきながら、

「妙だな」

　そして茉衣子に、

「私はなぜこんなところにいるのだ？」

「知るもんですか」

　茉衣子は指の骨を鳴らしながら怒りの視線を突き刺した。

「まったく理屈にあわないぞ、これは」

　その視線を取り合うことなく宮野はショートボブの少女へと目を送った。高たか崎さき若菜は、おっとりした手つきで拡ひろげた毛布を茉衣子の肩にかけてやっている。

「今け朝さ、茉衣子くんが類くんをこの部屋に連れてきたとき、若菜くんもここにいたはずだ」

「うん、いたよー」

　こっくりとうなずく若菜。

「若菜くんが目を覚ましてから朝食を取りに出て行くまでの間、類くんと茉衣子くん以外の人間は来ていないはずだ」

「うん、そだよー」

「次に類くんに問う。食堂へ向かった若菜くんが戻ってくるまで、この部屋に誰だれか入ってきたという記き憶おくはあるかね。誰か、というよりはだ、要するにこの私が鍵かぎをこじ開けて侵入し、衣い装しよう戸と棚だなに隠れたようなことはなかったか？」

　一いつ瞬しゆんビクっとしてから類は慌あわてたように首を振る。

「なな、ないですないですっ……！　若菜さんが出て行ってから、誰も部屋に入れていない……」

「私も入った覚えはない」

　宮みや野のは再び若わか菜なへと、

「して、若菜くんが部屋に戻り、類るいくんとしばらく二人で過ごしている間、くだらん会かい議ぎに出ていた茉ま衣い子こくんが帰ってくるまでの間にも、誰だれもやって来てはいないだろう。違うかね？」

「誰も来なかったよねえ？」

　若菜が同意を得るように類の顔を覗のぞき込み、類もぶんぶんと顔を上下させた。

　茉衣子の眉み間けんに自然の皺しわが浮いた。

「ちょっと待ってください。それでは班長は、いつ戸と棚だなに忍び込んだのですか。まさか空間転移術の開発に成功したとでも？」

「いいや」

　宮野は顎あごを撫なでながら、

「しかし妙だ。こんなことはあり得ない。私はいつの間にこんなところに忍び込んだのだ。忍び込めるはずがない。なのに私はここにいる」

「こんな所で悪うございましたわね。けれど、そこはわたくしの大事な衣い装しようをしまっておくところです。まるで──」

　まるで衣類につくカツオブシムシか蛾がの幼虫である。

「班長は湧わくのですか？　虫ですかあなたは」

「虫だって自然に湧いたりはせんよ。それは人間側の勝手な思いこみに過ぎない。虫ケラどもの目にとまらぬくらい小さな卵を見落としていただけだ」

　首を捻ひねる宮野は、ふむとばかりにうなずいた。

「そうだな。私がこんな所にいるはずがない。なのに私はここにいる」

　何か閃ひらめいたらしい。

「これは考えるべき問題だぞ。ははん」

　悟りきったような笑えみを浮かべ、宮野は目に昏くらい光を漂ただよわせる。

「なるほど、そういうことか。やはり我々は誰かによって動かされているのだ。私が思うに













○〈アスタリスク〉・３







　介入する。

　実行。




　終了。













○第三章・Ｄ










　　　　　　　＊




　そして若わか菜なはノブに手をかけ、ドアを開いた。

　その途と端たん──。

「待ちたまえ！」

　ベッドの下から巨大な白いゴキブリが這はい出した。

「きゃあああ！」

　甲かん高だかい悲鳴を上げて茉ま衣い子こは飛びすさり、次の瞬しゆん間かん、その白いゴキブリが二本足で立つのを見て我が目を疑った。

「班長！」

　その通り、白ゴキブリと思えたのは白衣をまとった宮みや野の秀しゆう策さくのいつもの姿である。

「わあ」「わ……」

　振り向いた若わか菜なと類るいも愕がく然ぜんとした顔で固まっていた。無理もない、いきなりそんな所から人間が登場したら、驚おどろくなと言うほうが無理だろう。

　いち早く緊きん縛ばく状じよう態たいから復帰した茉ま衣い子こだけが、ぶるぶる身体からだを震ふるわせながら、

「いつからそこに……。ヒドすぎますわ……。女子の部屋に忍び込み、わたくしたちの無防備な会話を息を殺して盗み聞きしていたなんて……。人間の最下層です。ゲスの仕し業わざです。この……、この……バカバカ班長っ」

「いや、待ってくれ」

　宮みや野のは片手で茉衣子を制して、考え込む顔をする。

「おかしい。私がここにいるはずはない。どう考えても忍び込めたはずがないのだ。そうであろう。若菜くん、類くん。キミたちが証人となってくれる」

　そこで宮野は何かに気づいたように顔を上げた。

「そうか、そういうことか。やはりな……。つまり我













○〈アスタリスク〉・４







　介入する。

　実行。
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○〈インターセプタ〉・０







　無限ループの可能性有。

　改かい竄ざんポイントの当とう該がい介入履り歴れきを消去するよう要よう請せいする。




　どうやっても彼はそこに登場する。













○〈アスタリスク〉・５







　承認する。

　介入履歴を消去。

　非干渉モードへ一時シフトする。

　実行。




　終了。













○第三章・Ｅ








最終目的地なのだ！」



　高らかに叫び終えた宮みや野のは、茉ま衣い子こに向かってどうだと言わんばかりの顔をする。そんな顔をされても、茉衣子は顔をしかめるのみだった。

　しかし宮野は誰だれの表情を確かめることなく、一人で根拠不明な高揚感に取とり憑つかれているようだった。

「聞きたまえ、茉衣子くんとその他ほか二名たち」

　白衣の片腕が天てん井じようを指差した。つられて三人娘の目も上を向く。

「平行世界はあった。そしてこの世界の上にも別の世界がある」

「空の上にですか？」と茉衣子は尋たずねる。「それはどんな世界です。天国でしょうか。あら、であれば地面の下にも別の世界があるのではなくて？　パラレルワールドにプラスとマイナスがあったように、上下もそうなのでは？」

「素す晴ばらしい洞察だ」

　宮野は満足そうな笑え顔がおを自称弟子の黒娘に向けた。

「まさにその通りである。世界は上下方向にもある。当然、ここより下位の世界もあるだろう。だが、当面のところとして、私は下界などに興きよう味みはない。目指すのはそこではない。あくまでも上位なのだよ」

　まだ天てん井じようを眺めている若わか菜なと類るいをおかしそうに見み遣やり、

「上位世界とは言え、別に上空にあるわけではない。『上』と言ったのは便べん宜ぎ的なものだ。純粋に高さをもって計られることはない。我々にはその世界の位置を現す概がい念ねんがないからだ。二次元世界に高さの概念がないように、我々にもそれを認にん識しきできる概念がない」

　宮野の講こう義ぎはいつ終わるのだろうと考えながら、茉衣子は反はん駁ばくした。

「この世の上に世界があったとして、だからそれがどうしたと言うのですか。今のこの事じ態たいに関連したことをおっしゃっているんでしょうね。まさか何の意味もないことをベラベラ喋しやべっているだけではないかと、わたくし、怖れてなりませんわ」

「〈年表干渉者インターセプタ〉や〈インスペクタ〉とかいった連中の名は、まだキミも記き憶おくしているだろう」

「もちろんです。それが？」

「彼らは我々より上位にあたる世界の住人だ。間違いなかろう。彼らは我々の世界に介入できる。ほとんど神のごとき存在と言ってもよい。まあ、神にしては少々人間くさい気がするが、もともと神の概念自体が不確定だからな……」

　不意に真ま面じ目めな顔つきで、宮みや野のは顎あごを撫なでている。

「操あやつっている者と操られている者だ。この世界に留とどまっている限り、私もまた彼らの操そう作さを免まぬかれない。知らず知らずのうちに操られているのだ。自分の意志で行動しているつもりが、それは彼らの意に則したものなのだ。物語を終結させるために我々の行動は規制されている。決して枠をはみ出ることはできない。ならば、どうして私のような存在がここにいる？　私は何の駒こまなのだ。なぜこんな力が私に与えられている……？」

　笑いを納めてブツブツと呟つぶやき始めた宮野に、茉ま衣い子こは呆あきれると同時に奇妙な違和感を覚える。若わか菜なと類るいもあっけにとられたような口の開け方をして長身の白衣を見上げていた。

（たしか夏の事件でも、何やら意味があるようでないようなことを言っておりましたけど、病状は悪化の一いつ途とを辿たどっているようですわ。このまま班長はどんどんオカシクなってしまうのではないでしょうか。これよりオカシク？　もうまったく想像外です）

　茉衣子は空から咳ぜきを落として、

「班長、お話は解わかりました。わけが解らないお話でしたけれど、解ったという前提でこの際はかまいませんわ。だから、つまるところ、何をしに班長はわたくしの部屋までやってきたのか、そもそもの理由をまだお答えしておられないようですが」

「うむ」

　宮野は我に返ったように茉衣子を凝ぎよう視しし、元の笑えみを浮かべた。

「特に理由はない。この私の思いつきを」と言って壁かべの落書きを指し、「一刻も早く誰だれかに伝えねばと思ったのだ。忘れるといけないからな。寮りよう長ちようでもよかったが部屋にはいなかったため、次に浮かんだキミのその美び麗れいな姿が私をして女子寮に走らせたのだよ」

　板書した壁を拳こぶしでこんこん叩たたきつつ、

「それにキミが私の愛すべき弟子であるからには、師し匠しようの言葉をすべて聞く権利がある。これは私の意志でもある。いいかね茉衣子くん」

　宮野の指がｙ軸の頂点に置かれた。

「私はいずれこの辺あたりに行くつもりだ。どうやったら行けるのかはまだ解らんが、どうにかして行ってやろうと思っている。〈年表干渉者インターセプタ〉や〈インスペクタ〉よりも遥はるかな上位にだ。そこで私はすべてを知ることになる──なってみたいのだよ」

　それから宮野は茉衣子に向かい、慈じ愛あいに満ちた微笑とともに言った。

「その時が来たら、私はこの世から消え去るかもしれない。その後のことは、茉衣子くん、すべてキミに一任したい。ゆえに私は私の知る限りのことをキミに伝えておく義ぎ務むを持つのだ。私がこうして話すすべての情報はキミのものとなる。いや、もっと端たん的てきに言うとだな」

　まるで信じられないものを見ているようだった。

　宮野が照れている。

　指先で鼻の頭を搔かく振りを装よそおいながら、宮野はらしくない小声で、

「そう、私は覚えておいてもらいたいのだ。私が確かにここにいたことを、誰だれかの記き憶おくとなって留とどめてもらいたいのだよ。この手の感傷的な感情は実にまったく美徳ではないと思うのだが、完全に抹消することができないのは、うむ、修しゆ行ぎよう不足だな。まだまだ精しよう進じんが足たりない」

　照れ隠かくしのように白衣を翻ひるがえすと宮みや野のは茉ま衣い子この肩を叩たたき、若わか菜なと類るいの頭をさっと撫なでて、そのまま登場時と同じように、唐とう突とつに部屋を出て行った。

　啞あ然ぜんとして茉衣子は立ちつくす。

（何だったんですの？　わざわざこの時期を選えらんで言いに来ることがアレですか。上位世界？　覚えておいて欲しいですって？　その第一候補がわたくしなのですか。いったい何を考えて……）

　含み笑いが茉衣子の鼓膜を柔らかく震ふるわせた。誰の笑い声かと思ってそちらを見ると、それは若菜のものだった。

「ふふー。えへ、はー」

　ぴくぴく肩を揺ゆらして、若菜は目を三日月にして笑っていた。隣となりに座る類は、いつものようによく解わかっていない顔をして、若菜と茉衣子を小鳥のように交互に眺めていた。

「あ、あの……。宮野さんが何言ってるのか、あたしはその、ぜんぜん……」

「解らなくていいのですわ」

　自分でも理由が解らない感情に突き動かされ、茉衣子は若菜をジロリと見つめた。若菜が何か言おうものなら、すぐさま飛びついて口をふさごうと身構える。

「ふふう、ふひっ」

　それを悟ったからだろうか、若菜は意味のある言葉を発することなく、ただ押し殺そうとしても唇くちびるを割ってしまうというふうな小さな笑い声だけを立て続けるのだった。













○第四章







　部屋に戻る途と中ちゆうで電話が鳴った。

〈水星症候群メルクリウス・シンドローム〉の暗示コードによって〈彼女〉は目覚める。

『状況は？』

　質問に答えるため、〈彼女〉は記き憶おくをまさぐって必要と思えることを口にした。たいしたことは解わかっていない。この身体からだの持ち主によると、生死の定かでない生徒たちに起こった異変は原因不明のまま解決策も見いだせていないらしい。

　小声で〈彼女〉が伝えていると、通路の角から一人の少女が姿を現した。ゆっくりと歩く姿に見覚えがある。警けい戒かい心しんが走り抜け、〈彼女〉は一いつ端たん口を閉ざした。

　その少女は緩ゆるく波打った髪をふわふわとなびかせながら歩いてくる。表情はいつも半分しか解らない。それは彼女が白マスクを常に装着しているからだ。

「…………」

　奇異なマスクをした少女は、立ち止まった〈彼女〉とすれ違う際に小さく会え釈しやくした。

　ぺこりと頭を下げながら〈彼女〉は安あん堵どする。気づかれてはいない。恐ろしいのは縞しま瀬せ真ま琴ことくらいだ。

　マスクの少女が歩き去ったのを確認して、〈彼女〉は携帯電話に囁ささやいた。

「場所がよくありません。後で、もう一度……」

『了解』

　まるで状況が解っているように電話の声は応じ、いつもの暗示コードを唱となえて切れた。

　残された時間は三十秒。

〈彼女〉は電話機を握りしめたまま、足早に廊下を歩き出す。







　時間の経過が今日はやけに早い気がする。

　蒼あおノ木き類るいは、そんなことをぼんやり思いながら窓の外を眺めていた。

　夕方になっていた。

　カーテンを閉めようと窓まど際ぎわまで来たのだが、山の稜りよう線せんにかかり始めた落日の色合いにしばらく見とれ、こんなに夕日が綺き麗れいなのに自分の心はちっとも晴れやかでない。それが残念であり、太陽に申しわけないようにも感じていた。

「ごめんなさい」と類は頭を下げて目を閉じた。

　女子寮りようＤ棟、４１３号室。

　彼女は自分の部屋に戻っていた。

　自分のベッドには擬ぎ死しとかいう状じよう態たいの雨あま森もり日ひ世よ子こが、眠るように安置されている。

　やっぱり自分は自室で過ごす、と言ったとき、茉ま衣い子こと若わか菜なはそれぞれの論ろん調ちようでここに留とどまるように言ってくれた。

（それはとても嬉うれしいけど）

　窓から離はなれた類るいは、物言わぬ生死不明体となった日世子に潤うるんだ目を向けながら二人の友人たちとの会話を回想する。

「正気ですか？」と茉衣子には言われた。「もはやＤ棟には普通の生徒はおりませんわ。息のある十数人、運良く難なんを逃のがれている人たちはこのＡ棟に引き取られております。それなのに類さん、あなたはたった一人でＤ棟に戻ろうと言うのですか？」

「ええー？」と若菜も疑問を呈してくれた。「空いてる部屋ならあったよ、たしか。あ、そーだ、この部屋でもいいじゃないかなあ。簡かん易いベッドを借りてきて、三人で寝ようよ。うんうん。なんだったらあたしのベッドで一いつ緒しよに寝てもいいよ」

　実に蠱こ惑わく的な意見だったが、

「……すみません。で、でも、その、やっぱり……」

　ほとんど涙声となって類はなんとかその誘ゆう惑わくから逃れた。

「日世子のそばに……。せめて今日だけはいさせてください。もし──もし！　日世子が目を覚ましてひとりぼっちなのに気づいたらと思うと、その……あたし、その……」

　両手を揉もみ絞りながら声をも絞り出す類に、茉衣子と若菜はそれ以上の慰い留りゆうをあきらめたようだった。

「まあ……そうですわね」

　茉衣子は、続く言葉を飲み込んで嘆息する。気分が解わからないではないのだろう。

「残念だなあ」

　若菜は春めいた笑え顔がおで、

「三人部屋もいいな、って思ったとこだったけど、類ちゃんがそう言うなら仕方ないよね。でも、うん、同じ部屋の友達は大事だし心配だよね」

（その通りなのです……）

　せめてそれまでは、ということで夕食の時間までを彼女たちと過ごし、早朝以来の自室帰き還かんを果たしたのはつい先刻のことだった。回想から現実へと戻った類は、もう一度頭を下げた。そしてベッドの脇わきに座り込み、日世子の寝顔を見守るように、

「起きてよ、日世子。どうしちゃったの……？　ねえ」

　答えはない。屍しかばねのように日世子は黙もくしているのみだった。生きているのか、死んでいるのかさえ解らない状態で。

「いつになったら目を開けるの？　もう夜だよう。寝過ぎは身体からだに悪いんだよ……」

　ベッドにもたれ、類るいは膝ひざを抱えて目を閉じた。







　そして夜が来る。

　誰だれの上にも平等に。







「……い」

　うつらうつらとしていた類は、誰かに声をかけられたような気がして目を開けた。

（え……？）

　部屋は暗い。夜の暗さだった。どうやら眠り込んでしまったようである。ふと気づけば自分は床に座り込んだまま、膝ひざを抱えたままの体勢を保っている。

　その声が寝ぼけた頭には夢のように聞こえる。

「……類」

「はい……え……っ」

　答えてしまってから、慌あわてて振り向く。

　暗がりの中に、白い顔がぼんやりと浮かび上がっていた。それがベッドで上体を起こしたルームメイトの顔であると気づくのに十秒はかかった。

　カーテンの隙すき間まから薄はく明めいのような月光が漏もれている。唯ゆい一いつの光源だ。だが、見間違えようはない。

「日ひ世よ子こ！」

　顔をくしゃくしゃにして類は飛び上がった。

「起きたの？　もう大丈夫なのっ？」

　日世子はゆっくりとした動作で起きあがった。闇やみの中に白い顔が浮かび上がる。一いつ瞬しゆん、怪け訝げんそうに目を細めた日世子は、

「うん……？　何のこと、類？　わたしは最初から大丈夫よ」

　そして何かに気づいたように、

「ああ、そうか。あなたは、まだだったね……」

　微笑ほほえむ。白すぎるほど白い顔。

　言葉の意味がわからない。

「へ？」

　なぜだかも解わからない。しかし類は痺しびれるような感覚が背中に走るのを感じていた。

　日世子は窓のほうを眺めて微笑む。

「いい夜ね」

　また類るいに目を戻し、

「いい夜だわ。そう思わない、類？」

「そ、そう……かな……？」

　類には昨夜ゆうべと今夜がどう違っているかなど理解できない。でも、日ひ世よ子こがそう言うのなら何か違いはあるのだろう。あまり自分に自信のない類は、他ひ人とと意見が衝しよう突とつする場合は他人の意見を採用することにしている。ある意味で楽な選せん択たくと言えよう。

「それよりっ……！　日世子ー。よかったよ、起きてくれて。そのままずっと寝っぱなしだったらどうしようかって、今日ずっと……」

「ゴメンね」

　水門に吸い込まれる木この葉はのような動きで、日世子はベッドを抜け出した。微笑が近づいてくる。類は目を見開いて立ちつくす。

　日世子の指が手首に触れた。

　──冷たい。

　夜よ露つゆのように冷たい手が類の両手首を握りしめる。真冬の外から帰ってきたばかりかと思うくらい、それは凍こごえた指だった。

「え？　あ……」

　目をぱしぱしさせる類に、日世子は薄うすい笑えみとともに、

「心配してくれてたの？　嬉うれしいな。よかった、あなたがここにいてくれて」

　ぐい、と両手が引きつけられる。類の体勢が崩くずれる。思いがけないほどの強い力だった。小柄であるとはいえ、類に一切の抵抗を許さず、日世子は覆おおい被かぶさるようにして類を床に押し倒した。

「あっ……。あ、あの、……日世子？」

　本能的に手を引こうとして、まるで微動だにしないことに驚おどろき、次いで自分の両手首を押さえつける同級生の指の温度に改めて驚いた。

　──冷たい。

　日世子の手がそんなに力を込めているとも思えない。なのに類の腕は少しも動かない。まるで万まん力りきで固定されているようだった。

　類に馬乗りとなっている日世子が唇くちびるを動かす。

「……ていい？」

「え？」

　囁ささやき声が聞き取れず、類は自分の上にある白い顔を見返した。

「なに？」

「ねえ、いい？」と日世子は言って、類の目をまっすぐ見つめる。その顔が徐々に下りてくる。

「いいでしょ、類るい……」

　爪つま先さきから発生したむず痒がゆい感覚が頭頂まで走り抜ける。暖房もついていないのに、類の額ひたいに小さな汗の玉が浮いた。

「い、いいって、その……なにが？」

　類の頰ほおに日ひ世よ子この垂たれた髪の先が触れた。白い顔は文字通り目と鼻の先にある。正視できずに類は顔を横向けた。自分の心しん臓ぞうが狂ったように早はや鐘がねを鳴らしている。身体からだが熱い。

　──そして日世子の手はあり得ないくらい冷たい。

「ふふ」

　微笑を満たした顔は降下を止やめない。

「あの、日世子、どどど、どうしたの……？」

　身じろぎできるのは両足くらいだった。手は床に押しつけられている。びくともしない。おかしい。何かがとてつもなくおかしかった。

　固く目をつむり、類は顔を背そむけ続ける。頰に冷たいものが当てられた。類の身体がびくりと震ふるえる。見るまでもなかった。触れているのは日世子の唇くちびるだ。

　薄うすく開いた類の横目を、至し近きん距きよ離りから日世子の目が捉とらえた。笑っている。

「痛いことなんかないのよ。保証する。そうね、ちょっぴりチクってするかもしれないけど、そんなのすぐにどうでもよくなるの。だから、ねえ、いいでしょ？」

「……え」

　呼吸するのも苦しいほど心臓が跳はね回っている。全身が汗ばむ。類は無む意い識しきに手のひらを握り、また開くという動作を繰くり返す。自分の手と思えないくらい熱い。そして日世子の指は氷のように冷たいのだ。

「なんなの……？　どうしちゃったのよう、日世子ー」

　その声は半分以上、泣き声となって部屋に木こ霊だまする。

「泣かないでよ」

　日世子の声は優やさしい。今までかけられたどんな声よりも。

「わたしと同じになって欲しいの。それだけなのよ。類……ねえ、類。これでもあたし、我が慢まんしたのよ。一晩だけだけど。いきなりしちゃうのも節せつ操そうがないと思ったの」

「なな何を……？」

　もはや類は息も絶え絶えだった。

　遠くで木々の間を吹ふき抜ける山風が聞こえる。それよりもっと小さなボリュームで、日世子は囁ささやくように言った。

「欲しいの」

　日世子の視し線せんは一点を向いていた。さらけ出された類の首筋。猛もう禽きんの羽ばたきを聞いた小鳥のように震える類の首を。

　呻うめくようでもあり掠かすれているようでもある。そんな込み上がる思いを抑えかねているような声が類るいの耳じ朶だを打った。

「ちょうだい。あなたの……」

　怖こわ々ごわと見上げる類の真上で、日ひ世よ子こは唇くちびるを吊つり上げて微笑ほほえんでいる。白い歯が見えた。

　鋭するどく尖とがった乱らん杭ぐい歯ばが──。

　夢の中にいるような感覚が類に目め眩まいを覚えさせる。痛いほどに日世子の指が手首に食い込んでいた。

　──冷たい。

　朦もう朧ろうとしつつある類の意い識しきは、それでもしっかり日世子の次の言葉を聞き取った。

「血を」

　声に温度があるのだとしたら、それはまさしく氷ひよう点てん下かの声だ。

「あなたの血を吸わせて」

　日世子の顔が類の頰ほおをかすめて下がっていく。冷気が首筋にわだかまる。

「ね、いいでしょ……？」

「わ……」

　何か言わなくてはと開いた口は何も言ってはくれなかった。

　──血……血？　血を吸う？　どうして？　なぜ？　同じになるってどういうこと？
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　目を開けられない。日ひ世よ子こを見るのが怖い。

「やだ……」

　──ああ、それに……。

　類るいの頭が沸ふつ点てんに達しようとしていた。

「日世子ー。はなしてよ……」

　──どうして……どうしてこんなに冷たいの？　日世子の手も唇くちびるも何もかも……。ほんのついさっきまで、死んだように眠る彼女は温かいままだったのに……。

　──それに……あれは何なの……？

　窓に下がっているのは遮しや光こう性の低い安カーテンだった。月の光が減衰しつつも、ぼんやりと部屋まで届いている。辛かろうじて見えた。

　日世子の左の首に、二つの小さな傷跡がある。ニキビの潰つぶしそこねのような、虫に嚙かまれたような。そんな傷、朝にはなかった。昼にも……。

　もう何も考えられない。暗くら闇やみの空中を浮遊しているようだ。身体からだが痺しびれる。

「こんなの、いやだよ……。怖いよ」

「怖がらないでいいの」

　日世子は答えた。いたわるような声で、

「わたしも最初にこうされるときは怖かったわ。でもね、なってしまうとこれがどんなに素す晴ばらしいことかが解わかるの。きっとよ。類もそう思うわ。以前の自分がどれだけ狭せまくて汚い世界にいたのかがよく解るの。すぐに済むから……ね？」

　──あ、

　冷たくて柔らかいものが首に当てられた。蠢うごめいたそれが割れると、固くて尖とがったものが──。




「そのくらいにしておきたまえ」




　声が響ひびいた。

「無理強じいはよくないな。うむ、よくない」

　聞き覚えのある声だった。

「するなら合意の上でやることだな。有う無むを言わせず力ずくというのは、いやはや、全然気持ちがよくないものだ。少しは見ている側のことも考えたまえ。日世子くんとやら、キミの行いは私の趣しゆ味みとまったくもってかけ離はなれているのだよ」

「えっ……ひえっ」

　類が悲鳴じみた声を出したのも無理はない。

　壁かべ際ぎわに白い人ひと影かげが腕を組んで立っている。暗がりでもまるで輝かがやいているように目に映はえる白衣の男。

「なかなか楽しい催しだった。特に類るいくん、茉ま衣い子こくんがキミを気に入るのも解わかる話だ。その人の行為に対しての流されようといったら、まさに弄いじりがいのあるオモチャ以外の何物でもないな！」

　言いながら、宮みや野の秀しゆう策さくは夜よ目めにも解るほど目を輝かがやかせて両手を広げた。無意味に。

　日ひ世よ子この頭がすっと上がり、冷たい感情を両眼に宿して侵入者を見み据すえる。

「わたしの邪じや魔まを？」

「もちろんだとも」

　宮野は嬉うれしそうに、

「どうせこんなことになるだろうと思い、あらかじめこの部屋に忍び込んでいたのだよ。ああ、どこに隠かくれていたのかと思っているな？　答えると、ベッドの下だ。類くんが戻る前にやって来て、そのまま息を潜ひそめておったのだ。おかげで寝ている日世子くんに対して類くんがしておった恥はずかしい行為の数々は余すところなく聞かせてもらった」

「ひい」

　類の朱しゆの差していた顔が真まっ赤かとなるのを見ながら、宮野は口元を笑いの形に歪ゆがめた。

「しかし、その顚てん末まつを誰だれかに吹ふい聴ちようしたりしないと約束しよう。案ずるなかれ。私は大抵の約束を十回に三度の割合でしか破らない」

「あわわ……わわわ」

　状況の把は握あくに完全なる失敗をしている類は、恥ずかしさと恐怖を同時に体感する始末となって、顔を紅こう潮ちようさせたり青くさせたりして下半身だけでもがいていた。両腕はまだ日世子によって制されており、その日世子は瞬またたかない瞳ひとみに宮野の姿を映し出していた。

　無言の威圧を感じる。しかし動じない奴やつというのはどこにでもいる。

「類くんを解放したまえ。さもなくば、私がキミの首根っこをつかんでそこの窓からポイ捨てすることになるだろう。それともこの私を相手にカロリーの無む駄だ遣づかいのようなバトルシーンを演じてみるか？」

「そんな気ない」

　短く答える日世子。いきなり類の手首が自由になった。身体からだの上に乗っていた日世子が立ち上がり、類に背を向けている。特に身構えるわけでもなく、ただ手を垂たらして宮野を見ていた。

　とっさにどうすればいいのか類には解らない。腰が砕くだけたままになっているから立つこともままならず、後ろ手についた手で這はいずるように壁かべ際ぎわまで移動した。

「ひええ……」

　悠ゆう然ぜんとした足取りで宮野は類の傍かたわらへ歩いてきた。高みから見下ろす茉衣子の上司は、類の上うわ目め遣づかいを確認してニカリと笑った。反射的に目を伏せてしまう類は、どくどくと脈打つ胸を押さえながらこれでよかったのかと考えていた。なぜか間違った行動を取ってしまったような気がしていた。

「類るい……」

　その呼びかけが哀かなしそうな音調に聞こえる。

「わたしじゃなくてそっちを選えらぶの？　わたしは類に仲間になって欲しいと思っているのに。ずっと友達でいたいのに」

「とと友達……？」

　そのフレーズに類の弱点がある。

「そう。永遠の友達よ。これからず─────っと、時間の果てまでわたしたちは友達で居続けるの。永遠なのよ。終わりが来ることはないの。ね、類。そうなってみたいと思わない？　とても気持ちいいの。これが永遠に続くのよ」

「あ……」

　日ひ世よ子この両眼が紅あかい光が点ともっているように見える。見ているとそのまま吸い込まれそうな、魅み了りようされる瞳ひとみだった。

　──きれい……。

　両足が勝手に動いた。簡かん単たんに立ち上がった類は、それから一歩を踏み出そうとして──。

「言ったであろう。そこまでにしておくことだ」

　力強い手が類の肩をつかんでいた。大きくて温かい手だ。その温かさが引き金となって思い出させる。冷たい……冷たすぎた日世子の手を。自然に足が止まった。

「類くんの身は私が預かる。これ以上、ここで放ったらかしにしておくのは危険すぎるからな。私としてはこの猫娘にさして愛着があるわけでもないのだが、このまま生ける屍しかばねとなってしまっては誰だれが悲しまなくとも茉ま衣い子こくんが悲しむ。私がこうしてキャラに合わないようなことをしているのは、まさにそのせいだ。なぜなら茉衣子くんは笑え顔がおが一番見み栄ばえがする。滅めつ多たに見れるものではないが」

「どうやってこの寮りようから出て行くの？」

　あまり不ふ思し議ぎがってはいないような口ぶりで日世子は尋たずねた。

「何にも出会わず入って来れたのは太陽がまだあったから。今はもうない。そして、そう、この寮にいるわたしの仲間たちも目覚めている」

　もう一度問いかける。

「どうやって出て行くの？」

「群れとなって押し寄せるキミのお仲間とやらを搔かき分け薙なぎ倒し一人一人の首をハネながらだ──と言いたいところだが、面めん倒どうくさいし煩はん雑ざつだ。それにそんなことが無む駄だな行為でしかないと私には解わかっている。ここはさっさと逃げさせてもらうとも」

　宮みや野のは道に落ちていた小銭を拾うように、床の上で身体からだを強こわばらせている類の身体を小こ脇わきに抱えた。

「わぁ……！」

　歓声ではない。もう何と反応していいのか頭が追いつかない類るいだった。

　日ひ世よ子この視し線せんが扉とびらを向く──と同時に、軋きしむ音すら立てず、内開きのドアが緩かん慢まんに開かれていく。

「わぁ……」

　悲鳴ですらない。ただ適当な声を発しただけの類である。

　廊下にいくつもの影かげが立っていた。電灯がついていないので、しかと顔を見分けることはできないが、そのいずれも女子寮りようＤ棟の住人であることは判断できた。

　息と鼓動を止め、しかしながら体温だけを残し、生死すら定かでない状じよう態たいに置かれていたはずの寮生たちのシルエット。

「乱暴なまねはしたくないの」と日世子は語りかけるように囁ささやいた。「類、あなたの刻印はわたしが付けてあげる。それともあなたは他ほかの人がいいの？」

　鼻をならした宮みや野のにも、

「あなたもどうなの？　わたしたちと同じにならない？　心地ここちよいわよ」

「おそらくキミの意見は正しいのだろう」

　宮野は嘲ちよう笑しようするように歯をむき出した。

「興きよう味みのあるなしで言えば、私はイエスと答えよう。一度の経けい験けんは百度の伝聞に勝まさる。しかし、ここでそんな選せん択たく肢しを選ぶわけにはいかないのだよ。私にはまだ茉ま衣い子こくんに教えねばならないことが多数ある。それまで私は人をやめるわけにはいかん」

　類の重みを空のボストンバッグくらいにしか感じていないような歩きで、宮野は窓へ近づいた。カーテンをレールから引きちぎる勢いで端に寄せ、窓を開け放つ。

「ひっ……」

　類の部屋は４１３号室であり、当然ながらそれは四階にあることを意味している。少なくとも人間の跳ちよう躍やく力りよくが飛び移りを可能とする距きよ離り内には何もない。林の向こうに校舎の屋上がひっそりと頭を出していたが、ネバーランドの住人でもない限りそこまで飛べる者はこの世に存在しないだろう。

「あれ……？」

　類は高所恐怖症に襲おそわれつつ、地上に目をとめて疑問符を漏もらした。

　人がいっぱいいる。Ｄ棟……いや、彼女と宮野を見上げるように、生徒たちの立ち姿が人影となって数多く点在していた。

　玄関前が特に多い。まるで寮から出てくる者を追い戻そうとしているように──。

「さて類くん。一つ訊きいておこう。キミは自由落下を体たい験けんしたことがあるかね？」

「えっ……？　あああ、ああ……ありませ……」

　宮野の手荷物と化した類はぶんぶんと癖くせ毛げを振った。

「それはよかった。なぜならキミはこれからそれを体験することになるからだ。先ほども言ったように、最初に経けい験けんする行為は何事においても新しん鮮せんかつエキサイティングである」

「……わわわ、まま、待っ」

「断る」

　止める気があったのかどうかは解わからない。結果として日ひ世よ子こはピクリとも動かなかったが、動いていたとしても手遅れだっただろう。

「束つかの間の別れを惜しむ月夜かな──また会おう！」

　へたくそな俳句を吟ぎんじ終えた宮みや野のは、寸すん毫ごうの躊ちゆう躇ちよもなく外へと身を踊らせた。

「──ひいいぃぃぃ」

　内ない臓ぞうが残らず裏返しになるような浮遊感──今度は夢む幻げんの産物ではない。墜おちている。重力加速度に従い、宮野とその白衣の片腕に抱えられた類は一目散に地面を目指した。







　女子寮りようＤ棟は無数の男女によって包囲されている。顔を見れば解った。そのほとんどは保安部に所属する生徒たちである。特にＤ棟玄関前に蝟い集しゆうしている顔の数々は、手て練だれと称されても誰だれも反論しないであろう能力を持つ者どもだった。

　外灯と月明かりの下、彼らは一いち様ように顔を上向かせている。

〈彼女〉も見た。

　女子寮の四階から身を乗り出し、背はい後ごに何かを告つげている白衣姿とその手にしがみついている小柄な癖くせ毛げの少女。

　身を潜ひそめていた林の木こ立だちの中で、〈彼女〉は目をこらして二人の姿を捕ほ捉そくする。この距きよ離りでは表情までは解らない。白衣と少女の姿はまるで小さな人形のようだった。

「…………」

　待つまでもなく、二つの人ひと型がたはあっけないほど簡かん単たんに窓から墜ちた。

　彼らの着地地点を目で追う。待っているのは石いし畳だたみだ。数秒とたたず彼らは二つの血にまみれた肉塊と変じるだろう──。

「…………」

〈彼女〉は見ていた。

　石畳に突如として出現した暗黒光の魔法円マジカルサークルを。

　書式は自己流、だが充分すぎるほどのＥＭＰ場が形成される。その独特の気け配はいは〈彼女〉の身にも届く強度を持つ。〈彼女〉が最も警けい戒かいすべきＥＭＰ能力者の一人だった。

　次の瞬しゆん間かん、二人は魔法円に向かって落下していた。

「…………」

　夜風に乗って聞こえるのは、高らかな哄こう笑しようと声にならない悲鳴。

〈彼女〉の見守る視界の中で、魔法円から何かが飛び出した。

　星のない夜空や真昼の影かげよりも黒い何百という数の触しよく手しゆ群ぐん。〈彼女〉はイソギンチャクを連想する。恐ろしく巨大で暗黒の腕を持つ海の腔こう腸ちよう動物。邪神の体毛のように絡からみ合いながら、触手はフリーフォールを敢行した二人へと伸びていく。

　白衣と少女はそのただ中に落ちた。

　蠢うごめく蔦つたのような触手に埋まって二人の姿が覆おおい隠かくされる。

〈彼女〉は思わず微笑を落とした。少女にとって、あのダイブは恐怖体たい験けんそのものだっただろう。受け止めてくれるのが、ああも不気味な腕かいなでは。

　目を転じる。

　４１３号室の窓に暗い人ひと影かげが見て取れた。その彼女はしばらく下を眺めているようだったが、やがてその場を離はなれて影を消し去った。

「…………」

　そろそろ時間だ。

〈彼女〉も消える。







「ふむう」

　類るいをぶら下げたまま地に降り立った宮みや野のが、周囲の状況を確認するように、

[image: ]

「いやはや。保安部全員がお揃そろいで包ほう囲い網もうを敷しいているとは、さすがは縞しま瀬せ真ま琴こと、会長代行にして学園におけるオールシーイングアイだ。用意周到かつ準備万端、事じ態たいの転がり先をすっきりお見通しと言ったところか」

　実際のところ、Ｄ棟で発生した日ひ世よ子こと類るいの間でかわされたような寸すん劇げきは、その他ほかの寮りようでも縮しゆく小しよう再生産された形ですでに演じられていた。ほぼ全員が奇怪な死者となっていたのはＤ棟のみで、そんな所で夜を迎えた変わり者は蒼あおノ木き類るいただ一人だが、他の寮棟で死体化していた寮生は数名から十数名であり、まともな生徒の数が絶対的多勢を誇る。日世子のように夜に起きあがる死者の存在は、類がルームメイトに襲おそわれそうになった頃ころには生徒自治会の知るところとなっていた。

　宮みや野のは集合した面々に確認するような目を向けつつ、

「もう少し遅れていれば、連中は学園の夜陰へ繰くり出していただろう。なんとか水みず際ぎわでの封じ込めは出来た。だがしかし、いかにも応急処置だ」

　今や最も注意を傾けなければならないのが高等部女子寮Ｄ棟なのは誰だれの目にも自明だった。それがゆえのＤ棟包囲網であり、もちろんその中には保安部対たい魔ま班はんに属する彼女もいた。

「類さん！」

　周囲にいた誰だれよりも真っ先に駆かけ寄った茉ま衣い子こは、バカみたいな笑え顔がおで立っている宮野を突き飛ばし、放り出されるように地面に横たわった類を抱え上げた。

「無事ですか!?　ケガはっ!?」

「……うーんうーん……む、は……」

　失神半秒前にいた類の目ま蓋ぶたが弱々しく開かれて、

「あ、茉衣子さぁん……うううっ」

　ひしと抱きついて、類はおいおい泣き始めた。

「こわい……怖かったですよ……うええ、えええ」

　よしよしと癖くせ毛げを撫なでつけてやりながら、茉衣子は腕の中で震ふるえる同級生を抱き留とめた。

「もう安心です。ここは安全ですわ。そう、わたくしの側そばならば……」

　それから宮野に吊つり上げた視し線せんを向ける。

「班長、あまりにも無む茶ちやですわ。わたくしならともかく、類さんにこんな責め苦を味わわせるなんて、少しは酷こくだったナアとか、もっと配はい慮りよすべきだったとか、ちゃんと反省の弁を聞かせていただけるのでしょうね」

　宮野の足元にあった魔法円マジカルサークルは綺き麗れいに消え失うせていた。二人が暗黒触しよく手しゆのカーペットに舞まい落ちたとき、茉衣子が最初に連想したのはそのまま地の果てへと吸い込まれるいたいけな生いけ贄にえの姿であって、いかにも類は生け贄にうってつけのように思われ、触手が魔法円内に引っ込んで二人の身体からだがあらわになってからも宮野が邪神の神官であるかのような幻想は消えてくれなかった。

　実際にそうでなくとも、このようなとき茉ま衣い子この心の内部では、自らの野心を成じよう就じゆするために女子生徒の一人くらいスケープゴートにしかねない宮みや野ののイメージが喚かん起きされる。

　どんな野心があるのかは知らないが。

　茉衣子は黒衣に類るいの落らく涙るいを染しみこませるに任せながら、

「まったく、やっぱりわたくしたちの部屋に留とどまればよかったのですわ。そうすればこんな恐ろしい目に遭あわずにすんだでしょうに……。ほんとうに」

　母猫にはぐれまいとする子猫のように類は茉衣子に爪つめを立ててしがみついている。つ、と茉衣子は手を伸ばし、類の首筋に指先を這はわせた。左右の首を探さぐる。

「あうっ……」

　表現しがたい上ずった声を上げる類に、

「よかったですわ。あなたは連中の仲間になっておりませんわね。よく無事でいられたものです」

「無事に決まっておるではないか」宮野ががなり立てる。「私が何時間もベッドの下で這はいつくばっていたのは何のためだと思っているのかね。類くんを連中から救い出すためだぞ。さよう、私に任せておけば一事が万事快かい刀とう乱らん麻ま、なべて世はこともなしだ！」

「ふん」

　類の背に回した片手はそのままにして、茉衣子はスカートのポケットからメモ用紙を取り出した。

「なんですの、この置き書きは。もっとストレートに伝達する手段などいくらでもあったでしょうが。わたくしに口頭で伝えればいいものを、なぜこんな思わせぶりな」

　そのメモの内容はこうである。

『心配無用である。類くんは私が救出しよう。これを見る頃ころ、彼女が救出すべき状況に置かれていればの話だが（笑）』

　無む駄だなまでに流りゆう麗れいな文字だった。どこの代だい書しよ屋やに頼んだのかと問いかけたい。

　茉衣子がこれを見たのは、陽ひの落ちかけた夕暮れ時、夕食から戻ってきた若わか菜なに手渡されてからである。茉衣子はあれからベッドで寝息を立て続けており、若菜の手によって目覚めることになった。

　そしてその時、すでに事じ態たいは悪化の方角に進路を転じていたのである。

「あの時点での状況はまだまだ流動的だった。死者どもが起きあがる確信は九割九分九厘に達していたが、それでは十全とは言えない。私は定かではない推測を得意げに語ったりはしないのだよ」

「噓うそばっかり。その言葉がすでに噓にまみれているではないですか。エピメニデスのパラドックスをご存じ？」

「知ってはいるが、あいにくクレタ人に知り合いはいない。会ったこともない。よって彼かの地の人々が噓つき揃ぞろいかそうでないかは留保事項だ。現地取材が必要だな。うむ、海外旅行もよいものだぞ茉ま衣い子こくん。次の夏までにパスポートを取得しておくように」

「班長」

　エーゲ海を見下ろす緑の丘に立つ自分込みの風景画（しかも宮みや野のとツーショット）を幻視したことを恥はじながら、茉衣子は強引に軌道修正を図った。

「類るいさんが自室に戻るつもりなのを、どうして班長が知っていたのです？　よくもまあ、気け取どられないように潜もぐり込めたものですわね」

　どんな返事をするかと思いきや、意外にも宮野は変な顔をする。

「そう言えばそうだな。私はどうやって類くんの部屋に入り込んだのだろう。ふむう？　おかしい。確かにこれは変だ」

　首をひねり出す宮野を、茉衣子は軽けい蔑べつしきった目で眺めやり、

「自分の記き憶おくでしょう。思い出せないわけがありませんわ。それとも班長はベッドの下で自然に湧わき出したとでも言うのですか。まるで虫の──」

　言い終わらないうちに、茉衣子もまた奇妙な感覚が舞まい降りるのを自覚した。

（あれ？　何でしょう、この既き視し感かん……。どこかでこんな会話を）

「虫だって自然に湧いたりしない。それは単なる見落としであり……」

　宮野の語尾が上昇する煙のように消えていく。二人の顔が見合わされる。

「はて、茉衣子くん。以前に同じようなことをキミから聞いたような気がするのだが、そして純然たる気のせいで間違いないという気もしているのだが……」

「わたくしもですわ」

　デジャブを共有する相手としては大いに不満だったが、漠然とした変な感覚は確かにそこにある。

「虫がどうしたという話を、どこかで……」

　ふっと風が吹き、茉衣子の黒髪をなぶって通り過ぎた。見えない天使か妖精が宮野と茉衣子の顔の間を飛んで抜けたように、何とも言えない空虚なムードが漂ただよった。

　間──。

「ん……」

　額ひたいをこつこつと叩たたき、宮野は奇妙な表情のまま口を開いた。

「ああ──思い出した」

　なぜ思い出せなかったのか理解不能といった顔である。

「誰だれあらん、そこにいる類くん本人に聞いたのだよ。食堂から戻るさなか、なにやら決意を表明したがっているような顔でギクシャクと歩いていたものだから、ちと気になってな。すると自分の部屋に戻るなどと言い出すではないか。そこで私は大急ぎでメモを書き、厨ちゆう房ぼうで飯めし炊たき係をやらされていた若わか菜なくんにキミへの伝言を託すと、返す刀で類くんの部屋まで先回りしたという絵に描かいたような筋書きだ。ギリギリ間に合ってよかったことだ」

「そうでしたか」

　なぜ自分がホッとするのか解わからない。茉ま衣い子こはうなずき、

「相変わらず、せわしない人生を送っておられること」

「それにしても若わか菜なくんも超人的なお人ひと好よしだな。当番でもないのに、人手が足たりぬとなると決まって彼女が食堂で働いているような気がするぞ。そういえばキミのエプロン姿を一度も見たことがないが、それはキミが壊かい滅めつ的なクッキングセンスを持っているからかね？　茉衣子くん」

「憶おく測そくでの物言いは厳げんに謹つつしんでくださいませ。得意料理の一つや二つ、いえ、五つくらいは楽勝です。わたくしのレパートリーは決して少なくありません」

「それはいい。今度私に作って見せてくれたまえ」

「もちろん、いやです」

「なるほど。残念なことだ」

「何がなるほどなのです」

「素直になれなくて後々呻しん吟ぎんするキミの習性は知り尽くしておるからな」

「知られた覚えはありませんし、そもそもございません」

「あ、あの……」

　小声が二人のやり取りを中断させた。声の主は、これまで茉衣子が抱き寄せ続けていた娘の唇くちびるから発せられていた。

「まま茉衣子さん、その……もうだいじょうぶです……よ？」

　類るいは両手をぶらぶらしながら赤みがかった顔で、

「そのう……そろそろ離はなし……いえその」

「失礼しました」茉衣子は類の身体からだに回していた腕をほどく。「無む謀ぼうな班長との対話にかまけて、すっかり失念しておりましたわ。とにかく、あなたが無傷なのは何より喜ばしい事じ態たいです」

「喜んでばかりはいられんがな」

「そんな嬉うれしそうに言われたくありませんわ」

　茉衣子は類を解放してやり、四方に目を配った。

　Ｄ棟前に集合している保安部所属の同どう僚りようたち、その誰だれとも視し線せんが交わることはなかった。彼ら全員、宮みや野のにも茉衣子にも類にも興きよう味みを持つことなく、ただ一つの方向に顔と目を向けている。

　女子寮Ｄ棟の玄関口。そのガラス扉とびらの向こうに人の姿があった。

　雨あま森もり日ひ世よ子こ。

　血の気けの失うせた顔で、彼女はあっけなく扉を開き、微み塵じんの狼ろう狽ばいもなく歩き出いでた。静かな足取りはどこまでも落ち着き、優ゆう雅がにさえ思えるほどだ。

　茉ま衣い子こは唇くちびるを嚙かみしめる。

（彼女たちの時間が始まったのです。夜が明けるまで、あと何時間かかるのでしょう……）

「あの、あのあの、」

　離はなしたばかりの類るいが再び身体からだを寄せてくる。

「いったい、その、どうなっているのか、そのう……。このＤ棟の人たちに何が……」

　混迷を極きわめる類のセリフに、白衣の主が片手を振りかざしてストップをかけた。

「もはやここは女子寮りようＤ棟ではない」

　宮みや野のは新種の虫を発見した生物学者のような顔で、

「これは橋きよう頭とう堡ほだ。夜歩く生ける屍しかばねたちの、現げん世せにおける足がかりなのだよ。そう、」

　雨あま森もり日ひ世よ子この背はい後ご、Ｄ棟の玄関から何人かの生徒たちがゆったりとした足取りで現れた。

　茉衣子たちに言い聞かせるように、宮野は言ことの葉はを継つぐ。確信に満ちた声で、

「吸血鬼どものな」













○第五章







　吸血鬼──。

「夜間の徘はい徊かいを専もつぱらとして日中において眠る、生ける者の血を求めては啜すすった血の持ち主を同類へと変え、不死身の肉体を持つと同時に不老をも誇り、人間とは比べるべくもない肉体的強きよう靱じんさと強大なる腕力をほしいままにする存在。誰だれもがその名を知っている。太たい古こより人類に怖れられ、数ある伝承や伝説の中核をなし、今なお畏い怖ふと尊そん崇すうと憧どう憬けいをもって語られる普遍的かつ高名な夜の住人にして世界で最も有名な種族たち。個体レベルで完全に人間を凌りよう駕がする者……それが今、私たちの目の前にいる者どもなのだよ」

　朗読するように宮野は低い声で論じる。

「生に非あらず死に非ず──。その解答がまさに提示された。我々が発見した例の現象の結実、それが解わかりやすい形で提示されたのだ。すなわち、吸血鬼という形となってな」

　それは茉衣子にもすでに解っていたことだった。

（だって、Ａ棟や他ほかの女子寮、いいえ男子寮でも起きていた現象ですもの。死んでいるとしか思えなかった人たちが、日が落ちるや否いなや起きだして、他者の血を求めるような行動を取り始めたのですから……）

　幸いにして、茉ま衣い子この寮りようでの犠ぎ牲せい者は最小限に食い止められた。もともとの数が少なかったと言うこともあったし、吸血鬼として覚かく醒せいした生徒たちが、怪物のように暴れ出したりしなかったせいもある。力ずくで取り押さえる必要もなかった。駆かけつけた茉衣子たち保安部要員を前にして、彼女たちはおとなしく軟禁状じよう態たいに甘んじた。今いま頃ごろは数名の監かん視しのもと、二三の部屋の内部でじっとしているはずである。

　そうしておいて、茉衣子が不安感に襲おそわれたのは類るいのことがあったからだ。女子寮Ｄ棟はほとんどが生ける死者によって占められている。単身、舞まい戻った類だけが唯ゆい一いつの普通の人間だ。宮みや野のからの伝言メモがなかったら、矢も楯たてもたまらず突入するところだった。結果的に類は宮野によって救い出され、こうして側そばにいる。彼らの仲間にされていなかったのは、安あん堵どを誘さそう事実として茉衣子の心に若じやつ干かんの安らかさを生じさせた。

（でも、Ｄ棟では八十七人もの人たちが吸血鬼となってしまったのですわね。大事ですわ。これからどうなるのです。どうやったら彼女たちは元に戻るのでしょう。まさか、一人一人の心しん臓ぞうに白しら木きの杭くいを打ち込んで回るようなことになるのでは……。しかしそれで吸血鬼を滅ぼしたとしても、再び彼女たちが人間に戻るなんてことはないのではないでしょうか）

　それでは殺人と変わらない。吸血鬼となった段階で彼らは死んでいたのかもしれない。それでも茉衣子は、顔の見知った同じ学校の生徒たちを、今度こそ完全な死に導みちびくような行為に率そつ先せんして従事する心構えに欠けていた。

（大量殺人に他ほかなりません。私はそれまで仲間だった人たちを、いいえ、誰だれであろうと殺すことなんてできそうにありません。なんとか人間に戻す方法はないのですか？）

　誰か──。

　茉衣子は集合している保安部の面々を見渡した。誰でもいい、解決策を持ってきてください。この際班長でもかまいません。この騒そう動どうを沈静化できる、そんな能力を持っている人が一人くらいいるはずです。

「ちょっと退どいてくんない？　ほら道開けてったらさ」

　おどけたようなその声に、茉衣子は幾分救われる思いがする。緊きん張ちよう感かんのない、いつも通りの余裕とすべてを面おも白しろがるような上級生女子が登場してくれた。

「まあ、あんたらも面めん倒どうなことになっちゃってくれたわねえ。あたしの仕事をどれだけ増やせるか、第三ＥＭＰに事件を起こすことを誰かが趣しゆ味みにしてんじゃないかと思うわさ。まったくねえ、迷めい惑わく千せん万ばくとはこのことよねえ」

　長いポニーテールを振り振り現れたのは、縞しま瀬せ真ま琴ことの気けだるそうな姿だった。茉衣子が羨うらやましく感じているプロポーションと美しく整った顔立ちをした会長代理は、宮野と茉衣子と類にシニカルな微笑ほほえみを見せつけながら、すたすたとＤ棟の玄関まで歩いていく。

　待ち受けているのは雨あま森もり日ひ世よ子この静寂な立ち姿だ。それに向かって、

「あんたが吸血鬼代表？　話し合いには応じるって？　Ｄ棟寮りよう長はどうしてんの」

　答える日世子の声は、無風の水すい面めんのように感情の動きがなかった。

「寮長は外に出る気はないようです。真ま琴ことさん。ここではわたしが全員の総意を代弁する立場にあるの。他ほかの人たちは何を言ったりしたりする気はないようですから」

　学園の臨りん時じ的支配者、ＡＡＡトリプルエー級テレパスを前にしても日世子は少しの気後れも感じていないようだった。それどころか自信すらみなぎっているように思える。

「ふうん。やっぱりね」

　真琴はうなずき、

「で？　あんたらの望みは何？　輸ゆ血けつ用血液を人数分揃そろえるとか？」

「別に」

　平然と日世子は一笑に付す。

「そんなものを要求しようとは思わないの。わたしたちが求めるものはただ一つです」

　当然の権利を主張するように、

「自由を。この学園内での自由をわたしたちは求めているの。いいでしょ？」

「まず自由の意味を定義してくんない？　あんたらの言う自由ってやつを」

　真琴の眼光を浴びつつ、日世子の立ち姿は揺ゆらぎもしない。

「束そく縛ばくしないこと。そして、仲間を増やすことに口出しないこと。わたしたちを強引な手段で排除しないこと」

　ふふん、と真琴は冷たい笑えみを返す。

「そう言わせてるのはあんたの意志？　本当に？」

「疑うの？」と日世子。

「まあね」

　真琴はくくった長い髪の先を指で摘つまみ上げる。

「変なのよねえ。やっぱり変なのよ。おかしいわ、こんなの。あたしにはあんたが自分の意志でそう言っているようには思えないのよね。それどころか、あんたに意志なんてものがあるとも思えない。少しも感じられない」

　ゆったりとした口く調ちよう。

「あんたたちは死んでる」

　どことなく物もの憂うげでもあった。

「精神波を出してないし思し念ねんが存在してない。何も考えていないはずよ。それどころの話じゃないわね。生命活動の証あかしがあんたたちからは感じられないのよね。脳死とか植物状態とかのレベルじゃないわ。生体ではないのよ。死体が動いて喋しやべってる。あんたたちに比べたら観かん葉よう植物のほうがよほど饒じよう舌ぜつな精神活動をしてると言えるわね」

　珍めずらしく落ち着いた声で話す真ま琴ことに、茉ま衣い子こは軽い驚おどろきを感じていた。思わず口出ししてしまう。

「でも真琴さん。彼女たちは現に動くことも話すこともできているじゃないですか。それなのに……」

「そうなのよ。あたしには連中からどんな精神波も感知することができない。言っておくけど、あたしは意い識しきを持つものなら、たとえ昆虫や原生動物からでもそれを知ることができるわ。目を閉じていても『生命』がそこにいることくらいは解わかるわけ。でも、この連中にはそれがない。空っぽ。目をつむったらいないも同然になっちゃうのよ」

「じゃあ……」

「ええ、そう。こいつらは生きてない。このＤ棟まるごと静かなもんよ。騒そう々ぞうしい思念や精神波がまったくのゼロ。いいこと？　ゼロよ。精神ブロックしてるとか、探知できないほど矮わい小しよう化かしてるとかじゃあないわけ。何もない」

　真琴は目を明かりの点ともらない夜の寮りようへと向けた。

「生命が死滅した世界だわ。ここに生を持つ人間は誰だれ一人としていない。生命を持たないにもかかわらず、まるで生きているかのように振る舞まう死者のみの住居よ。まったくもう、対処に困るものが出てきてくれたものよねえ」

　日ひ世よ子こが薄うすく笑う。

「真琴さん、あなたがわたしたちを死者だと思うならそれでもいいの。わたしたちは誰だれに何を思われようと確かにここにいるのだから。それで、どうしますか？　わたしたちを滅ぼす？　あなたはわたしを死体だと言う。死んでいるものをどうやって殺しますか？　バラバラに切り刻んだり？　灰になるまで燃やし尽くす？　そんな手段が有効だと思います？」

「んなこたーしないわよ」

　面めん倒どうくさそうに真琴は手首を振った。

「そんな状態になってるとは言え、あんたたちは第三ＥＭＰの生徒であることは間違いないもんね。タチの悪い伝性病にかかったからって、焼いて消し炭ずみにしようとは思わないわ。それにそんなことしても無む駄だなんじゃないの？　どうせ何やったってあんたらの肉体を消滅させることはできないんでしょ？」

「安心しました」

　日世子は微笑ほほえみ続けている。

「わたしたちとしても戦争は避さけたいところですから。争いは不毛です。やるだけ無駄なの。最後に残るのはわたしたちに決まっているから」

「あら、そうなの？」

「そうです。わたしたちは不老不死を手に入れました。永遠の刻ときを克服したの。わたしたちは待つだけでいい。人間はいずれ年老おいて死にます。しかしわたしたちはそうではありません。ここにいるすべての人の死を見届けることができるのです。とても素す晴ばらしいと思いませんか？」

　白い容よう貌ぼうが、類るいへと。

「今からでも遅くないわよ。類、こっちに来ない？　仲間は沢たく山さんいるわ。これからもっと増えるでしょう。死なない身体からだを手に入れたいと思わない？」

「……う」

　日ひ世よ子この柔和な視し線せんと声に、類の手が動どう揺ようする。頼りなげに震ふるえる華きや奢しやな手を、茉ま衣い子この指が搦からめ捕った。

「惑まどわされてはなりません」

　茉衣子は類の腕を抱きしめる。

「二度とお日様の下を歩けなくなってもいいのですか？　吸血鬼なんて間違ってます。そんなの、いてはいけないのです。わたくしは認めません」

　日世子をキッと睨にらむ茉衣子の頭に、大振りの手のひらが乗せられた。

「すべからくその通りだ、茉衣子くん！」

　宮みや野のが気味の悪い笑え顔がおで見下ろしていた。

「吸血鬼などというシロモノがこの世に存在するはずがない。存在できないのだ。なぜならこの世界はそういうふうにできていないからだ。吸血鬼の生せい態たいには様さま々ざまな矛む盾じゆんが秘められている。現実的な存在ではないのだよ。おかしな事態に陥おちいったものだ」

　日世子は首を傾かしげただけで何も言わない。真ま琴ことは肩をすくめている。類はガタガタと震ふるえ、茉衣子はそんな類の背に手を回していた。他ほかの保安部員たちも無言で状況を見守っている。

　無言の行がしばらく続いた後、

「ま、いっか」

　気の抜けた声を出したのは真琴だった。

「協定でも結んどきましょ、吸血鬼代表さん。円えん滑かつな学園生活を送る上でね、面めん倒どうなイザコザが起きないように歩み寄るとしようじゃないの。お互いに」

「そうですね」

　我が意を得たりとばかりに日世子は首しゆ肯こうし、背はい後ごの仲間たちにもうなずきかけた。誰だれからも反対の声は上がらない。

「しばし待ちたまえ。一つだけ訊きいておきたいことがある」

　宮野の白衣姿が日世子の前に立ちはだかった。

「キミたちには生命というものがない。ではＥＭＰ能力はどうか。吸血鬼と化した今、キミたちに宿っていた超常能力はどうなっている？　まだその身に留とどまっておるのかな」

　その質問に何の意味があるのか、茉衣子には判読できない。しかし宮野の声こわ色いろから、どうも真剣に尋たずねていることだけは解わかる。これこそがすべての謎なぞを解明する鍵かぎであるかのように、宮野のは食い入るように少女吸血鬼を見つめていた。

　対して、日ひ世よ子こは少しの狼ろう狽ばいもなく答えた。

「ありません。わたしたちにはもう不必要なものです。ＥＭＰ能力……そんなあってもしかたのない力、なくしたところで全然惜しくなどありません。でしょう？」

「そうかもしれん」

　宮みや野のは満足そうに白衣のポケットに両手を入れた。

「貴重な情報を貰もらえたことに感かん謝しやする。吸血鬼化の見返りはＥＭＰ能力の喪そう失しつか。ふむ、ならば彼女たちをこの学園に留とどめ置く必要性もないのではないかな？　ここはＥＭＰ学園であって吸血鬼学園ではない。どうかな、会長代理どの？」

「却下ね」

　即刻の否定を告つげ、真ま琴ことは宮野へ視し線せんを飛ばした。

（あら、今……）

　茉ま衣い子こは目を瞬しばたたかせた。

（真琴さんと班長が、何やら目で会話しあったような気がしますが……。何なのでしょう。この二人がアイコンタクトを図るほどの仲だなんてありえませんし……）

　錯さつ覚かくだったか、真琴はまた日世子に向かって、

「我が校から吸血鬼を世に放つわけにはいかないわねえ。それともあんたたち、学校を出て行くつもりでいんの？」

「いいえ」

　というのが日世子の回答である。

「今のところは」

「そう、そりゃよかったわ。でもそれが全員の総意で、なおかつ本気かどうかは怪あやしいものね。ふふん、なんでって、そりゃあたしがあんたたちの思し念ねんを読めないからよ。なんせあんたらには意い識しきがないんだもんね」

　真琴はお手上げのポーズをして、天を仰あおいだ。

「でもまあ、いいわ。一応信用しときましょ。警けい告こくしておくけど、無断で学外に出て行くような奴やつはそれこそ警告なしでイタイ目に遭あわすからね」

「そうですね」

　日世子は変わらず冷静に言った。

「言葉を用いた取り決めをしましょう」

　悠ゆう然ぜんたるものだった。日世子は真琴を怖れていない。

「あなたたちとわたしたち、双方の自由と共存の道を。夜はまだ終わらない。長い闇やみはまだ始まったばかり……」

　白い肌にそこだけ紅あかく浮き上がった唇くちびる、その両端がきゅっと吊つり上がる。

　本能が恐怖を呼び寄せ、茉ま衣い子この肌が粟あわだった。類るいを強く抱きしめてしまったのは彼女を保ほ護ごしようとする意図のみにあらず。誰だれかのぬくもりを感じたかったからだ。

　宮みや野のの手が、ずっと頭に乗っていることも忘れて、茉衣子は対たい峙じする真ま琴ことと日ひ世よ子この姿を眺めていた。







　扉とびらを開けると同時に、滅めつ多たに鳴らない携帯電話が鳴り出した。

　まるで彼がこの時刻に自室に戻ると解わかっていたようなタイミングだった。

　高たか崎さき佳よし由ゆ季きは急ぐ素そ振ぶりも見せずに机に近寄ると、引き出しから電子音を響ひびかせる電話機を取り出した。

「もしもし」

『面おも白しろいことになっているようですね』

「……第一声がそれか。他ほかに言うことはいくらでもありそうだがな」

『解りきった前置きや社交辞令は不要でしょう。僕とあなたの仲ではありませんか』

「どんな仲だって？　僕はお前に電話番号を教えた記き憶おくなんかない。その程度の仲だってことだろう」

『おやおや、僕が誰だか本当に解っているんですか？　その上でのお言葉ならば、多少のショックを感じざるを得ませんが』

「真琴の兄貴だろ。まさか妹から番号を聞き出したんじゃないだろうな」

『相変わらず、つれませんね』

　抜ぬき水みず優ゆう弥やは楽しげに応答する。軽けい薄はくな含み笑いが電波に乗って届けられた。

『こうして話すのも久しぶりだと言うのに、少しは感動してくれないものでしょうか。僕のほうには話したいことがいっぱいありますよ』

「なら、留守電にでも吹ふき込むんだな。いったん切ってかけ直してくれ。録ろく音おん時間は三十秒だから、簡かん潔けつにまとめて話すんだな」

『長い話ではありませんが、三十秒規制は厳きびしいですねえ』

「直接来ればいいだろう」

　フローリングの床に腰を下ろし、佳由季はベッドを背もたれの代わりとした。

「理由もなくあちこちに出没するのがお前の得意技なんじゃないのか」

『僕だって理由もなくそんなところまで出向いたりはしませんよ。ちなみに電話をかけたりもしません。要件があるからこそ、こうして文明の利器に頼っているというわけです』

　また低い笑い。

『頼らざるを得ないといったところなんですよ。正直に言いまして、僕がおいそれとあなたの許もとへ出向くことはちょっと難むずかしくなっているのです』

　溜ため息いきが混じる。

『真ま琴ことの仕し業わざですよ。第三ＥＭＰのセキュリティは、数ヶ月ほど前から段違いに強化されています。実体でもアストラル体投射でも、僕が第三の敷しき地ち内に現れるや否いなや、たちどころに屈強な保安部員たちが大群で押し寄せて、大おお捕とり物ものの末に捕ほ縛ばくされるという筋書きになっています。ああ、たぶん存在の不確かな会長さんも一枚嚙かんでいるんでしょうね』

「知らなかったな。そりゃ、よかった。僕としてもお前の顔を何度も拝むのは願い下げにしたいんだ。イヤな思い出が自動的に蘇よみがえるからな」

『ちょうどいい。僕もその話をしようとしていたんです。あなたの失われた妹さん、春はる奈なさんについてね、ちょっとお話ししたいことがありまして』

「僕にはない。切るぞ」

『春奈さんは、なぜ死ななければならなかったのか』

　慌あわてる様よう子すもなく、優ゆう弥やは続けていった。

『その理由が解わかったような気がしたんです。兄であるあなたにそれをお教えしようかと思いましてね』

「交通事故に理由なんかあるもんか。うっかり車道に飛び出して、それでトラックに撥はねられた。僕の目の前で」

『それは現象の表層を見ただけのことですよ。それでは、どうして春奈さんは車道に飛び出さなければならなかったのですか？　あなたは見ていたはずです。六年前のその日、春奈さんが気を引かれるような何かが道の対岸にあったとでも？』

「何が言いたいんだ」

　思い起こすたびにムカムカする映像を呼び出され、佳よし由ゆ季きは声を怒らせた。

「春奈は事故死して、その日に幽ゆう霊れいになって半年前にまた消えた。僕はあいつのことを忘れない。だが、お前に春奈のことを語られるのは金こん輪りん際ざいごめんだな」

『春奈さんは不測の事故で死亡したのではなく、何者かによって殺されたのだとしたらどうです。それでもあなたは冷静を保っていられますか？』

　何を言い出しやがる。佳由季は電話を床に叩たたきつけたくなるのを辛かろうじて堪こらえながら、

「あの時、僕らの周りには誰だれもいなかった」

　意い識しきすることもなく暗い声になる。

「誰も春奈の背を押したりはしてない。僕と若わか菜なしかいなかったさ。だいたいあいつを殺して誰がどんな得をする？」

『この夏のことを覚えていますか？』

　優弥は唐とう突とつに話を変える。

『あなたも騒そう動どうの末席に加わっていたでしょう。並列世界を移動し続ける娘の件ですよ。僕もまた移動することになってしまった。それは僕が望んだことではなくて、不本意にも半強制的なことだったわけですが、おかげで色んな世界を見ることができました。まあ、勉強になったと言っておくべきでしょう』

　佳よし由ゆ季きは黙だまっている。

『その色々な世界ですが、この世界では機能していないＰＳＹサイネットワークが実地に役に立っているところが多々ありました。春はる奈なさんが生きている世界もね。いや、彼女が生きている世界のほうが多かったくらいです。僕が確認できた範はん囲いでは』

「何が言いたい」

『ネズミの入った箱はこを想像してみてください。ずらっと並べられた何個もの箱の中に、それぞれネズミが一匹ずつ入っています。そしてネズミたちにはすべて別々の薬を与えるわけです。そうやってどの薬がどんな効果を生むのか確認する実じつ験けんの様よう子すをね、ちょっと思い描いてもらいたいわけですよ』

「箱が世界で、ネズミが僕たちだとでも言うのか？」

『解わかりやすい例題でしょう？』

　優ゆう弥やの声は電話を通じてもなめらかである。

『箱の外……つまりこの世界の外側で、我々の動きを観かん察さつし、時にはコントロールしているような誰だれかがいる。その何者かはこう思いはしなかったでしょうか。どの世界にもＰＳＹネットがあっては比較対照ができない。それがない世界も一つ二つ創つくっておくか。ＰＳＹネットは高たか崎さき春奈が発生させる。ならば、彼女を死なせてしまえば……』

「黙れ」

『黙ってもいいですよ。しかしあなたは無関心でいられますか？　なぜなら、あなたはそんな観かん察さつ者側の存在と出会っているからです。夏、あなたと若わか菜なさんが里帰りしたとき、電車の中で話しかけてきた少女がいたのを覚えているでしょう。彼女は〈年表干渉者インターセプタ〉、超越的観測者の一人ですよ』

　佳由季は奥歯を嚙かみしめた。

『彼らが何のために何をしているのかは解りません。ＰＳＹネットが何のためにあるのかだってね、推論の域を出ませんよ。そこの会長さんは何と言っていましたっけね。能力者同士をコネクトすることで一つの巨大な客きやつ観かん性を生み出すでしたっけ。そこから生まれる高次の知性体とかでしたかね。まあ、こちら側にいる人間の想像力では、どうしても限界がありますね』

　優弥は黙らない。黙るつもりなど最初からないのだ。

『ねえ高崎さん。今も第三ＥＭＰで奇妙な事件が進行しているところでしょう？　それはいったい誰が何のためにやっていることなのでしょうね。僕たちはしがない箱の中の実験体で、何者かによって好きなようにいじくり回されている可哀かわい想そうな下等動物なのかもしれませんよ』

「それで？」と佳由季は冷気を伴う声で、「お前はどうしたいってんだ。そんなことを僕に言って、何を目もく論ろんでいるんだ？」

　電話の向こうで優ゆう弥やは微笑したようだった。

『何も。世間話のようなものだと思ってください。無む性しように誰だれかと話したくなる時って、誰にも訪れるものですよ。とりあえず……そうですね。本題はむしろ、あなたをも悩ませているだろう、吸血鬼たちについてです』

　男子寮りようＣ棟で発生した吸血鬼は七名。幸い他ほかの寮生に被害が及ぶことはなく、その七名は二部屋に分けて軟なん禁きんさせた。拍子抜けすることに、彼らは素直に従った。佳よし由ゆ季きが部屋に戻ってきたのは、その処理を終えてすぐのことである。

「それこそ、お前の仕し業わざじゃないだろうな」

『神かけて違いますね。僕自ら真相の解明にそこまで駆かけつけたいくらいです。しかし真ま琴ことが許すわけもないでしょうしね。残念なことに』

　ふっと優弥は口く調ちようを改めた。

『高たか崎さきさん。吸血鬼なんていうものが出てくるようなこの世界です。他の何が起ころうと不ふ思し議ぎはありません。消えた春はる奈なさんが再び登場することだってあり得ます。どこかの誰かがそう望みさえすればいいのです。その誰かにあなたが出会うことだってね、あるかもしれないということなのですよ。ひょっとしたら、もう会っているかもしれません』

　優弥はまくし立てる。

『もし彼らが思い違いをしていることに気づいたら……。もし、春奈さんを死なせたのが間違いだったと反省させることができたとしたら、あなたの愛らしい双子の片割れは何事もなかったかのように復活するかもしれませんよ。幽ゆう霊れいや幽体やあやふやな意い識しき体たいではなく、ちゃんと肉体を持った人間としてね。その程度のこと、彼らなら容易にやってのけるはずです。超越者たちは、それが出来る立場にあるのです』

　どことなく自じ嘲ちようしているような声の響ひびきだった。

　佳由季が返事を放つ前に、

『それでは、また。近いうちに』

　未練なく電話は切られ、佳由季は物言わなくなった携帯電話を放り投げた。

　なにもかも、今の僕には無関係なことだ。と佳由季は思う。







「今日は疲れてしまいましたわ。吸血鬼だなんて……もう、ぐったり」

　茉ま衣い子こと若わか菜なと類るい、それになぜだが宮みや野のまでが集まっているのは女子寮Ａ棟にある彼女たちの部屋である。二人部屋に四人は少しばかり定員オーバー、しかもやたらとカサの張る体たい軀くを持つ白衣の上級生が混じっているとなれば、茉衣子が手て狭ぜまな空気を感じているのも大して不ふ思し議ぎなことでもないだろう。

「よかったのですか、あのまま放っておいて」

　問う茉ま衣い子こに、宮みや野のは若わか菜なが出してきた激げき甘あまコーヒーを無ぶ遠えん慮りよに啜すすりながら、

「かまわん。くだらん折せつ衝しようごとは淫いん蕩とうな肉体と時間を持てあますあの女に任せておけば悪くない。私の活かつ劇げきシーンは終了しており、これ以上ドタバタコメディに付き合うつもりは毛頭ない。これからは頭脳労働に専念したいと考えておるのだよ」

　茉衣子は部屋の隅で膝ひざを抱えている猫娘を見やった。知らない家に貸し出されてやって来た気弱な猫そのままに、類は顔に影かげを忍ばせてじっとうずくまっている。

　人数分のコーヒーを配り終えた若菜は、すでにパジャマを着込んでいて、いつでも眠りつく態勢を整えていた。今もちょっと眠そうにしている。

「ふぁ」

　小さく欠伸あくびをした若菜は、トコトコと類るいの許もとに進んで微笑ほほえみ。

「類ちゃん、ベッドどっちがいい？　茉衣子ちゃんと一いつ緒しよに寝るなら上でー、あたしなら下ね。へへ、茉衣子ちゃん寝ね相ぞう悪いよ？　きっと蹴けられちゃうよ？」

「……う」

　ゆるりと類は憔しよう悴すいした顔を上げ、眩まぶしそうな目で若菜を見上げた。

「あ、あの……。あたしは床ででも……」

「それじゃ寒いよ。たまにはいいじゃん、あたしと寝よう。ふふん？　あたしも何か久しぶりー」

　手回しよく若菜は予備のスウェットを出してきた。茉衣子の夜具と違って味も素そっ気けもない既き製せい品ひんである。

　もっとも茉衣子の薄うすっぺらいネグリジェは、どうやってもちんちくりんな類に似合いそうにない。

「は……あ、ありがとうございます。すす、すみません……」

「いいよう」

　にこにこと若菜は下げられた類の頭をちょいとつっつき、コタツ机から二人分のコーヒーカップを取ってから隣となりにぺたんと座り込んだ。一つを類に手渡して、自分のカップを両手で包み込むようにして口を付ける。

　茉衣子はその二人をぼんやり眺めていたが、ややあって姿勢を正した。

「班長」

「何であろう」

　宮野は空になったカップを指先でふらふら振りながら、上うわの空そらのような返事。何一つとして誰だれかに気き兼がねしている雰囲気ではない。

「差し出がましいかとは思いますが、一言だけ言わせていただいてよいかしら」

「もちろんだ。キミの切なる言葉を無む下げにするほど私は心根の卑いやしい人間ではない。精せい霊れいの声に耳を澄すますドルイド教徒のように、茉衣子くんの一言とやらに耳を傾けようではないか」

　有あり難がたいことです、と腹の中で皮肉に呟つぶやき、

「夜もそれなりに更ふけて参りました。そろそろ自分の部屋なりにお戻りになられてはいかがでしょうか。きっと高たか崎さきさまもお待ちになっておりますわ」

　つとめて優やさしく言う茉ま衣い子こは、微笑さえ浮かべていた。

「各寮りようで起きあがった吸血鬼さんたちも、全員取り押さえられているのでしょう？　Ｄ棟包囲網に加わっている保安部の方々以外、もうすることはないはずですわ。であるのなら、班長も今日の活かつ躍やくを夢で再現しながらお休みになっては？　明日もあることですし」

「明日。明日か……」

　宮みや野のは深く首を縦たてに振る。

「確かにな。半日もすれば違う事じ態たいに発展しないとも限らない。生きているような死体が吸血鬼として復活したように、三み度たび別のモノに変化する可能性もある。あるいは原因が何か、少しばかりの手がかりが唯ゆい一いつ神が信徒に与えるマナのように降ってくるかもしれん。さて、誰だれの悪わる巧だくみなのかな、このわざとらしい事件は。私は感心しないぞ」

　呟き声を漏もらしながら、宮野はごそごそとコタツの中に潜もぐり込んだ。長い足が茉衣子の膝ひざにぶつかる。

「あの、班長？」

「気にするな。私にベッドは必要ない。ここで充分だ。キミも早く眠ってしまうといい。吸血鬼どもは昼に眠り、我々は夜に休む。時間的な棲すみ分けができて過不足ないことである。理想的な共生関係が築けるかもしれぬな。ここは一つ、思索に励はげみながら眠りに就つくとしようか。くくく……茉衣子くん、今日一日の出来事はほんの序章だよ。第二幕は明日始まる。キミも休むといい。目覚めとともにグッドなアイデアが閃ひらめくことを期待して……」

　かくり、と宮野の首が落ち、気づけばすでに寝息を立て始めていた。それきりどんな手を講こうじても目を開けることがない。

（なんて簡かん単たんな寝付きの良さであることでしょう。学園に吸血鬼病が蔓まん延えんしているというのに、このだらしない寝顔と言ったら！　もっとサスペンスでテラーな会話があってもよさそうではありませんこと？）

　それ以前に──。

　茉衣子は渋じゆう面めんを作りながら立ち上がった。クローゼットを開けて細い革ベルトを手に取り、

「班長のようなケダモノ男が女子寮りようの一室で寝泊まりしようなど、図ずう々ずうしいだけでなく信用性皆かい無むなのです。わたくしはそこまで無防備ではありません」

　エナメルコーティングのベルトを振り振り宮野の寝姿に戻る。苦労して白衣の両手を持ち上げ、万ばん歳ざいの格かつ好こうをさせてみる。睡すい眠みん状じよう態たいに入った宮野は気味が悪いくらいにぐんにゃりと、なすがままになっていた。それをいいことに、茉衣子は投げ出された上級生の両手首を、ベルトでぐるぐる巻きにして固く結び、さらに念には念をと、学習机の引き出しからガムテープを引っ張り出して、縛しばり上げたベルトの上に巻き付けた。

（これで班長がわたくしより早く目覚めたとしても、わたくしや若わか菜なさんや類るいさんには何の手出しもできないはず）

　両手を縛られているのに健すこやかな寝顔を維い持じする宮みや野のを見ながら、茉ま衣い子こはすとんと腰を落とした。意い識しきを遠いヒュプノスの根ね城じろへと向かわせた宮野の顔は、この状態を切り取って見るだけならそれなりに整ってもいた。表情をなくすか不ふ機き嫌げんにしていたほうが宮野は見み栄ばえがするのだ。変な笑い方を始終振りまいていたりしなければ……。

　理不尽な苛いら立だちを感じて、茉衣子は宮野の口元にもテープを貼はり付ける。この口と手がいつも彼女の災いの元になるのだ。

（たまには封印してやるべきなのです。この学園に厄さい災やくを呼んでいるのは班長が隠かくれてやってる儀ぎ式しき魔ま術じゆつのせいではないでしょうね）

　しばらく宮野の顔に千ち切ぎったテープをぺたぺた貼り続けていた茉衣子だったが、宮野はやはり起きもせずに無反応、安らかそうな沈ちん黙もくを保ち続けるだけだった。

　根こん負まけした茉衣子がふて腐くされたように壁かべ際ぎわを見ると、若菜と類も床に座ったまま互いの肩を枕まくらにして寝息を立てていた。

「あらあら、まあまあ。ちゃんとお布団で寝ないと、寝覚めが悪くなりますわよ」

　二人を起こすべく、茉衣子は正座を崩くずして立ち上がった。
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　宮みや野のの奇き矯きような行為には、いつもながら意味がない。今度もそうだと茉ま衣い子こは思って一人で怒ど気きを強めていたのだが、そんな彼女もやがて知る。

　この時ばかりは宮野の行動に大切な意味があったのだと。

　茉衣子がその意味を悟ったとき、すでに手遅れになっていた。







　そして第三ＥＭＰの夜はつつがなく進行し、飽あきもせずに朝が来る。

　あたかも当然の法則のように。













○第六章・Ａ







　今日の朝も不毛な会かい議ぎから始まった。

　昨日と同様、保安部員と各棟寮りよう長ちようが集められた会議室で、佳よし由ゆ季きは面おも白しろくもなさそうな顔を作り上げている。

「──以上の観かん察さつ結果から、彼らは吸血鬼としか言いようのない存在に変化したと結論づけることが出来ます」

　冷れい泉せんとかいう真ま琴こと配下の眼鏡めがね執しつ行こう部員が、現状についてすでに誰だれもが知っていそうな既き成せい事実のみを淡々と読み上げるだけであって、だからどうすれば最終的な結論が出るのか、誰にも解わかっていないようだった。集合した誰もが聞いているのか別のことを考えているのか解らないような顔でただ黙だまって席に着いている。

　真琴に至っては、冷泉の状況説明がプロローグを終えないうちに居眠りを開始していた。かくりかくりと船をこぐポニーテールの後頭部を眺めつつ、佳由季は苦にがい虫を嚙かみ続ける。

　昨日より出席率がよくない。

　指折り数えなくても、ぱっと見で解わかる。集まった保安部員たちの数が昨日より何割か減算されていた。宮みや野のがいないのは今日に始まらなかったが、茉ま衣い子この姿もないのは少々意外だ。どうせどこかでシチュエーションコメディをやっているんだろうが……。

　壇だん上じように立つ執しつ行こう部員、冷れい泉せんの耳通りのいい声だけが室内における唯ゆい一いつの音声である。

「──というわけで、昨夜ゆうべのうちに擬ぎ死し状じよう態たいから蘇そ生せいした生徒たちですが、男女問わずその全員が夜明けと同時に再び擬死したことは確認されております。彼らは太陽が出ている日中は動けないと見て、まず間違いないでしょう」

　書類を音もなくめくりながら、冷泉は表情のない声で言っている。

「彼らと肉体的に接触しながらも同類化を免まぬかれた生徒たちの証言をまとめると、彼らは擬死状態時において体温を有するものの、夜の起きあがり以降は体温を消失する模様です。加えて、擬死状態時にはなかった嚙かみ傷が首筋に浮き上がる。どういう仕組みでそうなっているのかは、現在調ちよう査さ中ちゆうです」

　ポーカーフェイスの執行部員は淡々と続けていた。

「なお、他寮りようで吸血鬼化した生徒たちですが、すでに昨夜ゆうべのうちに女子寮Ｄ棟への移送を完了しています。この件に関しまして、各寮寮長の協力に感かん謝しやを──」

　室内にはしわぶき一つ上がりはしない。誰だれもかもが、今の第三ＥＭＰで生じている吸血鬼事件など、幕まく間あいの暇ひまつぶしとしか考えていないような空気が全員の頭の上に漂ひよう流りゆうしている。

　帰らせてもらおうか、と佳よし由ゆ季きは考え始めていた。僕にできることなんか何もないだろ。せいぜい自分の寮に被害が拡大しないよう目を配っておくくらいだ。

　静かに腰を浮かせようとしたとき、

《ちょっと待ってくんない？》

　覚えのある思し念ねんが脳に侵入してきた。

《ユキちゃん、あんたにちょっくら頼みたいことがあるのよね。会かい議ぎが終わった後でいいからさ、会長室に来てよ》

　暇つぶしには付き合いきれない。

《うふん？　そうだったかしら。けっこう乗り気だったんじゃないのぉ？　じゃなくてさ、マジなお願いがあるってわけ。あんたじゃないと出来ないことなの。真ま琴ことのオネガイ》

　ポニーテールの後頭部を見る。

《あんたは自分を過小評価しすぎてるわ。この学校でね、ユキちゃんは唯一と言っていいくらいの希き少しよう価値があるじゃんさ。そ、あんたにしかないものが》

　何だろう。思いつくのは自分には変な超常能力が皆かい無むだということくらいだが。

《まさにそれよ。変人ぞろいの中でたった一人の常じよう識しき的な人間だってことさね》

　それのどこが僕にしかない、ってことになる？

《あったま硬いわねぇ。完かん璧ぺきな人間はいない。なぜなら何一つ欠けつ陥かんがないということは、それだけで一つの欠陥であるからだ──みたいなものよ。この学園ではユキちゃんの何もない、っつう特性はむしろ特殊なのよ》

　詭き弁べんだな。宮みや野のが言いそうな論理だ。

　真ま琴ことの思し念ねんがさざ波のように揺ゆれた。微笑の気け配はい。

《まあいいじゃん。あたしにはユキちゃんが必要なわけ。この場合でも、それ以外でもさ。だから来てえ。あたし、寂さびしいの》

　解わかったよ。解ったから、気味の悪い精神波を送り込むのはやめろ。

《うふぅ、バレた？　ちょーっとあんたの迸ほとばしるパトスをこちょこちょしてリビドーを全解放させようと思ったんだけど、その気になったらいつでもあたしはオッケーよん》

　パトスって何だ。意味解って言ってんのか？

　答えはない。

　絡からみついていた真琴の思念がするりと遠のき、佳よし由ゆ季きは深々と背もたれに体重を預けた。

『有る』ことが前提のこの学園で、たった一人『無い』のがこの自分だ。存在意義が無い故ゆえの希き少しよう価値。そんなものに果たして意味があるのだろうか。学校を出て一般的な社会に降りてしまえば、自分のようにＥＭＰ能力の無い人間なんか掃はいて捨てるほどいる。それこそが常じよう識しき的な世界の有り様だ。

　ということはここは日常じゃない。僕は異界に紛まぎれ込んだ異物なんだろう。吸血鬼だって？　なんだそりゃ。とうとうそんなものまで出るようになっちまったのか、この学校は。宮野と茉ま衣い子こは何してんだ。僕に何をさせるつもりか知らないが、あいつらのほうがよほど役に立つだろう。面おも白しろそうなことだったら、宮野はどんな面めん倒どうごとにだって手を挙あげる。

　再び真琴の思し念ねんが割り込んだ。

《あのバカなら、今いま頃ごろあんたの妹と茉衣子ちゃんたち相手に演説をやってる最中よ。宮野にしてみりゃ、吸血鬼が何をしようとどうでもいいのよ。興きよう味みはもっと別のところにあるみたいだから》

　壇だん上じようの冷れい泉せんが無感情に喋しやべっているのを聞きながら、佳由季は目を閉じた。この真琴の声だって本当に聞こえているのかどうか怪あやしい。自分が勝手に頭の中で再生している幻げん聴ちようかもしれない。

《呆あきれちゃうわねえ》

　真琴の思念は溜ため息いきのエコーを伴っていた。

《あんたマジでそんなこと考えてんの？　ふうん、それとも何？　そんだけあたしのことを想おもってくれてるっていう遠回しな告白かしら。あら、嬉うれしい》

　冷泉はまだ状況報告を終えていない。しかし、最前列で長いポニーテールが床を蹴けるようにして立ち上がった。振り返った真琴は、唇くちびるに笑えみを刻みながら席の間を縫ぬうように歩いてくる。

　冷泉の声が途と切ぎれ、周囲の生徒たちが頭を巡めぐらせる中、真琴はずんずんと佳由季に近寄り、すぐ横に立つと腰を屈かがめた。耳たぶにちょんと唇くちびるをつけながら、

「ユキちゃんさ。他ひ人との言葉や思し念ねんすら信用できないんじゃあ、後は身体からだで解わかってもらうしかないわよねえ。ふふん、宮みや野のも似たようなことを思ってたわね、そういえば」

　佳よし由ゆ季きは耳元で蠢うごめく唇から逃げるように首を傾ける。その頭を捉とらえ、真ま琴ことは強引に引き寄せると、その場の誰だれもが息を潜ひそめて見守る中で唇を重かさねさせた。







　奇怪なことが起こるものだ。

　茉ま衣い子こは啞あ然ぜんとして自室のコタツに猜さい疑ぎ心の固まりとなった視し線せんをぶつけている。

「何かね、茉衣子くん。その毒どく蛇じやを初めて見る子供マングースのような目は。温かいうちにさっさと喰くうがよいぞ」

　そう言う宮野はとっくに食事の最中だった。流し台から急きゆう須すを抱えてやってきた類るいが、立ちすくむ茉衣子の夜着姿に気づいて足を止めた。こちらは着替えを終えている。

「あ……。茉衣子さん、おはようござ、」

「この有あり様さまは何事ですか」

　茉衣子の詰きつ問もんに、類はぎくりとしたように立ちすくんだ。一筋の汗を垂たらす必要もないのに垂らしながら、食卓となったコタツへ目を泳がせる。

「このお料理は何です。どこから持ってきたのです。それよりなぜ、班長がここで朝ご飯をかっ喰らっておいでなのですか？」

「食堂から持ってきたのだよ。他ほかにないであろうが」

　宮野は箸はしの先で大きな岡おか持もちを差した。

「ここで食べていることに対応する理由は、特にない。あえて言うとすれば、ここで喰いたかったから、ということになるだろう。動機としては充分でないかね？」

　宮野は焼き海の苔りをつまむ。

「本当は出前を頼みたかったのだが、宅配サービスは受け付けておらんとはねつけられた。しかたがないので私が自ら足を運びここに人数分のメニューを揃そろえたというわけだ。どうだ、理路整然としているだろう」

　茉衣子はむっつりと料理皿の数々を眺めやった。和わ洋よう折せつ衷ちゆう、というより混然となった朝食メニューである。目玉焼き、豆とう腐ふのみそ汁、クロワッサン、大盛りライス、トマトサラダ、ホウレン草のおひたし他各種。

　宮野がどうやって両手の拘こう束そくを解といたのか、類がそれをしてやったのかは訊きくまいと思った。

　茉衣子は覚かく醒せいを促うながすために首をコキリと鳴らし、食事中の宮野から類に目を戻した。急須を抱えたまま棒立ち状じよう態たいだ。若わか菜なはと言うと、まだ布団の中にいた。猫のような寝顔で眠っている。

「解わかりました」

　茉ま衣い子こはうなずいた。

「わざわざデリバリーしていただいたことには一応の感かん謝しやをしておきましょう。別にして欲しくもありませんでしたが、あって困るものではありませんから。押し売りされた善意もたまには役立つことがあるのですわ」

「おお、そうか。ありがたいな。そう言ってくれると私も狂きよう喜き乱らん舞ぶのしがいがあるというものだ。今にも踊り出したいほどだ」

「ですがっ」

　茉衣子は宮みや野のに刺すような視し線せんをまんべんなく浴びせ、

「とりあえず部屋を出て行ってください。十五分から三十分くらいの間でけっこうです」

「なぜだ」

「理由が必要ですか？」茉衣子は軽やかに鼻を鳴らした。「わたくしはこれから身み支じ度たくに取りかからねばなりません。ついでに若わか菜なさんも。そのためにかかる時間が平均すればそれくらいなのです」

「ならば私のことなど一切気にすることなく、そこで身支度とやらを整えるがいいだろう。私はちっとも気にしないぞ」

　反応するのもバカバカしい。茉衣子は実力行使に出た。宮野の白衣の襟えり足あしをつかむと、思いっきり引き上げる。拍子抜けすることに、宮野は親猫にくわえられた子猫のように立ち上がった。茶ちや碗わんと箸はしを持ったまま。

「せめてオカズを一品ほどつけてはくれまいか。類るいくん、そこの生なま卵たまごを取ってくれたまえ」

　そうして部屋の外に叩たたき出された宮野は、女子寮りようの廊下に座り込んでタマゴかけご飯をもりもりと食べ始める。その眼前で扉とびらを力強く閉め、茉衣子は案外簡かん単たんに異物の排除に成功したことを喜びながら、まずは若菜を起こすことにした。







　白けきったムードの中、会かい議ぎは終了した。

　佳よし由ゆ季きは全員の姿が消えるまでそこで座っていた。腕を組み、口をへの字にして。誰だれも彼に声をかけようとはしなかった。憐あわれまれているのかもしれない。真ま琴ことの玩具おもちや化している佳由季の立場を、誰もが。

　現に会議の最さ中なかにとった真琴の奇き矯きような行動に、その場の誰一人として素朴な反応をすることはなく、まるで佳由季がそうされるのが当然とばかりに沈ちん黙もくばかりが会議室を満たしていた。

　思い至って、佳由季は舌打ちをした。

　ひょっとして、僕と真琴の『会話』は実況中ちゆう継けいされていたのか？　あいつの精神感応力なら、そんなことも出来るだろう。だとしたら、とんだプライバシーの侵害だな。

　もともと真ま琴こと相手にプライバシーも何もない。なんだろうと心に浮かんだすべての想念は筒つつ抜ぬけとなる運命だ。

　人の気け配はいが遠ざかっていくのを確認して、佳よし由ゆ季きは立ち上がった。自分は慣なれているからいいが、他ほかの生徒会連中がどうやって折り合いを付けているのかが疑問だった。うっかりモノローグも出来ない真琴を前にして、よく平静を保ったままでいるものだ。

　一年生の執しつ行こう部員、冷れい泉せんもそうだ。思考を読まれても困らないような人間なんて存在するとも思えないから、平気な顔をしていられるのは、よほどの脳天気か感情制御に優すぐれている者たちくらいだろう。たとえば若わか菜なが前者に当たる。

　佳由季は無人の会かい議ぎ室しつを出て、同じく無人の通路に出た。自治会長室はすぐ横にある。訪れるたびに厄やつ介かい事ごとに直面する、真琴のアジトとなった植物園。春はる奈なが消え、もう一人の自分と出会い、真琴の髪の香かおりを散々嗅かいだ部屋だ。

　今度は何をする気だ。僕に何をさせようと言うんだろう。

　佳由季は扉とびらをノックする。







『そうか、呼ばれたか』

　電話の声は楽しげな響ひびきとともに言った。

〈彼女〉は息をひそめて聞き入っている。

『それは好こう都つ合ごう。ようく話を聞いておいてくれよ。一字一句、忘れたりしないようにね』

「話を聞くのはわたしではありません」

〈彼女〉は無感情に告つげる。感情──。そんなものは自分にはない。自分はこの身体からだを宿主にしているだけの、ただの人格に過ぎない……。

「この身体の記き憶おく力は確かです。わたしは、」

『いや、解わかってるよ。むしろ記憶力はあまり関係ない。見聞きしたことはね、すべて脳に格納されている。忘れるんじゃなくて思い出さないようにストッパーが働いているだけなのさ。何もかもを覚え続けているのは、ちょっとした苦く行ぎようだからね。人はそうやって自己の精神を守るのさ』

「……わたしはすべてを覚えています。どんな些さ末まつなことでも」

　ふと、〈彼女〉は主張してみたくなった。自分の存在意義がそれにしかないとは解っていても、ただのリードオンリーメモリの代わりだと悟っていても、何かの事情でそれ以上の働きができるかもしれない。

「…………」

　いけない。考えてはいけない。無論、〈水星症候群メルクリウス・シンドローム〉に反逆することなどありえない。そんなことをしたら自分の存在意義がなくなる。なくてもいいものになってしまう。

『何か気になることでも？　思い出したことでもあるのかい？』

「いいえ。少し記き憶おくを整理していました。問題はこれからです……」

　相手に気け取どられなかったと思う。口く調ちようも変化していない。これでいい。

『そうだね。貴重な情報を期待しているよ』

　そしていつもの語句を告つげて電話は切れた。

〈彼女〉は素す早ばやく携帯電話を操そう作さして、しまい込む前に小さな液晶画面を覗のぞき込む。

　そこには自分の顔は映っていない。それは〈彼女〉ではないのだ。

　解わかっている。

〈彼女〉は見つめ続けていた。画面が自動的に暗くなるまで。







　追い出されてから正確に三十分後、宮みや野のは勝手に扉とびらを開いて上がり込んできた。どうせ無む駄だだろうと思ったから鍵かぎはかけていなかった。せめてもの信頼というやつだ。

　茉ま衣い子こと若わか菜なも着替えと洗面をすませ、冷めかけた朝食をありがたく御ご馳ち走そうになっていた。若菜は単純に喜んで、類るいはびくびくと箸はしを使っている。茉衣子が仏ぶつ頂ちよう面づらのままなのは、宮野が朝食を運んできた理由がもう一つ理解できないからだった。

（何か裏があるに違いありません）

　と、茉衣子は疑う。親切心から出てきた行為ではないだろう。

（きっと何かを企たくらんでいるのですわ。機き嫌げんのいい班長は、いつも決まってそうなのです）

　割と正しい推測と言える。ただし、宮野は第三者から見ると毎時間上機嫌に見えるので、そのわずかな違いを認にん識しきできるのもほぼ茉衣子一人であるのだが、彼女自身はそれに気づいていない。

　茉衣子は白ご飯を口に運びながら、昨日の朝に宮野が描かいた壁かべの落書きを見つめた。

（また変なことを朝から言い出すつもりですわ。間違いなく）

　案あんの定じよう、宮野はまるで茉衣子の視し線せんに誘ゆう導どうされるように壁かべ際ぎわへと進んだ。

「さて、諸君！」

　宮野はまだ持っていた茶碗と箸を床に置き、舞ぶ台たい俳はい優ゆうのように両手を広げる。

「ここからの時間はしばらく私にお付き合い願おう。いや、食べながらでけっこうだ。憩いこいの一いつ時ときのＢＧＭとして、私の話を聞いていただきたい」

　そら来た、と茉衣子は思う。

「第三講こう義ぎ目だよ。昨日から一晩がかりで考えたことだ。実に深遠にして興きよう味み深ぶかい結論が出たので、ここで発表したい。メモの用意はいらない。記き憶おくに刻み込んでくれれば私はそれで満足だ」

　若菜が口をモグモグ動かしながら宮野を見上げ、類がぴくりとして箸を止める。それを横目に、茉ま衣い子こは咀そ嚼しやく中の白米を飲み下してから、深い溜ため息いきをついた。

「今この場で発表しないといけないことなのですか？　いったい何について語ろうと言うのですの？」

「それは言うまでもないだろう」

　宮みや野のは気味の悪い薄うす笑わらいと一いつ緒しよに言葉を生み出した。

「我々が置かれている状況を考えてもみるがいい。今のこの学園を闊かつ歩ぽし、夜の住人となった生徒たち、そして彼らをそのような存在にした理屈──」

　三人娘たちの視し線せんが白い長身に集まった。宮野は嬉うれしそうに宣言する。

「吸血鬼について、私は語ろうとしているのだ」







　佳よし由ゆ季きが観かん葉よう植物たちを搔かき分けて踏み行った会長室には先客がいた。それも二人。

　一人は見覚えがある。口に×マークのマスクをつけた髪の長い少女だ。昨朝に真ま琴ことの部屋でも会った、小柄な一年生女子。保安部に所属しているはずだというのを、どこかで聞きかじったはずだ。名前までは瞬しゆん間かん的に思い出せない。

　その少女は応接セットのソファに行ぎよう儀ぎ良く座っていた。佳由季の姿を認めて、静かなお辞じ儀ぎをする。

「…………」

　彼女に黙もく礼れいを返しておいて、佳由季はもう一人の来客に目を向けた。

　こちらは知らない顔だ。今までに見たことがないと断言できる。少なくとも第三ＥＭＰ高等部の生徒でないことは確実だった。

　こんな奴やつが歩いていれば、一目でも見忘れたりはしない。

「フフフ……フフ、ちわー」

　見るからに奇怪な風ふう体ていの、どことなく病弱っぽい学生である。染そめているのかどうなのか、金髪の髪が不ふ健けん康こうそうな顔を覆おおっていた。なぜか右手にだけ指先の出たドライバーズグラブをつけているのも妙だが、左手の指に仰ぎよう々ぎようしい指ゆび輪わをいくつも嵌はめ、首からはキンキラのペンダントをジャラジャラさせつつ、両の耳にも古風なイヤリングをぶら下げて、しかし着ているものは第三ＥＭＰのものとは微妙にデザインの違うブレザー制服だ。男子用制服なのは間違いないが、端正な顔を見る限りでは、男女の判別がしにくい。どっちでもいいような中性的な顔立ちである。

「ども、ども……フフ」

　愛あい想そ笑いじみた形に唇くちびるを歪ゆがませるそいつから、佳由季はガラステーブルに視し線せんを走らせた。馥ふく郁いくたる香かおりは二つのマグカップを源泉としている。マスク少女の前に置いてあるカップの中身は手つかずで、悪あく趣しゆ味みなアクセサリーで身体からだを固めた客人のそれは空になっていた。

　決定だな。と佳よし由ゆ季きは表面上は無反応を留とどめながら判断する。この部屋で出てくる真ま琴ことの泥水コーヒーを飲み干ほせるような奴やつは、宮みや野の級きゆうの変人だ。

　佳由季が心のメモに第一印象を書き込んでいると、会長机の主あるじが声をかけてきた。

「遅いじゃんか。ユキちゃんさ、ちょっとは急ごうとか思わなかったの？　あたしがあれだけ心を込めてお願いしてたりしたのにさぁ。おかげでお客さんは待たすわ、自己紹介もまだやってないしで、もう時間の無む駄だ無駄よ」

　真琴は机の上に両脚を投げ出して、椅い子すの背をぎしぎし軋きしませながら両手を頭の後ろで組んでいる。佳由季を見つめる瞳ひとみに、軽いからかいの色が光っていた。

「自己紹介くらい、僕を待たなくてもいいだろう。やってろよ」

「二度手間になるっしょ。あんたは一回でいいけど、せっかく遠路はるばる他校から来てくれたお客さんに悪いじゃん」

　嫌いやがらせとしか思えない激げきマズコーヒーを振ふる舞まったあげく、そんな格かつ好こうで会長机に陣取っている奴が何を言うか。

　佳由季が苦情を言うより早く、真琴は「よいせ」と剝むき出しになっていた両脚を降ろすと、机の上で両手を組み合わせた。ありし日の日ひ比び木き会長を真ま似ねたポーズだ。

「じゃ、お三人さん。自己紹介とかやっちゃって。手早くね」

　ディスカッションの司会者のようなことを言って口を閉ざした。拳こぶしの上に顎あごを載のせ、誘ゆう惑わくするような笑えみで見守る構えだ。
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　佳よし由ゆ季きは軽く首を振りながら、応接ソファの二人を眺めた。

「では、やや、どうも。……フフフ」

　装飾品をジャラつかせ、ひょろりと立ち上がったのは性別不ふ詳しようの客だった。

「第二ＥＭＰ生徒自治会保安部所属、那な岐ぎ鳥どり獅し子し丸まるです……。フフ、変な名前だと思っていますね？　思っているでしょう。フフフ……ボクもそう思いますよ。ですから気にしないでけっこうです。フフフ……いや、変な名前だ。フフフ」

　何がおかしいのか、那岐鳥は不ぶ気き味みに微笑ほほえみ続けていた。

「ちなみにボクには兄と弟がおりまして」

　訊きいてもいない家族構成を語り始めた。

「兄貴が虎とら丸まるで、弟が烏からす丸まる。どうです？　変でしょう？　変ですね……フフ」

　仕方なく佳由季は応じる。

「兄貴のほうはいいけど、弟は災さい難なんだな」

「あ、それ噓うそなんですな。フフ。いくらなんでも烏丸はないっすよね、フフフフフ」

「……そうかい」

「フフフ。そいでもってですね、俺おれにゃ兄貴もおらんのです」

「じゃあ全部噓なんじゃないか」

「そうとも言いますな……フフ」

　ぬけぬけと言いながら指なしグラブをはめた右手を差し出してくる。

　溜ため息いきが出た。

「高たか崎さき佳由季」

　無造作に名だけ述べ、握手に応じようとした佳由季の手が空を切った。

「…………」

　思わず那岐鳥の顔を見ると、

「フフフ……いや、残念ながらですな。ボクは握手をするわけにはいかんのです。この身は二十四時間、呪のろわれているものですからな。フフフ……」

　しきりと含み笑いを連発させていた。

「そう、ボクは『祟たたられ屋』なのですな。フフ、ボクの身体からだに触れないように気をつけて下さいよ。重々ね……フフフ」

　佳由季は那岐鳥獅子丸の微弱な笑え顔がおから真ま琴ことのニヤニヤ笑いへ目を向け直した。またよく解わからない野郎がやってきやがった。

「本人が言ったとおりよ。那岐鳥くんは『祟られ屋』、またの名を『呪じゆ物ぶつ使い』なわけ。文字通り、呪われたアイテムを身にまとうことで自分自身が呪われつつ呪われたアイテムを使用できる能力を持つのよね」

　真ま琴ことの解説に、本人が補足した。

「フフ……。もし強力に呪のろわれた器物を一般人が手にしたりしたなら、たちどころに精神から魂から一切を搦からめ捕られ、以降、そのアイテムに生命力を吸い取られながら暴徒化する運命が待ち受けているのですな。ボクはそれら呪じゆ物ぶつの妖よう力りよくを逆に吸収し、少しずつ拡散させることによって無害な存在へと変換させる使命を帯おびておるのですわ。フフフ。危き急きゆう存そん亡ぼうのおりには呪のろいのパワーを得え物ものから放出させて敵対する個体を攻こう撃げきすることすら可能なのです。……フフ、以上、説明終わりと言うことでよろしいですかな。フフフ……フフ。あっと、もう一つ」

　那な岐ぎ鳥どりは何重にもかかっているネックレスの一つをつまみ上げて、

「フフ、いまさら言うことでもないですね。ボクが今身につけているこれらのブツはすべて呪われたアイテムです。たとえばこのネックレスは喰くっても喰っても腹が膨ふくれなくなる、という恐ろしい呪いをかけられてましてですね、こっちの指ゆび輪わなんか、いったん塡はめると問答無用で同性愛に走ってしまうという呪いです。他ほかにもこの靴くつとか……フフ」

　佳よし由ゆ季きは表情を変えなかった。どんな奇き態たいな能力を持つ連中が来たところで、驚おどろくための容量はすでに満杯だ。

「そうか。こいつが昨日言っていた、呪いのアイテムの専門家か」

「フフ……そうですな。そうとも言えます。言っていいでしょう。フフフ」

「そいで、そっちの女の子は見たことあるでしょ？」と真琴が優ゆう雅がに指を差す。「ウチんとこの保安部遊ゆう撃げき班はん、祈いのりちゃん」

　マスク少女は音もなく立ち上がり、か細い手を佳由季に伸ばした。その手を握った途と端たん、暖かい掌てのひらから、柔和な思し念ねんが流れ込んできた。

《新あら屋や敷しき祈です。よろしくお願いします。高たか崎さきさん》

　真琴の精神波とは比較にならない、純粋無む垢くな思念だった。だが、どんな思念の持ち主であろうと、こちらの思念を勝手に読まれるのは本意ではない。

「安心して。その娘はライトオンリーだから。読み出しは出来ないタイプなの」

　真琴の説明に、祈はうなずいた。

《わたしは接触型の能動限定テレパスです。自分の思念を相手に伝えることはできますが、あなたの思念までは読めません。それに、こうして触れていないと何も伝えることが出来ないのです》

「キミは……」

　話せないのか？　と訊きこうとして佳由季は躊躇ためらった。バッテンマークのマスクに隠かくれてしかとは解わからない。しかし祈は微笑ほほえんだようだった。睫まつ毛げの濃こい瞳ひとみが細くなる。

《ある理由により、わたしは言葉を禁じられています。このマスクはその象しよう徴ちようです。言葉を聞き、理解することは出来ます。ですから、わたしに対しては言葉を使って下さい。わたしの言葉を聞くときはわたしのどこかに触れて下さい。お願いします》

「祈いのりちゃんはね」と真ま琴こと。「言葉を放つととんでもないことを引き起こす能力を持っているわけ。だから彼女は喋しやべっちゃいけないの。そのマスクは条件付けよ」

「何の条件付けだ」と佳よし由ゆ季き。

《最初は箝かん口こう具ぐを嵌はめていましたが、それではあんまりだというので、真琴さんが条件付けをしてくれました》

　清せい澄ちような思し念ねんが手に届く。

《このマスクをしている間は、どんな形でも言葉を話すことが出来なくなるという条件付けです。無む意い識しきの発生や、寝言もシャットアウトしてくれます。わたしがこれを外すのは、ご飯を食べる時かお風ふ呂ろに入るときくらいです》

　佳由季は真琴を見た。艶つやっぽいウインクで返事が来る。

　こいつ──。

　佳由季はやり場のない憤いきどおりを感じて睨にらみつけた。真琴は祈を精神操そう作さして、この条件付けとやらを心に埋め込んだのだ。本来ならば許せるものではない。人の精神を都つ合ごう良く操あやつることなど、たとえ出来たとしてもそんなことをするのは悪者だけだ。

《あの……》

　祈の精神波はどこまでも澄すんでいる。

《わたしは真琴さんに感かん謝しやしています。この能力のおかげで、わたしは、……、過去に……、とても……、》

　思念の声が途と切ぎれがちになる。混乱の感情。そこに深い悲しみの記き憶おくが混じり始めているのを悟って、佳由季はとっさに手を振りほどいた。

「解わかったよ。真琴を責めるのは筋違いらしいな」

　祈はまたお礼を言うように御お辞じ儀ぎをした。そして顔を上げたとき、祈の瞳ひとみには元の穏おだやかな微笑の色彩が戻っていた。

「フ……フフ。ところで、ボクもそちらのお方に紹介していただけませんかな……フフ」

　立ちっぱなしのまま、第二ＥＭＰから来た呪のろいの専門家は片手をブラブラさせていた。

「どもども、ボクはさっきも言ったように那な岐ぎ鳥どり獅し子し丸まる、兄弟はいてもいなくてもとりあえず虎とら丸まるでも烏からす丸まるでもありません。今後ともよろしゅうに……フフフ」

　また握手を求めるように手を差し出してくる。反射的に伸ばしかけた祈の手をフェイントでかわし、那岐鳥はまた同じ事を言った。

「握手をするわけにはいかんのです。この身は二十四時間、呪われているものですからな。フフフ……」

　手をスカされた祈が体勢を崩くずし、よろけるのを肩をつかんでささえてやる。掌てのひらから祈の戸と惑まどいと微細な苦笑がなだれ込んできた。春はる奈なの感情表現に似ていた。ポルターガイスト現象以外で自分の意志を伝えるとき、よく春奈はこうやって直接、兄の頭に舌足らずな思念を差し込んできたものだ。

「……ちっ」

　頭を振って余計な感傷を削そぎ落とす。この場では不必要なものだった。

　佳よし由ゆ季きは改めて装飾品過剰スタイルの那な岐ぎ鳥どりを見やった。こいつ、自分からモーションを起こしといての握手拒否は冗じよう談だんのつもりなのか？　ちっとも面おも白しろくないが。

　佳由季が顔をしかめると同時に、真ま琴ことがケラケラと笑い始めた。

「あっは。まあまあ、三人とも、座ったんさい。んでもって、あたしからのお願いを聞いてちょうだい。ちょーっと、大事な話よん。さあさあ」

　佳由季は肩をすくめ、祈いのりを促うながしてソファに並んで腰を降ろした。その向かいに座った那岐鳥は、満足そうな態度で正面の二人を見ながら胸元のペンダントを指で弾はじいた。







「大前提とすべき真実がある」

　宮みや野のは三人の聴ちよう衆しゆうに同意を求めた。

「吸血鬼は実在しない。そこまではよいな？」

　若わか菜なと類るいがそっくり同じ向きに同じ角度で首を傾けた。茉ま衣い子こもそうしたかったし、宮野の言葉にさっそくのリアクションをするのもためらわれたが、

「待ってください。実在しないとはどういうことです？」

「現実に存在しないということだ」と宮野の答え。

「いきなり変ですわ」

　茉衣子は箸はしを置いた。

「でしたら、現在Ｄ棟を占拠しているあの方々は何だというのですか？　あのようになってしまった人たち、日ひ世よ子こさんたちが──」チラ見すると類は悲しそうに目を伏せた。「──彼女たちが吸血鬼だとおっしゃったのは班長ではありませんか」

「いい質問だ」

　宮野はゆっくりとうなずいた。顔を隠かくすような大きな動作で。

「その件に関しては後に言及することにしたい。重要なことなので忘れはしないとも。しかし、今は吸血鬼の実在性について話そう。なぜ吸血鬼は存在しないか」

　顔を上げたとき、宮野の顔は相変わらずの笑えみを浮かべていた。

「単純な算数問題だ。まず最初の吸血鬼がどこかで登場したとしよう。その吸血鬼が誰だれでもいいから一人の人間の血を吸う。するとどうなる？」

　宮野の指先が若菜の顔を差している。指名された若菜は、

「んむ？」

　嚙かんでいた焼き魚を大急ぎで飲み込もうとして喉のどにつかえさせ、目を白黒させながらカップのお茶を飲み干ほすという一連の動作を終えてから、箸はしを持った手を挙あげた。

「はい先生。えーと、わかりません」

「では類るいくんの解答を聞こうか」

　宮みや野のはめげずに違う生徒に指先を移動する。

「ああ……その」類は自信なさそうに肩を縮ちぢめた。「吸血鬼に吸われた人は……ええそのう……その人も吸血鬼に……」

「合格だ。吸血鬼によって血を吸われた人間は吸血鬼になる。それが吸血鬼と呼ばれる存在の名を最も高らしめている属性だろう」

「それで？」

　茉ま衣い子こは早くも苛いら立だたしい気分になってきた。どうして結論を先に言わないのだろう。

「それで、だ。茉衣子くん。吸血鬼が一日に一人の人間を襲おそったとして、襲われた人間が確実に吸血鬼化するとしよう。だとしたらどうなるかな？」

　何の授業なのだ、と思いながら茉衣子は口を開いた。

「吸血鬼がどんどん増えますわね。それが何か？」

「何かどころではないぞ。単純な算数問題だと言っただろう。計算してみたまえ。よいか、一日目に一体だった吸血鬼は二日目には二体となる。三日目には四体で、四日目には八体だ。ネズミ算ざんだよ。吸血鬼は倍々ゲームで増殖する」

　まだピンと来ない茉衣子に、宮野は気の長い家庭教師のような口く調ちようで言った。

「そうやって増えていくままにしておくと、わずか三十四日後には地球上の全人類が吸血鬼化してしまうのだ。２の三十三乗がいくらか、これで確認してみるか？」

　白衣のポケットから魔ま法ほうのように電卓が出てきた。受け取った茉衣子は、そのまま類の手元にスルーする。

「えっ……あ、はい」

　類はまた肩をひそめるようにしてパチパチと電卓を叩たたき始めた。律りち儀ぎに一回一回乗算キーを押して答えを求める。

「ええと、三十三回で八十億を超えます……ね」

　類の脅おびえるような上うわ目め遣づかいにうなずきかけつつ宮野は続けた。

「仮に吸血鬼の吸血ペースを落としてみても似たようなものだ。一週間に一度としても一年かからない。一年に一度でも三十四年間だ。瞬またたくように短い時間しか必要でない。それで人類は滅び去り、吸血鬼しかいない未来が訪れる。そうなると吸血鬼は捕食する対象を失うから、これまた遠からず存在意義を失うことになろう。人間も吸血鬼もいない世界が待ち受けているのだ」

　何だかおかしな言い分に思えた。茉衣子は眉まゆをひそめる。

「しかし人類は未いまだ滅んではいないな」と宮野は楽しそうに言う。「これこそまさに吸血鬼が実在しないという最も簡かん単たんな証しよう拠こだ。吸血鬼は現実的な存在ではない。ゆえに人類は今も地上で繁はん栄えいを極きわめている。ネズミ算方式で増殖するという特性、実にその特性を持っているがゆえに、吸血鬼は存在することができないのだ」

「それはちょっと違うのでは」

　茉ま衣い子こは挙きよ手しゆすることなく口を差し挟はさんだ。

「それは吸血鬼に嚙かまれた人が例外なく吸血鬼化するという前提があってのことでしょう。そうならない場合……たとえばただの死体になるとか……だってないとは言えないでしょう？」

「誰だれが決めたのかね」

　宮みや野のは茉衣子を見み据すえて言った。

「吸血鬼の被害者が吸血鬼とならない場合があると、いったい誰がそんな都つ合ごうのいい特性を生み出したのだ？」

「知りませんが、どこかで聞いたような気はしますわ」

　宮野の視し線せんが三人を一周した。

「せっかくなので全員に質問したい。キミたちはいつどこで吸血鬼というモンスターの概がい念ねんを知ったのだ？　最初に吸血鬼という言葉を聞き、その意味を会え得とくしたのは何がきっかけかね。類るいくんなら、さしずめカルンスタイン伯はく爵しやく夫人あたりだろう」

「誰ですか、その夫人は」と茉衣子。

「彼女を知らないのかね？　ドラキュラ伯と並ぶ吸血鬼伝説中ちゆう興こうの祖そだぞ。現代吸血鬼の生みの親とも言える」

「無学なもので」

「ふむ、面おも白しろいな。なるほど、キミは美しき吸血令れい嬢じようカーミラを知らない──が、吸血鬼がどういうものかは知っているというわけだ。で、キミはいつどこで吸血鬼が吸血鬼であることを知ったのだ？」

「質問の意味がわかりかねます。もっと理解可能な文脈で再質問なさってください」

「キミが吸血鬼という言葉を最初に知ったのは、いつ、どこでのことかね？」

「さあ。忘れてしまいました。覚えておりませんわ。いつの間にか、知っておりましたわね。でもそういうものではないのですか？」

「ということは、キミは吸血鬼ものの原典を読んではいないのだな。映画は見たかね。舞ぶ台たい劇げきでもいい。ヴァンパイアが登場する物語に接したことは？」

「子供の頃ころに見た映画に出てきていたように思います。題名までは覚えていませんが、そんな昔の映画でもなかったと……。でも、それがどうかしたのでしょうか」

「重大な事柄だよ。茉衣子くん、いいかね、今時吸血鬼が何かを知らない人間のほうが少数派だ。大多数は吸血鬼と聞いて固有のイメージを喚かん起きされる。読んで字のごとし、血を吸う鬼だ。これは漢字が表ひよう意い文字であることの弊へい害がいでもあるな。なぜなら、血を吸わない吸血鬼に対しての適当な訳語がなくなってしまうからだ。実はもともとの吸血鬼は、血を吸ったりしなかったのだ」

「そうなのですか？」

「伝承を遡さかのぼれば、そういうことになるな。まあ、古来から人の生き血を啜すする伝説上の妖よう怪かいは多数存在したとも。しかしそれは今最もポピュラーな存在として知られている吸血鬼ではなかった。いいかね、単に血を吸うバケモノと普遍的な吸血鬼の間には決して埋まらない溝みぞがある。それらは別々の妖よう物ぶつなのだ。ただ血を吸えばいいというものではない。それなら蚊かやヒルだって立派な吸血鬼だ。だいいち、人間を捕食するような存在がいたら、とうの昔に食物連れん鎖さ界の頂点で君くん臨りんしていないとおかしい」

　若わか菜なと類るいはポカンとして、話を追跡しそびれているようだった。無理もないと茉ま衣い子こも思う。宮みや野のが何を言いたいのかが解わからない。

　そんな三人の表情から何を読みとったのか、宮野は苦笑じみた表情を作った。

「吸血鬼には蚊やヒルにない魅み力りよくがある。そう思わないかね？」

　その問いの真意も解らない。茉衣子は慎しん重ちように答えた。

「どんな魅力でしょう」

「では吸血鬼の特徴について、ざっとまとめてみよう。一つは吸血行為。被害者の身体からだに歯を立て体液を吸引するという風景には、どこか背はい徳とく的な香かおりがつきまとうであろう。ちなみに女吸血鬼に同性愛嗜し好こうがあるのは今に始まったことではなく、むしろ様式美と言える。古いにしえの伯はく爵しやく夫人の頃ころからの伝統だな」

　類が「くけっ」という小さな声を漏もらして目をキツく閉じた。

「二つ目は不死ということだ。通常の手段では死ぬことがなく、その安定した不ふ死じ身みぶりは見る者の安心感を誘さそう。三つ目は不老だな。決して年を取らず若さを保ち続ける。キミも憧あこがれないかね。そのキミの現在の美び貌ぼうを永遠に留とどめ置くことができるのだ」

　それは魅力かも、と茉衣子は感じる。でも、もう少し成長したくもありますが。

「四つ目はさっきも言ったとおりの増殖だ。血を吸って仲間を増やすという概がい念ねんは、おそらく伝でん染せん病びようと宗教的布教行為のメタファーだろう。自分で子を産み育てる必要もないというのはなかなかの手だな。吸血鬼に嚙かまれた者は吸血鬼となる──か。ペスト流行や異教徒の侵入に苦く慮りよしていた中世ヨーロッパの人々にとっては忌いむべきものであったに違いないが、現在の日本ではどうだろうか。五つ目は超常能力だ。動物に変身したり、怪かい力りきを振るったり、飛んだり跳はねたり何でもござれだ。実に便利だろう」

「誰だれが便利に思うというのです？」

「それは言うまでもない。物語の語り手がだ」

　何の話をしているのだ。現実の吸血鬼について語っているはずではなかったのか？

　茉衣子の疑念をよそに、宮野は調ちよう子しよく弁舌を振るっている。

「言うなれば吸血鬼は物語の構成要素の一つだ。星間宇宙船やタイムマシンのような、あったら便利な未来的アイテムとさほど変わらない。違うのは過去からの贈おくり物であると言うところだな。いずれにせよ、これだけは確かだ。物語上の吸血鬼は大道具ではなく、小道具なのだ。彼らに本質はなく、ただその属性からドラマだけが生まれることになる。現代の吸血鬼とは、要するにガジェットなのだ。人工のな。それゆえに人は惹ひかれる」

　風もないのに白衣が揺ゆらめいた。茉ま衣い子こ、若わか菜な、類るいの三人が見守る前で、宮みや野のは無む意い識しきのように円を描くように歩く。

「吸血鬼の構成要素は禁きん忌きの固まりだ。タブーであるが故に人を惹きつける。それがまったくの自然な行為であるのならば、禁忌には成り得ないし破りようもなく、よって面おも白しろくもない。早い話が物語にならない。吸血による体液交換と増殖、悠ゆう久きゆうの時を過ごす不死性、決して崩ほう壊かいしない身体的保全性、人類を超越した能力、そして常に少数派であるという感傷性。そのどれもが自然に反している。いわば生せい態たい系にとっても社会的にも異い端たんとされる存在だ。だから人は吸血鬼に魅力を感じるのだよ。だがしかし、そこにはもはや恐怖はない」







「女子寮りようＤ棟に行って、吸血鬼を発生させたアイテムを探してきてくんない？　ついでに、その呪のろいのアイテムで最初に吸血鬼になっちゃったのは誰だれかってこともさ。できたらでいいけど」

　というのが、真ま琴ことの依頼だった。

　なぜ僕に？

　当然ながら佳よし由ゆ季きは思い、こう返事をした。

「どうして僕がそんな真ま似ねをしなくちゃならん。保安部の誰かを使えばいいじゃないか。宮野と茉衣子なんて適役だろう」

「それが、そうでもないのよね」

　真琴はしどけなく頰ほお杖づえをついていた。

「連中にチューチューされたとしても吸血鬼になるのはＥＭＰ能力を持ってるやつだけ。あんたはならない、絶対に。なんでなら、あんたにはＥＭＰ能力がないから。どう？　自分の希き少しよう価値にそろそろ目覚めてくれたかしら？」

「どうやって確かめた。Ｄ棟の吸血鬼代表にでも訊きいたのか？」

「うんにゃ。実じつ験けんして確認したのよね。実地に」

「だから、どこに一般人が──」

　いや、いる。佳由季のように、無能力者にもかかわらず寮住まいをしている生徒は他ほかにはいない。だが、出入りする一般人は毎日のように存在していた。

「お前……まさか」

「ええ、そう」と、真ま琴ことは涼しく言った。「夜明け前にさ、物資を届けてくれる運送業の人がたまたま来てたから、実じつ験けん台になってもらったわ。Ｄ棟でもとびきりの美少女を選えらんでね、その兄ちゃんも喜んで嚙かまれたわよ。まあ、女の子の正体を隠かくしていたからかもしんないけど」

　髪の先を指で巻き付ける仕し草ぐさが、何の逡しゆん巡じゆんや後ろめたさもないことを示していた。

「吸血鬼側の連中も興きよう味みがあるみたいだったしね。この現象は一般人にも及ぶものなのかどうか、知りたがってた。利害の一致ってやつよ。結果が解わかって満足したかどうかは知らないけどね」

「その兄ちゃんが吸血鬼になってたらどうするつもりだったんだ？　被害を学外にまで拡ひろげるところじゃないか」

「なったらなったで学校から出したりしないわよ。Ｄ棟に閉じこめるに決まってんじゃん」

　この野郎、人体実験しといて開き直ってやがる。

　佳よし由ゆ季きが義ぎ憤ふんにかられていると、真琴はニタリと笑いかけ、

「そうゆうことよ。あんたは嚙まれても平気。アッチ側に行ったりはしないし、行けやしないものね。だから調査役には適任。真琴ちゃんも安心」

「何が安心なものか」

　佳由季は吐くように言った。

「吸血鬼にはならんかもしれんが貧血になるかもしれない。それならまだいい。失血死までいったら、いっそ吸血鬼化したほうがよかった、なんてことにもなりかねないだろ」

「そそ。だから、ここに祈いのりちゃんと那な岐ぎ鳥どりくんがいるんじゃない。その二人はあんたの護ご衛えいよ。感かん謝しやなさい。ＶＩＰ待遇クラスなのよ、これって」

　嬉うれしくもないことに感謝を感じるいわれもない。

「昼間は連中も寝ているはずだから、その間にアイテム探しをして欲しいのよ。これはあんまり期待していないわ。そう簡かん単たんに見つかるものでもなさそうだしさ。でしょ？　お客さん」

「そうですな」

　那岐鳥は空のカップの取っ手に指を絡からめ、手持ちぶさたに回しながら、

「フフ。基本、呪じゆ物ぶつ化した物体に込められているのは、いわば先せん鋭えい化かした想念なのですな。余剰ＥＭＰパワーが凝ぎよう固こした想念体とは事情が異なるのです。フフ……。解りますかな？」

　佳由季は首を振る。ずっと手を握りしめている祈の体温がこそばゆかった。

「そうっすね。想念体はＥＭＰたちが無む意い識しきのうちに放射している想念が積つもり積もって顕けん在ざい化したものですな。フフフ、しかーし、呪のろいアイテムのごときものは、その通り、何者かの絶対的な意志がそのまま器物に宿った物なのですわ。こちらには明確な意識が関かかわっていましてでしてね。フフ……。表層意識とでも言いましょうか。願望の結けつ露ろとでも言いましょうか。お望みなら残留思念という表現でもいいっすよ。どうすかね。フフフフ」

　誰だれも同意しないのを見て、那岐鳥はコンと舌を打った。

「その手の意志が宿ったシロモノはちぃとやっかいなのですな。奴やつらは狡こう猾かつです。ずっと休眠状じよう態たいにあって、何者かが手に取った瞬しゆん間かん、あるいは身につけた瞬間に覚かく醒せいする。そしてその身体からだの主あるじに影えい響きようを及ぼす。フフ、実は人間を不死者にするような呪じゆ物ぶつは珍めずらしくもないのですな。それだけ不死を求めて意い識しきする人々が多いって事でしょう。第二ＥＭＰの裏保管庫には幾つも転がっておりますですよ。フフ。誰だれも欲しがりやしません……閑かん話わ休きゆう題だい、吸血鬼でしたな、そいつはボクも聞いたことがない……フ、フフフ」

　真ま琴ことは黙だまって聞いている。ただし、何かを企たくらんでいるような笑えみを浮かべて。

「ボクの推測ですがね、どこかに齟そ齬ごがあるように思えますな。フッ……フフ。吸血鬼と不死はよく似ている。フフフ、ある意味同じと言ってもいい……。それはともかく、ボクが言いたいのは、いったん発動してしまった呪物は、その属性を取り憑ついた人間の内に移動させてしまいますから、発見はあまり簡かん単たんにはいかないということです。容疑者を身ぐるみ剝はいでですな、それらしいアイテムを持ってるかどうかを調べるのが早道でしょう。フフフ、で、容疑者はほとんど女性なのでしたかな。フフ、フフフ……」

「そんなのを僕に手伝えというのか、お前は？」

　佳よし由ゆ季きの言葉は真琴に向けられていた。真琴はあっさりと首しゆ肯こうした。

「そうよん。役得でしょ？　あたしが許可するわよん。Ｄ棟の全員、寝ているうちに脱がせちゃってさ、すみずみまでまさぐってやんなさい。えへ、それで催もよおしちゃったらあたしで解消していいわよう。自分で解放するよりさ、ユキちゃんもあたしも気持ちいいと思わない？　一いつ挙きよ両りよう得とくってやつ」

　祈いのりの手がわずかに振動した。羞しゆう恥ちと当とう惑わくの色が鮮あざやかな渦うずを頭に作り出す。新しん鮮せんな感情だった。春はる奈なの甘あま酸ずっぱい思し念ねんでもない、真琴の濡ぬれた秋しゆう波はでもなく。

「それは専門家に任すさ。『祟たたられ屋』さんにでもな」

　那な岐ぎ鳥どりは聞いているのかいないのか、息を吹きかけたゴツい指ゆび輪わをハンカチで磨き始めた。

　佳由季は言う。

「それだけでいいのか？　Ｄ棟の住人が起きてこない日中に忍び込んで、どこにあるのかもどんな形をしているのかも情報のない呪のろわれた何かを探して持ってくる。それで、事件は解決か？　そりゃ簡単でいい」

　シニカルな口く調ちようをぶつけても真琴は表情一つ変えない。それどころか、新たな注文を発注した。

「さすがユキちゃん、解わかってるう。そーね、あたしが重要視してんのはもう一つのほうなの。言ったっしょ？　最初の吸血鬼、グランドヴァンパイアは誰だれか──ちゅうことよ。それさえ解れば、そいつがどんなアイテムに触れてあんなことになっちゃったか、推測もずっと容易になるわ」

　机から身を乗り出して、真琴は微笑ほほえみかけた。

「本番はむしろ夜になってからね。連中に聞き回って欲しいのよ。インタビュアーとしてさ。手間だけど確実だわ。質問は一つ、『お前は誰だれに血を吸われて吸血鬼になったのか？』って全員に質問すればいいってわけ。そうすっと──」

　いずれ一人に辿たどり着く。

　佳よし由ゆ季きは頭に表を思い描いた。ツリー構造だ。そうやって虱しらみ潰つぶしにあたれば、芋いも蔓づる式しきに最初の一人に行き着くだろう。オリジナルは誰か。確かにシンプルな調ちよう査さ方法だ。だが、口で言うほどシンプルではない。

「それを三人でやろうってのか？　お前も手伝えよ、発案者なら」

「あたしはダーメ」

　真ま琴ことは楽しげに嘆息した。

「そういう協定なの。あたしはＤ棟に入っちゃいけないことになってるのよねえ。日ひ世よ子こちゃんとそう約束しちゃった。あ、もちろん、あっちからも譲じよう歩ほを引き出したわよ。最低限の調査はさせてちょうだいってね。三人まで、それも保安部員は一人だけって条件よ」

　佳由季は那な岐ぎ鳥どりを見た。

「彼はここの保安部員じゃないもの。どう、この詭き弁べん。見事に重じゆう箱ばこの隅をつついてるでしょ？」

「自分でイイワケしてりゃ世話はないな」

　それよりも──。

　佳由季は座りの悪さを感じていた。原因は解わかっている。昨日朝から今まで続いている、真琴の緊きん張ちよう感かんのなさがその要因だ。いつものことと言えばいつものことと言える。春はる奈なのときも、大量のシミュラークル人間が発生したときも、真琴は悠ゆう然ぜんとした佇たたずまいを維い持じしていた。しかし、この事じ態たいでもそれでいいのか？　死んでいない死人ならまだよかったが、それらが吸血鬼となってしまった今、状況は別の展開になるべきじゃないのか。

　第二ＥＭＰから助すけっ人とを呼ぶくらいなのだ。かなり切迫した事態のはずだった。

　見えない手がすっと頭の上を通り過ぎた。読まれた。

「ねえ、ユキちゃん」

　変わらない真琴の笑えみ。だが、佳由季はそこに小さな倦けん怠たい感を感じ取った。他ほかの誰にも解らなくとも自分にだけは解る。

「あたしはねえ、けっこうこの事態を歓迎してたりするのよね。どうしてか？　だって連中は精神波を生まないもの。解るかしら、これがあたしみたいなＡＡＡトリプルエー級テレパスにとってどういうことか」

　祈いのりの指がぴくりと動いた。非力な感応力を恥はじている気け配はい。

「いいこと？　あんたもそうだけど、ほとんどの人間の思し念ねんなんか四六時中ダダ漏もれ状態なわけ。起きてようが寝てようが関係なしよ。そんなのをね、あたしは無休で聞かされてるわけよ。意い識しきしようとしまいと、他ひ人との精神の声があたしには聞こえる。シャットアウトしようと思えばできるけど、それって疲れるから毎日ずっとってわけにはいかない。こうして植物さんを防ぼう壁へきにしてれば少しはマシだけど、ほんと、マシってだけ」

　こんな素直に心情を吐と露ろする真ま琴ことは初めてかもしれない。佳よし由ゆ季きが何も言えないでいるうちに、真琴は続けて言った。

「でも連中は、生ける死体の吸血鬼たちは何の精神活動もしていない。思し念ねん自体がないわけ。奴やつらからはまったくさっぱり精神波が届かない。それはそれで不安だけどさ、そんなこと以上にあたしは楽なのよ。静かでいいから。ひょっとしたら、学園の全員が吸血鬼になっちゃったほうがせいせいするかも、って気になるくらいの静寂よ。あたしもＤ棟で寝起きしようかしら」

　前半は本ほん音ねかもしれない。しかし最後のは冗じよう談だんだ。笑えないジョーク。真琴の立場にいるものがそこまで堕だ落らくするわけがない。

　……が、佳由季と二人きりのときならばいいだろう。何を言ってこようと彼には受け流すだけの慣なれとあしらい能力がある。

　祈いのりと那な岐ぎ鳥どりのいる前で言うな。いたずらに不安感をあおるだけだ。

　佳由季の手を握る祈から、再び困こん惑わくの思念が流入し始めている。真琴の言葉をどう受け止めていいのか解わからないらしい。佳由季はそんな小さな感情の変化をダイレクトに理解した。

「はは。ごめんよっと」

　カラカラとわざとらしい笑い声を上げて、真琴は手をヒラつかせた。

「ここを吸血鬼学園にするわけにはいかないもんね。せめてあたしの代でそんなことになるなんて、赤っ恥ぱじもいいとこだわ。うふっふ。あたしのプライドにかけて、そんな真ま似ねはさせないから安心して、ね？　ね？」

　そして、ゆっくりと机に手を置いて、

「ちゅうこってさ。あんたらの任にん務むはその二つよ。一つ、呪のろいのアイテムがあればそいつを見つけ出すこと。二つ、最初に吸血鬼を増やす元となった最初のバカを特定すること。解った？　解ったでしょ？　なら、すぐに行ったんさい。日没までまだ時間はあるけど、そのうちに陽ひは沈むんだかんね。急いだ急いだ」

　ローファーを履はいたままの脚を机にどかりと載のせ、真琴は腕組みをしてウインクを三つ連続して送ってきた。それだけは認めざるを得ない。完かん璧ぺきなウインクだった。







　いつの間にか、宮みや野のの顔の笑えみは徐々に形けい骸がい化かしていった。

「いつの時代でも吸血鬼を定義するのは彼ら自身ではなく人間だ。『人の生き血を啜すする起きあがった死体』なる現象に理屈を付けるのは人間の仕事だ。遥はるか昔には実体を持っていたのかもしれん。実際にそんな現象があったかどうか、単なる見間違えだったかどうかは関係ない。だが、いようがいまいがどうでもよかったのだ。吸血鬼は伝承となり、伝説と化して今もこの世に伝わっている。それで充分なのだ」

　不意に立ち止まり、宮みや野のはまた茉ま衣い子こに相あい対たいした。

「吸血鬼を扱った創作物が、かくも大量に世に出ているのは何な故ぜだと思うのかね。簡かん便べんで加工しやすいガジェットであるからか？　明らかにそれだけではないな。吸血鬼を構成するフレーム、その属性は人を惹ひきつける。語り手と受け手にとって非常に魅み力りよく的であり、何より矛む盾じゆんに満ちた存在だからなのだよ」

「……空想の話はけっこうです。わたくしは現実に目を向けたいと思うのですが」

「かくして概がい念ねんは増殖する。あたかも吸血鬼のように」

　宮野は茉衣子の声など聞こえないように、

「東欧の民間伝承から出発した吸血鬼、その概念が現代において世界中で市民権を得ている。それも作品ごとに設定を変化させてだ。これは概念的吸血鬼の生き残り戦略だ。これだけ多様化すれば、どれか一つは生き残るだろう。大部分が死滅したとしても根元となる遺い伝でん情報は確実に残される。ひとたび劣性となった因子が再び優ゆう性せいとなる日が来ることもある。これはすべての情報に言えることだ」

　何を言っている。

「概念は人間を媒ばい介かいにして増殖している。概念にとって人間は、いわば伝達物質なのだ。人間が言語を使うように、概念は人間を使う」

　何の話なのだ。

「気を付けることだ。茉衣子くん、概念に振り回されてはならない。時としてそれは人間に牙きばを剝むく。使い捨ての便利な道具にされないよう、注意深く思考し、行動せねばならん。まあ、私の傍そばにいれば安全だがな」

　茉衣子は頭脳をフル回転させて言葉の意味を探った。そして、

「吸血鬼の属性が時代とともに変化しているというのは、そうですわね、なんとか解わかりました。それで──、だからどうなのです。何か悪いことでもあるのでしょうか」

「まったくない。物語世界の設定が、我々のいるこの現実とどれほどかけ離はなれていようと何の問題もないことだ。物語における現実が、この現実のありように沿わねばならない理由は何一つない。違っていて当たり前だ。だから物語は面おも白しろい」

　付け加えた言葉が、

「そして現実はしばしばつまらない。そういうものだ」

　若わか菜なの箸はしはすっかり止まっていた。類るいなどは、とうに箸を置いて居い心地ごこちが悪そうにもじもじしている。トイレを我が慢まんしているのかもしれない。可哀かわい想そうに。

（まったく。こんな話を聞かされていては、健けん全ぜんな食欲も失うせてしまって当然です。本当に、班長は何のつもりなのでしょう）

「吸血鬼は物語を面おも白しろくするために制作サイドが都つ合ごうよくひねり出したギミックにすぎない。ドラマ性を重視して現実性を無視しているわけだ。まさに物語であるからこそ、可能なことなのだよ。そこにリアリティなどという無ぶ粋すいな世せ界かい観かんを投入すれば、途と端たんに成り立たなくなってしまう脆ぜい弱じやくな概がい念ねんだ。ゆえに、」

　茉ま衣い子この心など知る由よしもなく、宮みや野のは言い放つ。




「吸血鬼の概念はそれ自体が虚きよ構こうであって、現実には成立し得ないのだ」




　宮野は身体からだの向きを変え、壁かべに歩み寄った。昨日、彼が書き殴った戯ぎ画がのような縦たて横よこの線せんが何本も走っている。その落書きを白衣の手がノックするように叩たたいた。

「このように、世界は階層構造になっていると私は予測している。この世界の上には別の世界があり、さらには下にもあるのだ。では下の世界とは何か、それはだな」

　宮野が白衣のポケットから出したのは、カラフルな表紙の文庫本だった。

「あっ」

　と、声を上げたのは若わか菜なである。

「それ、あたしの」

　茉衣子にも覚えがあった。そのジュブナイルミステリ小説は、若菜が睡すい眠みん薬やく代わりにしている本だった。と言っても彼女は無類の寝付きの良さを誇るため毎日数ページずつくらいしか読み進められていない。

「あ、あー。まだ最後まで読んでないよ。犯人言わないで」

「そんな不ふ埒らちなマネはせんよ」

　宮野はページを乱雑にめくって閉じた後、左手に持って高々と掲げ、

「これが我々から見た下位世界だ。この小説の登場人物たちは我々から見ると虚きよ構こうの領域に住んでいる。彼らはこの現実には存在しない。彼らにとっての現実は、我々にとっては虚構の中にある現実世界だ。そしてだ、我々はその世界に介入できる」

　宮野の右手に赤ペンが握られている。何でも出てくるポケットがあるものだ。

「たとえばこの本では、どうも犯人くさい振ふる舞まいを見せていた館やかたの女主人が、三番目の被害者として実に無惨な死に方をするのだが──」

「わーっわーっわーっ」

　若菜は両耳を押さえて小さな悲鳴を上げた。

「知りたくなかったよう。わぁーわぁう」

　宮野は頓とん着ちやくせず、本の後半部分を開いた。

「──だが仮に、私がこの女主人を生かしておきたいと思ったとしよう。簡かん単たんにそれが出来る。こうすればよいのだ」

　赤ペンがページの上で勢いよく踊った。何度も右手が上下して、宮みや野のはあらためて開かれた若わか菜なの文庫本を三人に見せる。無惨、見開きの一面が真まっ赤かに塗ぬり潰つぶされていた。

「あああっ。それじゃ読めないよ」

　耳をふさいだまま、若菜はいじましいまでにしょんぼりと肩を落とした。

「こうして女主人の死体が発見されるシーンは回かい避ひされた。後は順次、後半部分を任意に改かい竄ざんすればいい。女主人は生きていることにして、三番目の被害者は主人公の恋人の女にしてしまおう。ちょろちょろ動き回って目め障ざわりなだけのキャラだからな。なんだったら犯人も変更しようか。面めん倒どうなのでこの女主人が犯人だ」

　茉ま衣い子こが呆あきれて見ている前で、宮野はラストシーンあたりのページにいそがしく書き込みをして、ポイと若菜に放った。

「嬉うれしくないー」

　泣き笑いの表情で、若菜はかわいそうな文庫本を抱きしめた。

「とまあ、こうやって」と宮野は言った。「我々が彼らの世界を改変できるように、我々もまた何者かによる改変を受けている。その可能性は大きい。だとしたら、どうだ？」

「どうもこうも、わたくしは班長の言うことが解わかりません。ですので、何とも言いようがございませんわ。それより若菜さんへの弁べん償しようと損失補塡を」

　意に介さず、宮野は続ける。

「吸血鬼が現実に存在できないというのなら、我々はどうなるのだ？　ＥＭＰ能力だって同じようなものだ。超能力だの魔ま術じゆつだのという非現実的な物語的装置、こんな力が現実にあるはずはない。あってはおかしい。つまり、我々は居てはおかしな存在であり、吸血鬼同様にあり得ない……ということになる」

　呆れてものも言えない。

「これをどう解釈するかだ。昨夜ゆうべから学園内を跋ばつ扈こする吸血鬼たちを見なかったフリはできない。しかし彼女たちの存在を認めてしまうと、今度は我々自身の存在までもが危うくなる。さて、どうする？」

　そこまで言って宮野は口をつぐみ、そして何な故ぜか天てん井じようを見つめた。

「我々の現実が、上位に位置する世界によって都つ合ごう良く改変されている可能性を私は疑っている。そしてその世界の人間ですら、もう一段階上の世界から見れば虚きよ構こうみたいなものかもしれない。このようにして、世界は階層を延々と上に伸ばしていくことになる」

　まるで誰だれかの声が、そこから聞こえてくるはずだというように、

「だが！　それは無限ではない。昨日も言ったが、ｘ軸の平行世界が有限ならばｙ軸でもそうかもしれんではないか。階層構造の頂点に君くん臨りんする世界がある。遥はるかな高みの果てに、あらゆる真相を内包した世界がたった一つあるのだよ。それこそ我々が想像もつかない神々の世界なのかもしれん。いいや、神々をも超越しているに違いない。矮わい小しようなる人間という下等生物が想像する神のレベルに留とどまらず、もっと高等な意い識しきを持っている存在の住む世界なのだ。私はそう確信する」

　宮みや野のは上だけを見ている。

「〈年表干渉者インターセプタ〉や〈インスペクタ〉が万能ではないらしいことから見て、彼らはせいぜい我々の一つ上あたりの階層だ。それでも我々に見えるのは彼らの靴くつ底ぞこくらいだが、彼らの世界の上にも世界はある。どこまで続くのかは解わからん。しかし階層構造ならば登ることが出来る。私はそう信じている。てっぺんに辿たどり着く可能性は低いだろうが、私はその高みを目指したい。そうして世界とは何であるかを知りたいのだ」













○〈インスペクタ〉・０







〈自動干渉機アスタリスク〉に送信。

　貴君の介入時空域における個体名〈宮野秀しゆう策さく〉の危険度増大中。

　それは構造秩序を破は壊かいする可能性がある。

　よって当とう該がい人物の削除・抹消を提言する。

〈年表干渉者〉の同意を求める。













○〈インターセプタ〉・１







　拒否する。

〈高等監察院インスペクタ〉、貴方あなたの要求には同意できない。介入を要することは認める。しかし彼の存在を排除するだけの要素はないと判断する。

　彼は必要な人間である。

〈自動干渉機〉に求める。

　続行を。













○〈アスタリスク〉・６







　・

　・

　・

　・

　・

　判定する。

　実行。




　後者の要求を了とする。

　続行。













○第六章・Ｂ










　　　　　　　＊




　天てん井じようから目を戻し、宮みや野のは三人の娘たちを眺め渡した。

「問題は、物語上の存在としか思えない吸血鬼というシロモノが、今のこの学園内を徘はい徊かいしているということから始まっている。さあ、この事じ態たいをどうやって理解し、腑ふに落ちるようにすればいいか、解わかるかね？」

「それこそ、さあ、ですわ」

「簡かん単たんだ。すべての疑問がクリアできるような理屈を私は持っている。ＥＭＰ能力の不自然さも、我々の身に次々と不ふ可か思し議ぎな事件が降りかかることも、それがまた都つ合ごう良く解決できることも、そんなあらゆる疑ぎ惑わくを解消できる強固な理屈だ」

　宮野は茉ま衣い子こが異様に感じるほどの柔和な口く調ちようで、

「吸血鬼のあらゆる特性は現実的ではない。なのに、現実に存在している。この矛む盾じゆんを解決する方法を、キミは知っているはずだ」

「知りません」

「そんなはずはない。ある人物がキミに教えたことだぞ。忘れるには早すぎる」

　有りもしないカンペを読むように、宮野の視し線せんは宙の一点に固定されていた。

「『最初の前提が誤りだったとしたらどうだろうね。問題の内容に間違いがあったら、導みちびき出される解答が正しくなることもありえない。この場合もそうだよ、前提が事実とは違っていたんだ』──」

　茉衣子は軽い目め眩まいを覚えた。

　──あれは六月だった。半分泣きかけの類るいが、支持棒をなくした蔓つる草くさのような雰囲気でやってきたのは……。あれもＤ棟で起こったことだった。一夜にして消え失うせた女子生徒は、やはり類のルームメイトで……。

　息が少しだけ苦しい。

　──あの時、茉衣子は今はもう学園にいない男子生徒と、その謎なぞに立ち向かった。結局のところ茉衣子は何もしていない。密室からの人物消失事件はその彼と宮野があっという間に解といてしまった。

　解決に先さき駆がけて、観かん音のん崎ざき滋しげるが言ったセリフだ。

　──しかし、類るいの友人が消えた事件は単なる前フリだった。その後、茉ま衣い子こは茉衣子自身の物語に直面し……。

　一気に記き憶おくが浮上する。余計なことまで思い出す。

『光こう明みよう寺じは吸血鬼の存在を信じるかい？』

　そうだ。あの日、滋しげるはとりとめのない会話をしている最さ中なか、不意にそんなことを話しかけてきた。思えば奇妙なことだった。なぜそんなことを言う必要があったのだ？　なぜ、吸血鬼なのだ？

　そして自分は何と答えたのだろう。思い出せない……。

　茉衣子の動どう揺ようを知ってか知らずか、宮みや野のは気にする素そ振ぶりもなく言った。

「吸血鬼は概がい念ねん上の存在だ。ということは、こ













○〈インスペクタ〉・１







〈自動干渉機アスタリスク〉に再度送信。

　前述した不確定要素を消去の上、〈レコード〉に遡そ及きゆう効こうを適用せよ。

　猶ゆう予よはならない。

　そのＥＭＰ励れい起きユニットは構造破は壊かい因子を発現しようとしている。

　他ほかの時系列に影えい響きようを及ぼすことは許されない。

　コマンドを譲じよう渡とし、制御が可能なうちに緊きん急きゆう措置を施ほどこせ。

　これは忠告だ、〈年表干渉者インターセプタ〉。




　抹消せよ。













○〈インターセプタ〉・２







　拒否する。

　部分的介入による処理を求める。

〈高等監察院インスペクタ〉、貴殿の忠告には感かん謝しやする。だが、わたしには無用のものだ。

　彼を消させはしない。

　あなたには解わからないか？　彼は我々にもない可能性を秘めている。

　わたしが全責任を負う。彼を消すというのなら、先にわたしを消すがいい。

〈自動干渉機〉に委任する。




　実行を。













○〈アスタリスク〉・７







　介入する。

　実行。




　終了。













○第六章・Ｃ







　廊下を歩く足音は三人分しかない。他ほかの生徒たちは寮りようで待機しているか、せいぜい食堂周辺にしか群れていない。

　佳よし由ゆ季きは祈いのりと手を繫つないで歩いている。こうしないと彼女とは会話できないから仕方がない、と胸の内に言い聞かせているものの、いったい誰だれに向かっての弁解なのか、弁解の通用しない背はい後ご霊れいは消えて久しいというのに彼はそれだけにはまだ慣なれていないのだった。

　二人に遅れること数歩、すっとぼけ顔の他校生が飄ひよう々ひようとついてきている。

《思い出すことがありました》

　声が手を通して聞こえるのも簡かん単たんに慣れた。この学園に来て以来、順応力の早さだけは自じ慢まんできるのが佳由季のまったく自慢したくもない特質だった。

《那な岐ぎ鳥どりさんの噓うその兄弟話で》

　矢や継つぎ早ばやな思し念ねんが送られてくる。

《あなたの妹さんは双子でしたね？》

「まあな」

《わたしは三つ子の一人です。同じ顔をした人間が後二人います。姉と妹。わたしは真ん中です》

《叶かなえと祝いわいと言います。性格は違うと思います。見分けはつきやすい》

《姉の叶は第一ＥＭＰに、祝は第二にいます》

《叶はいつも目め隠かくしをしています。見てはいけない、という力を持っているから。祝は耳栓を外せません。聞いてはいけない、という力を持っているから》

　佳由季は少女のバッテンマスクを見て、

「まるで三さん猿えんだな」

　言ってからしまったと思う。彼女にとってそれは悪あく罵ばであったかもしれない。しかし祈は気にする様よう子すもなく、

《本当に。わたしたちは三人で一人前になる。だから一いつ緒しよにいてはいけないのです》

「どうしてさ」

《わかりません。そんな気がするのです。きっとわたしたちが三ヶ所に分散されたのはそのせいです。能力を喪そう失しつするまで、わたしが二人と会うことはないでしょう》

　祈の精神波に悲哀の調ちよう子しはない。彼女が姉妹たちにどんな感情を抱いているのかまでは知らないが、別れ別れになっていることを取り立てて悲しんでいるわけではないようだ。

　たとえば──。佳よし由ゆ季きは想像してみる。

　僕がさっさと実家に戻り、若わか菜なだけがここに取り残されることになっていたら、僕はどう思うだろうな。あいつは大丈夫だ。心配ない。どこにいてもちゃんと順応することができる。身を守るすべだって持っている。どんな攻こう撃げきだって跳はね返す無敵の壁かべを。

　佳由季には力がない。あらゆる意味でそうなのだ。この学園では彼は単なる一般人だ。いくらでも代わりがきく。寮りよう長ちようなんか誰だれだってできる。

　だが真ま琴ことの代わりはいない。たぶん、宮みや野のや茉ま衣い子この代わりもいないんだろう。ひょっとしたら若菜もだ。

　高たか崎さき春はる奈なの兄である自分はもういない。すべては過去形で語られる物語となって終わり、彼の存在意義も消失した。そのはずだ。なのに、いまだにここで妙なことに参加させられている自分の姿がある。これは誰の望みだ。真琴か？　ＰＳＹネットがどうこうってのは全部言いわけで、真琴の温情か同情かで僕はここにいさせられているってわけなのか？

　黙だまり込んだ佳由季を祈が不ふ思し議ぎそうに見上げる。

　那な岐ぎ鳥どり獅し子し丸まるの声が佳由季を思索から戻した。

「あのですな、僕を置いてけぼりにして二人で会話を楽しむのはオツなことかもしれんですが、疎外されている立場の者の気持ちも考えてもらえませんですかな。フ……フフ……」

　呪のろわれ屋は、バランスの崩くずれた笑えみを唇くちびるに貼はり付けている。
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「どうにも退屈なんですな。まぁこれが護ご衛えいの運命なのかもしれんですが、しかしこうも何もすることがないとですな、わしゃ何しに来たんじゃとね、考えなくもね……フフ……」

　茉ま衣い子こが嫌いそうなタイプだな。那な岐ぎ鳥どり獅し子し丸まるはまるで宮みや野のを鏡きよう面めん反転させたような奴やつだった。あの二人と出くわしたときが見み物ものである。もっとも、こうして祈いのりとくっついて歩いている自分も見られたくはない。特に若わか菜なには。

　佳よし由ゆ季きは那岐鳥に目め線せんだけをやって後は無視を決め込んだ。祈の横顔に、

「よかったら教えてくれないか。話してはいけないって、どんな能力をキミは持ってるんだ？」

　しばらく躊ちゆう躇ちよの感情が手の上を彷徨さまよっていた。次いで、決断。

《わたしが言葉を発すると、その言葉は現実化します》

　悄しよう然ぜんとした思し念ねんだった。

《ときどき、それはとても惨むごい結果をもたらします。自分では制御できないのです。だから何も言わないほうがいい。幸い、こうして意志を伝えることはできます。きっと神様がわたしをちょっぴり憐あわれんでくれたのでしょう。微弱でも感応力があるのは幸いだったと思っています》

　最初からどんな能力もなかったほうがよほど幸せだ。なら、今の僕は幸せか？　すっかり板に付いた自問自答癖へきに、佳由季はゆるく頭を振った。散々考えたことだ。そのあげく答えは出ていない。いつかは出るのだろう。すべてが、本当にすべてが終わった時にだ。いつかは知らない。今じゃないことだけは解わかるさ。

《そんなつもりもなく放った一言が》

　祈は身体からだと同様にか細い精神波を送ってくる。

《わたしが言ったせいで……本当になってしまうのです。たとえば、わたしが軽い気持ちで……『転んでしまえ』と言ったとします。すると、その場の誰だれか……全員が……転んだりするのです。能力を発現させた当初はわたし気付かず……もっと酷ひどいことも……この学園に呼んでもらえるまで…………真ま琴ことさんに……》

「もういいよ。すまなかった」

　急いで止める必要があった。祈の思念は佳由季にも解るほど混迷しようとしている。ＥＭＰの力、余分な超常能力を持ったせいでロクでもない思い出とともに生きなければならないのは、彼女だけでもない。普ふ段だんの姿からは想像もつかないが真琴もそうだったはずだ。春はる奈なに憑つかれていた佳由季自身がそうでもある。宮野や茉衣子みたいな連中のほうが例外なのだ。ただ今オモシロ体たい験けん実施中なんて思っているのは。

　歩いているうちに校舎を出た。晴天。まともな吸血鬼ならば、一歩たりとも外へ出かけようとはしないだろう。

　佳由季の考える吸血鬼ならば。

　三人の進む先に、高等部女子寮りようＤ棟がある。













あとがき







　僕がまだいたいけで懐かい疑ぎ主義とは無む縁えんの幼稚園児だった頃ころのことです。

　ある日、同じ園児仲間のＸ君と意い気き投とう合ごうした僕は、彼の家まで遊びに行くことになりました。幼稚園終わりにＸ君とその母親に連れられて行った先は近所の団地です。具体的な場所はもう思い出せませんが、一つだけ強く記き憶おくに残っていることがあります。それは、その団地に行く途と中ちゆうに通ったトンネルの風景でした。

　へー？　こんな所にトンネルがあったのかー。と、妙な意外性を感じたことを覚えています。

　ひとしきり遊び終えた後、僕は帰り道も行きと同じようにトンネルを通って自宅へと帰き還かんを果たしました。

　それから数日が経過して──。

　再び僕はＸ君の家に遊びに行くことになりました。今度も彼と彼の母親と一いつ緒しよです。幼稚園を出発し、ともに歩きながら僕があのトンネルについて何やら意見を表明したところ、返ってきた答えは、

「え？　なに？　そんなところにトンネルなんかないよ」

　という不可解なものでした。

　そして実際、団地へと向かう道にトンネルはなかったのです。そこにあったのは、林の木こ立だちに囲まれた単なる薄うす暗ぐらい未み舗ほ装そう道路に過ぎませんでした。

　やや混乱気味の頭で、僕はいそがしくツジツマ合わせに奔ほん走そうしました。まず最も大きな可能性は自分の見間違えです。ちょうど木々の枝が屋根のようにかぶさっていることから、この道をトンネルだと誤ご認にんしたのではないか。しかし、いくら幼稚園児の目でもトンネルと間違えるほどここはトンネル的な道ではない。では夢でも見ていたのだろうか。だが、前回僕が彼の家を訪たずねたのはれっきとした事実である。トンネルのある別の道を通って行った可能性も否定できます。Ｘ君とその母親が証人になってくれました。

　すっかり無口になってしまった僕は、そのままその道を進んで友人の団地へおもむき、ぼんやりと遊んでから、またトンネルなどどこにもない道を通って帰宅しました。

　今でもたまに思い出します。あのトンネルは何だったのだろうかと。

　ひょっとしたら、僕が通り抜けたトンネルは確かに存在していたのかもしれません。僕はトンネルを通ってＸ君の家へ行き、またトンネルを通って自宅へと至る道に辿たどり着いた……。しかしそこは僕が本来帰るべき世界ではなかったとしたらどうでしょう。トンネルの有ある世界から無い世界へと、トンネルの内部で知らず知らずのうちに正しい道筋を踏ふみ外してしまったのだとしたら。

　きっと僕と世界を交代してしまったもう一人の僕も、今いま頃ごろないはずのトンネルがそこにあることについて小さな違和感を覚え続けていることでしょう。

　もっとも、そこに小型で短いトンネルがあろうがあるまいが別に困ることではありませんし困った覚えもまったくなく、その後の人生にも何ら影えい響きようしていないでしょうから、うん、まあ、どうだっていいことなのかもしれません。そんなあったのかなかったのか解わからんようなトンネルごときに人生を左右されてはたまらん話です。それよりも実家の軒先に巣すを作っているツバメの雛ひなが無事に巣立つかどうかが心配なこの現在、カエルの合唱が耳に心地ここちよい今は梅つ雨ゆ時どきです。

　それでは、また。
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谷たに川がわ 流ながる

１９７０年生まれ。兵庫県在住。『涼宮ハルヒの憂鬱』で第８回角川スニーカー大賞〈大賞〉を受賞。受賞作と今シリーズ第一作との二冊同時刊行デビューを飾る。２００４年現在「電撃萌王」にて後藤なお氏とコンビを組んでビジュアルノベル『電撃!! イージス５』を連載中。
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イラスト／蒼あお魚な真青まさお

保育園の頃から幾年月、広告の裏にノートに問題集にとありとあらゆる紙に落描きしてきて現在に至る。青系の色と魚料理とハムスターをこよなく愛するイラストレーター。
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学がっ校こうを出でよう!⑤




NOT DEAD OR NOT ALIVE








谷たに川がわ 流ながる
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